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まえがき




　毎度お世話になっております。本書の著者をつとめます小太刀右京と申します。はじめましての方は初めまして、おつきあいいただいている方はありがとうございます。

　さて、本来は一巻読み切りのお祭り企画として始まりました『ダブルクロス・リプレイ・ストライク』シリーズですが、皆様の暖かいご声援に支えられまして、なんと予定の三倍、三巻までこぎつけることができました。これもひとえに、未熟な作者におつきあいいただいた皆様のおかげです。本当にありがとうございます。

　本書、『ダブルクロス・リプレイ・ストライク　天からの逆襲』は、二〇〇七年に出版されました『天からの一撃』および『天からの呼び声』の続編となっております。前巻をお読みでない方は、まずそちらを手にとっていただければ、本書をより楽しむことができます。




　本書は〝テーブルトークＲＰＧ〟のプレイ風景を読みやすく、また面白く書き改めた〝リプレイ〟と呼ばれるジャンルに属します。

　テーブルトークＲＰＧはいわゆるアナログゲーム（サイコロ遊びやボードゲームのような、電源を要さないゲーム）の一種で、ゲームマスター（ＧＭ）と呼ばれる進行役と、数人のプレイヤーの質疑応答や演技を通して、物語を進めていく遊びです。進行役が存在し、明確なルールがあるごっこ遊び、と考えていただいても結構です。これまた人気のある『ファイナルファンタジー』や『真・女神転生』のようなコンピュータＲＰＧの先祖になった遊びでもありますす。

　WiiやPS2の代わりにＧＭがインターフェースになってゲームを進めるものである、と認識していただいてよろしいかと思います。

　このゲームの最大の特徴は、会話とコミュニケーションによって進行することです。それによって、ＧＭとプレイヤーは想像力とルールのおもむく限り、自分たちだけの物語を紡ぐことができるのです。




　それでは、いよいよプレイの世界へ皆様をご案内しましょう！

　ようこそ、テーブルトークＲＰＧの世界へ！







ダブルクロスについて




　さて、本書の題材でありますテーブルトークＲＰＧ『ダブルクロス The 2nd Edition（以下ＤＸ２）』について、少々解説をいたします。

『ＤＸ２』は本書と同じ富士見書房様から刊行されております、ＴＲＰＧのルールブックです。ルールブックは、ゲームを進行するためのルールとワールドが収まった、コンシューマゲームでいえばソフトウェアに相当するものです。

　基本となる舞台（ステージ）は我々の暮らす現代にごくごく近い、近未来の日本です。そこでは世界は私たちの住む日常とほとんど変わりなく、携帯電話やインターネット、日々のよしなしごとなどが同じように存在します。

　我々の世界との最大の違いは、その平和の影でオーヴァードと呼ばれる超常の存在が暗躍していることです。

　オーヴァードはレネゲイドと呼ばれる謎のウィルスによって超常能力を得てしまった人間のこと。彼らのほとんどは発症時に、人を超える力の代償として人間の心を失いましたが、中には人間の心を失うことなく活動を続ける存在もいます。プレイヤーはそうした、人の心を持ったオーヴァードに扮して、日常を守るために冒険を行うのです。

　オーヴァードは発症した症状によって、さまざまな超能力を使うことができます（これを〝エフェクト〟、症状を〝シンドローム〟と呼びます）。エフェクトは絶大な力を持っています。人を超えた獣に変わる力、光や重力を操る力、音速を超えて移動する力、天才的な頭脳を持つ力……。

　ですが、エフェクトを使えば使うほど、侵蝕率と呼ばれる数値が上昇し、体と心がウィルスに犯されていきます。力の乱用は、人の心を失う危険と隣り合わせなのです。これを支えてくれるのは大切な人々〝ロイス〟との絆です。人の心と超人の力、その二律背反こそ、オーヴァードの日常です。

　これが『ＤＸ２』の基本的な骨子ですが、サプリメントによってオーヴァードの冒険の舞台はさらに広がっております。はるかな過去の時代や未来の時代、あるいはまったくのパラレルワールドにおいても、オーヴァードの活躍は続いているのです。

　本書『ダブルクロス・リプレイ・ストライク』シリーズでは、こうした複数のステージからやってきたキャラクターたちが、場所と時間を超えて競演します。詳しいステージの解説は一巻『天からの一撃』にまとめてありますので、是非ともそちらをご一読いただければ、と思います。







前巻のあらすじ




　一度はあらゆる偶然が集中する〝特異点〟の主となった、金もやる気も能力もないボンクラ高校生オーヴァード、国見以蔵。冒険の末に特異点を失った彼は、ぐうたらな日常を取り戻したのであった。

　だが、彼のところにやってきた謎の記憶喪失転校生、久坂勇の出現によって、ふたたび彼の平和は破られた。新たなる特異点の持ち主である勇と以蔵の最大の違い、それはひたすらモテること！

　次々と幸運な偶然でモテ続ける勇に、怒りをかくせない以蔵。だが、怒っているだけで何が出来るわけでもなかった。そんな中、勇の特異点を狙って次々と襲い来る謎の敵。

　そして、戦いの中で勇の正体が明かされる。彼は、謎のオーヴァード組織〝ファルスハーツ〟が勝利したパラレルワールド〝エンドライン〟に住む国見以蔵の記憶を元に、特異点と思い出が融合した、人ならざるものだったのだ。

　絶望する勇を助けて、エンドラインで危機に陥っているヒロイン、三室戸紅葉を救うべく、以蔵たちはついに時空の門を開けた────。
















　　　PREPLAY




　二〇〇八年。凍いてつく寒さの中、六人の男たちがＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．事じ務む所しよに集結していた。

　目的はただひとつ。『ダブルクロス・リプレイ・ストライク』最さい終しゆう巻かんの収しゆう録ろくのためである。




ＧＭ：おはようございまーす。今日も寒いっすねえ。

一同：おはようございまーす。




　それではまず、集まっていただいたプレイヤー諸しよ氏しをご紹しよう介かいしよう。




▼田中天たなか・たかし

　いわずと知れたスーパープレイヤーにしてＴＲＰＧライター。博はく覧らん強きよう記きの知ち識しきと、巧たくみな文才で大人気。『ダブルクロス・リプレイ・トワイライト』の著ちよ者しやとしておなじみ。

　本セッションでは女好き、ぐうたら、怠け者と三拍子揃った基本ステージの高校生、国見以蔵を演じる。




▼矢野俊策やの・しゆんさく

『ダブルクロス』シリーズの産みの親。筆者にとっては恐おそろしくも頼たのもしい、大変に偉い大だいな先せん輩ぱい。天さんとは学生時代からの友人同士。

　本書では東欧の小国クロドヴァの天才科学者、ソフィア博士に仕える傭兵、シャルを演じる。




▼三輪清宗みわ・きよむね

　筆者の古くからの相あい棒ぼうで、『異い界かい戦せん記きカオスフレア』（新紀元社）でデビューした仲。ＴＲＰＧライターだけではなく、魔ま術じゆつ考こう証しよう家かとしても活かつ躍やく中。

　本書では未来の宇宙時代、ＴＦＴからやってきた特殊アンドロイド、マーヤを演じる。




▼三田誠さんだ・まこと

　角川スニーカー文庫『レンタルマギカ』（角川書店）をはじめとして、現げん在ざいもヒットを続けるライトノベル作家。三輪や後こう述じゆつする加か納のうともども、筆者の昔からのゲーム仲間。

　本書では動物オーヴァードのステージ、〝カオスガーデン〟の自称女王にしてネットＲＰＧ好きのドラゴン、モルガンを演じる。




▼加納正顕かのう・まさあき

　筆者の高校時代からの悪友で、ライターでもなんでもないけどちょくちょくＴＲＰＧリプレイに登場する人呼よんでスーパーサラリーマン。

　本書ではエンドラインからやってきた特異点の化身、モテる男である久坂勇を演じる。




三輪：おはようございます。

天：お、三輪くんがいるってことは今回はマーヤが再さい登とう場じようするのか。

三田：前回は設定上未来に帰ってたのと、加納が加わったから抜けてたんだよね。

ＧＭ：はい。せっかくの最終巻ですから、これまでのオールスターで行こうと思いまして。

三輪：よろしくお願いします。

ＧＭ：では、さっそくですがハンドアウトを……。

天：あ、小こ太刀だちくん小太刀くん。小太刀くんの労を軽けい減げんするために俺おれがハンドアウトを作ってきてあげたんだ（一同爆笑）。

ＧＭ：…………え？

矢野：天、お前、なんて言った？

天：いやだからみんなのハンドアウトを書いてきたんだよ。

一同：なんじゃそりゃあ！

天：以い蔵ぞうはＰＣ①を超こえた存そん在ざい、ＰＣ・ゼロ。……それはＰＣ①という希望より生まれ、ＰＣ④という絶ぜつ望ぼうを超えた者だけが到とう達たつできる究きゆう極きよくのＰＣ番号……。

加納：天さん……そんなに前巻でＰＣ①から落下したのが辛かったんですか……（涙）。

ＧＭ：そもそもハンドアウトってのはＧＭからのオファーなわけで、百歩譲ったとしてもですよ、ＧＭに相談がない時点でどうにもならんじゃないですか。

天：そこが新しいんだよ！　ニューウェーブ！　で、以蔵は……。

矢野：（さえぎって）はい、それじゃ普ふ通つうのハンドアウト読みましょうね（一同爆笑）。

天：えー。これからが格かつ好こいいのに（笑）。小太刀くんが以蔵のポツダム宣せん言げんを受け付けるところとか。




　なんだそれは。




三田：モルガンは？　わらわのハンドアウトは？

天：他のＰＣは全員同じ。女はその愛で以蔵を優やさしく導みちびき、そして抱だきしめなさい。男は以蔵に媚こびなさい、って書いてある。

三田：死ね！　死んでしまえ！　なんでそこにモルガンが地球と一体化して、さらに全ぜん宇う宙ちゆうと合一する最強生命体になったとか書いてないんだよ！（笑）

天：欲ほしければ自分で作ってくればよかったんじゃないかなぁ三田さん。

三田：それだ！　小太刀、五分くれ！　完かん璧ぺきなハンドアウトを今から書いてやろう！

ＧＭ：謹つつしんで遠えん慮りよいたします。てなわけでまずは前回のおさらいだ！




〝エンドライン〟。それはオーヴァード優越を唱える秘密結社、ファルスハーツが勝利し、人類を支配している世界だ。

　その世界に住む国見以蔵は、正義のヒーローとして彼らと戦い、敗れた。その結果、大切な人である三室戸紅葉を失ってしまったのだ。




三輪：なるほど、それで今回はその紅葉さんを助けに行くわけだな。

ＧＭ：そういうことであります。




▼勇用ハンドアウト（ＰＣ①）

ロイス：三室戸紅葉みむろと・もみじ　　　Ｐ：慕ぼ情じよう／Ｎ：偏へん愛あい

　ついにキミはエンドラインへと帰ってきた。……いや、正せい確かくにはこの世界についての記き憶おくは、もちろんシャンカラこと、こちらの国見以蔵の記憶にすぎない。だが、キミは三室戸紅葉という少女を、そして共に戦った仲間たちを見み捨すてることなどできない。

　幸いにしてキミは、地下組そ織しきとなって戦っていたＵＧＮの仲間たちに暖あたたかく迎むかえられた。なんとしても、紅葉を取り戻もどすのだ！




加納：ＰＣ①！　やはり俺か！

天：なんだその勝ち誇ほこった顔は。お前は以蔵じゃないんだ。模も造ぞう記憶を持った特とく異い点てんなんだぞ。立場をわきまえろ（笑）。




　説明しよう！

　久坂勇はパラレルワールドの以蔵の記憶と、その特異点とが合体して生まれた人ならざる超存在なのである！　彼は以蔵と同じ〝ブラストハンド〟の力を持ちながら、特異点の力も操れるスーパーオーヴァードなのだ！




加納：安心してください。顔も記憶も〝あちらの〟以蔵くんですからね。すぐに紅葉さんは僕ぼくにメロメロですよ。

天：ばっか、俺だっつうの（笑）。

加納：はっはっは、天さんは冗じよう談だんがうまいなあ（笑）。

ＧＭ：終わらないから続けるよー（笑）。




▼以蔵用ハンドアウト（ＰＣ②）

ロイス：星ヶ丘沙織ほしがおか・さおり　　　Ｐ：純じゆん愛あい／Ｎ：偏愛

　ついにキミの時代がやってきた。

　たどりついたパラレルワールド、エンドラインでさっそくファルスハーツから助けたひとりの少女。星ヶ丘沙織と名乗った彼女は、圧あつ倒とう的てきな力でＦＨをなぎ倒たおしたキミにあこがれと、そしてそれ以上の視し線せんを向ける。




天：おおっっ、ＰＣ②!?　し、しかもヒロイン!?

加納：（呆ぼう然ぜんとして）ば、バカな！　これは何かの間ま違ちがいだ！　そ、そうだ、年ねん齢れいは百を過すぎたよぼよぼのおばあちゃんとか……。

ＧＭ：少女っつってんべ！（笑）




　間違いない。彼女はキミにメロメロだ。

　事情を聞いてみたところ、彼女は家族をファルスハーツに連れ去られてしまったのだという。何としても力になってやらなければ。




天：き、来たぜ来たぜ来たぜ！　うん、ちょっと後半部分をもう一回読み上げてくれない？

小太刀：（棒ぼう読よみで）えー、間違いない、彼女はキミにメロメロだ！

天：（興こう奮ふんした声で）間違いない、彼女は俺にメロメロだ！　……この女は俺に惚ほれている！

加納：あのさー、小太刀。こういうハンドアウトで自じ意い識しき過か剰じようを煽あおったり、ＰＣ番号がどうとか言い出すのはよくないと思うんだ（一同爆笑）。

天：何言ってんだ、ハンドアウトに書いてあるってことは、あの女惚れてるぜ、俺に。

加納：ありえない！　こ、こんな世界は間違っている！　エンドラインを許ゆるすわけにはいかないんだー！　うおおおー！

ＧＭ：前回と同じかよ！　好きだな世界滅めつ亡ぼう。

加納：一度やるとくせになっちゃって。

ＧＭ：つまみ食いじゃないんだからさ。じゃあ、ＰＣ③、マーヤです。




▼マーヤ用ハンドアウト（ＰＣ③）

ロイス：国見以蔵　　　Ｐ：信しん頼らい／Ｎ：偏愛

　百年以上昔、キミは以蔵とともにイーター〝カルキ〟と戦った。過か去この戦いはすべて終わったはずだった。だが、キミの産みの親であるプロノイア博士は、宇う宙ちゆうを存在させている無数の〝過去〟が消しよう滅めつしつつあることを観かん測そくした。ある特定の〝一日〟を境さかいに、過去そのものが消えているのだ。ただひとつの手がかりは宿しゆく敵てき……イーターの反はん応のうだけ。

　過去と未来と現在とを正しくつなぐため、キミはふたたび時を超こえ、分ぶん岐きした過去のひとつ〝エンドライン〟へと飛んだ。




三田：エンドラインを通っても、基き本ほんステージを通っても、結果としてはＴＦＴに行き着いた、って話ね。

ＧＭ：そうです。だから、ＴＦＴを成立させてる過去は複ふく数すうあって、それが消えるとＴＦＴ自体がおかしなことになると。

三輪：わかりました。要するにまたＴＦＴ時代からエンドラインに飛んで、イーターを退治すればよいということですね。ＰＣ的には以蔵さまをまた守れてうれしいかぎり。

加納：（唇くちびるをとがらせて）守らなくていいよこんな奴やつ。

天：なんかずいぶんとツンケンするようになったね勇くん。

加納：うるせえなあ、主人公っづらしやがって。

天：いやいや、ちょっと差がついちゃったけど僕たちは友達だよ？

ＧＭ：なんかあれだね。夏休み中にかたっぽに彼女が出来て友情崩ほう壊かいの危き機き、みたいなノリになってきたね（笑）。では次行きましょうか。ＰＣ④、モルガン。




▼モルガン用ハンドアウト（ＰＣ④）

ロイス：約束の王　　　Ｐ：好意／Ｎ：執しゆう着ちやく

　特異点を持ち、世界を変える約束の王。彼に仕え、彼の剣けんとして生きる。それがキミの使命だ。それ故ゆえにキミは、王と定めた少年国見以蔵に付き従したがって次元の境きよう界かいを越え、エンドラインへとやってきた。




三田：ついに約束の王がロイスに！（笑）

矢野：三田さんの妄もう言げんだったのに、ついに実体を持ったか……（笑）。




　だが、キミはこの異い世せ界かいでおそるべき真実に気づいた。特異点……王の気配を感じるのだ！　それも複ふく数すう！　いったいこのエンドラインで何が起きているというのだろう!?




三田：ゲエーッ！　前回ひとり増ふえただけで誰を守ってよいかわからんアイデンティティの危き機きじゃったに、今度は一山いくらかよ！（笑）

加納：以蔵くん、実はキミの当事者性せいってたいしたことないんじゃないか？

天：そんなことねえよ！　俺にはこの沙織がいる！　沙織……可か憐れんな名前だ！

三田：……まあ、たくさんいるなら以蔵や勇よりマシなのがいるかもしれんなあ。

天と加納：エー。




▼シャル用ハンドアウト（ＰＣ⑤）

ロイス：大いなる意い志し　　　Ｐ：好こう奇き心しん／Ｎ：敵てき愾がい心

〝大いなる意志〟。口にするのも恥はずかしいその存在は、キミの兄を破は滅めつへと導き、クロドヴァの運命に幾いく度どとなく干かん渉しようしたという。

　だからキミは以蔵とともに世界の壁かべを越えるという冒ぼう険けんに乗り出した。すべてはこの戦いを終わらせるため。あるべきものをあるべき場所へと戻もどすためだ……！




矢野：ほとんど状じよう況きようの整理だな（笑）。まあ、そういう役なんだが。

ＧＭ：まあ、ひとりくらいは前ぜん巻かんの状況を覚えていてもらわんと。

矢野：それはそうだね（笑）。シャルにしてみたら、まじめに戦争やってるところに延えん々えんとクチバシ突つっ込こまれてるようなものだからな。

ＧＭ：そんな感じですね。では、成長作業行きましょうか。







マーヤ　マーヤ・エンテュメーシス。一巻に登場したＴＦＴ世界のアンドロイド。こちらでも三輪さんが演じていた。

イーター　ＴＦＴの時代、人類を脅かしている正体不明の生命体。オーヴァードと同質の力を使う。

当事者性　物語に主体的に当事者として関わっていくモチベーションや理由のこと。「見知らぬ誰かを助ける」より「生き別れの妹を助ける」ほうがより当事者性が高い、というような使い方をする。
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＊　　　＊　　　＊






　ややあって。レベルアップの処しよ理りが終しゆう了りようした。

　ちなみに三輪さんには、一巻の経けい験けん点＋若じやつ干かんの追加使用を許きよ可かしている。




▼ＰＣ①：久く坂さか勇の場合

ＧＭ：ではみなさまのレベルアップの報ほう告こくからお願いします。ＰＣ①から。

加納（以下勇）：はい、みんなのアイドル久坂勇です。人間的には大変成長しましたが、経験点は余あまらせました（さわやかに）。

矢野（以下シャル）：それじゃアライブ四巻の安達くんだ（笑）。ほとんど同じというのが面おも白しろすぎる。




　収録時、アライブ四巻は発売されていないし、もちろん加納はその原げん稿こうを見てもいない。




勇：まあとにかく人間としては偉い大だいな成長を遂とげたんですよ。文学賞を取れるくらいの葛かつ藤とうがあった。で、ゲーム中に有利な方に成長する。

三田（以下モルガン）：ただの日和ひより見み主しゆ義ぎじゃないか！（笑）




▼ＰＣ②：国見以蔵の場合

天（以下以蔵）：俺はちゃんと実のともなった成長をしたぞ！　ええと、以蔵がエンドラインに向かってると、途と中ちゆうでレネゲイドの神が現あらわれて、スーパーレネゲイドマンロードを通る試練を……（一同爆笑）。

シャル：なんだよレネゲイドの神って！（笑）

ＧＭ：そんな夢ゆめを見た（笑）。

以蔵：で、レネゲイドの神の力で《ショックアブソーブ》と《スプリットアタック》が１レベルずつ伸のびた。後、《砂すなの結界》を覚えたよ。

三輪（以下マーヤ）：カバーリングが増えるのは心強いですね。

勇：マーヤが《孤こ独どくの魔ま眼がん》使えるから、僕以外全員ターゲットコントロール持ちか。いいな！　みんな主人公である僕を守れ！　お前も、お前も、お前も、僕のために死ね！

以蔵：わかったわかった。優しくしてやるよ、勇（頭を撫なでる）。

勇：うん優しくして。ウサギは寂さびしいと死んじゃうんだ。

ＧＭ：今日の加納はいつもにもまして安定しないな……（笑）。

マーヤ：以蔵さまに彼女が出来たのがいけないんでしょうか。

勇：今のうちにグダっておかないと、セッション中にモテないじゃないか！

ＧＭ：とっくにセッション始まってるし、収録もしとるよ！（笑）

勇：マジで!?　やっべ、今からアイアム超ちようかっこいい。女じよ性せいファン続出。

ＧＭ：はーい、いいかい？　次は帰ってきたマーヤ。




▼ＰＣ③：マーヤ・エンテュメーシスの場合

マーヤ：はい。強化改かい造ぞうを受けて、《魔ま王おうの理ことわり》と《フェザーライト》と《圧あつ縮しゆく防ぼう御ぎよ》を取得しました。自分を一いつ旦たん光に分ぶん解かいして回かい避ひするという演えん出しゆつ。

ＧＭ：おお、［避よけ］エフェクト！　珍めずらしいな！

マーヤ：私は攻こう撃げきに回るより、生せい存ぞんしていることが大事なので。そして、《ヒール》を覚えました。

勇：あ、それは超助かる！　僕は頼たのまれなくても瀕ひん死しになるから！




▼ＰＣ④：モルガン・ル・フェイの場合

モルガン：ではわらわじゃな。経験点を余らせるつもりじゃったが、さっきの勇の醜しゆう態たいを見て気が変わった（一同爆笑）。

勇：しゅ、醜態だとぉ!?

モルガン：何も成長してないではないか、おぬし！　いやじゃ、わらわはおぬしと一いつ緒しよなんて絶ぜつ対たいにいやじゃ！

以蔵：すごい、モルガンが成長を遂げた！

マーヤ：他人ひとの振ふり見て我わが振り直せですね。

シャル：何億年目かにして、大人の階かい段だんを登り始めた（笑）。

モルガン：前回わらわはシャンカラと戦い、パラレルワールドを渡わたる術じゆつを手に入れた。ということは、わらわはパラレルワールドの因いん果が律りつも支し配はいできるということぞ。

一同：（何となく黙だまって聞いてる）

モルガン：（気にせずにまくしたてる）素そ粒りゆう子しの動きも原子の歩みもすべて知覚できる！　結果としてわらわは《壁に耳あり》を得た。世界の全すべてはわらわが見ている。全ぜん知ち全ぜん能のう！

ＧＭ：……結果としては情じよう報ほう収しゆう集しゆうのダイスが増えるだけなわけですが。後の成長は？

モルガン：後は余らせました（一同爆笑）。

シャル：……それだけで勇と違うと主しゆ張ちようするんですか、あなたは。

モルガン：当たり前じゃ！　わらわは因果律の支配者！　なんたる成長か！

勇：違うんだよ！　今俺の体内では経験点がオーラになってチャクラの中で渦うずを巻まいてるんだ！　やがて悟さとりに至いたる前ぜん段だん階かいなんだよ！

ＧＭ：『トワイライト』じゃないんだからさ（笑）。

勇：うるさい！　僕ぼくだってこんな変温動物と一緒にされたくない！（笑）

モルガン：なんじゃとー！




▼ＰＣ⑤：シャルの場合

シャル：……まあほっといて続けましょう。こちらは【社会】を伸のばして、ＦＨ戦せん闘とう服ふくを固定化しました。エンドラインに着てから服を奪うばったという演出で。後は《ダブルクリエイト》が２レベルになりました。

ＧＭ：手て堅がたくパワーアップしましたね。了りよう解かいです。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：では最後に、ＰＣ間ロイスを取りましょう。順番は勇[image: ]以蔵[image: ]マーヤ[image: ]モルガン[image: ]シャル[image: ]勇。

勇：シャルさんは僕に純じゆん愛あいと偏へん愛あいで取るといいですよ。

シャル：無関心と侮ぶ蔑べつで。

勇：ぎゃぎゃーん！　というかどっちもネガティブですそれ（笑）。

モルガン：もうお前の時代は終わったんじゃよ、勇。

以蔵：俺はマーヤに純愛と隔かく意いね。いつも通り。

勇：なんてことだ。まあいい、まず以蔵に取ろう。以蔵に……？　信頼……ネガティブどうしよう。ダイスふってみるか。悔かい悟ご……（ころころ）……隔意。違うな。

ＧＭ：もうちょっとフレンドリーにいやがってない？

勇：食しよく傷しよう、これだ。ポジティブ信頼でネガティブ食傷。

シャル：一言で言えば、ウザイ、だな、それ（笑）。

勇：まさにそれです。で、表は食傷。

マーヤ：私はそうですね、モルガンに信頼と隔意で。表は信頼。

モルガン：うむ、マーヤはわらわも信じておる。わらわはポジティブが有ゆう為いでネガティブが脅きよう威い。人間として、これほどの力を持つ勇者はそうはおらぬ。で、有為が表。

シャル：実はＤロイス持ってませんからね。生まれ持った力とレネゲイドだけで戦いますよ。

勇：じゃ、早く僕にぼ、ぼ、ぼ、慕ぼ情じようを！　シャルさん！

シャル：ポジティブは同情。

勇：あれぇ、なんでーっ？

シャル：……いや、だって人間じゃなくて特異点とウィルスの集合体だろ？　同情はするよ。

勇：ネガティブは？　ネガティブは偏愛？　そんなかわいそうな僕を愛して！

シャル：ネガティブはどうしようかな。

勇：ラーブー！　プリーズ、ラーブー！　ラブミーテンダー、ラブミースイート。

ＧＭ：なんか、かわいそうな人になってないか？

シャル：……ネガティブは嫌けん悪おだな。うん。女性として。

勇：ギニャ────！

ＧＭ：……ええ、まあなんです。お茶飲んで始めましょうかね。







《ショックアブソーブ》　ダメージそのものを軽減する共通エフェクト。

《スプリットアタック》　攻撃の対象を増加するエフェクト。

《砂の結界》　他者への攻撃をカバーリングするモルフェウスのエフェクト。

《孤独の魔眼》　範囲攻撃を自分ひとりで引き受けるバロールのエフェクト。

《魔王の理》　バロールのクリティカル値を低下させるエフェクト。

《フェザーライト》　重力を軽減してイニシアチブと回避を有利にするバロールのエフェクト。

《圧縮防御》　重力場によって射撃への［避け］を有利にするバロールのエフェクト。

《ヒール》　他者のダメージを回復させるモルフェウスのエフェクト。

《壁に耳あり》　情報収集を有利に行なうことができるエグザイルのエフェクト。

ＦＨ戦闘服　あらゆる判定が有利になるファルスハーツ秘蔵の戦闘服。

《ダブルクリエイト》　一度に複数のアイテムを作成するモルフェウスのエフェクト。
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　　　OPENING PHASE







◆Opening 01◆運命の管理者


Scene Player ─── マーヤ






　今ではない未来、人類が宇う宙ちゆうに羽ばたいた時代。ＴＦＴと呼よばれるステージ。

　長い眠ねむりから目覚め、改かい造ぞうを終えたマーヤはスペースコロニー〝アルバトロス〟の研究施し設せつにいた。

　かたわらには、どこか三室戸もみじに似た風貌の美しい女性、プロノイア博士はかせがいて、じっとモニターを見つめている。




ＧＭ：というわけでマーヤから。あなたが創そう造ぞう者しやであるプロノイア博士と会っているところから始めましょう。

マーヤ：なるほど。一巻かんのエンディングの後という感じですね。では、開口一番、過か去この次元線が破は壊かいされ始めています、と博士に告げます。

ＧＭ：あ、なるほど。ハンドアウトに書いてる異い変へんにマーヤ自身が気づいた、という演えん出しゆつですね。ではプロノイア博士はデスクに向かったまま、「原げん因いんは？」と問いかけます。

マーヤ：……現げん在ざいにつながる無数の過去が、あたかも気球のバラストが切り離はなされるように次々と消えています。

ＧＭ：それを聞いて、博士は「このままでは、この世界は糸の切れた凧たこのように、過去とのつながりを失い、時空間に投げ出される可か能のう性せいがある、ということね」と答えます。

マーヤ：イエス。他の時間線に存そん在ざいする私がそう言っています。

シャル：すごい！　他の時間にいるマーヤと交信できるんだ！

マーヤ：量子的に結合している限かぎりにおいて、時間は無関係です。……と言っても、断だん片ぺん的てきな情じよう報ほうが下りてくるだけですが。

ＧＭ：情報収しゆう集しゆうの演出っつうことね。

マーヤ：そういうことです。このままでは、いずれ未来が消えてしまう。ＧＭ、異変の中心を量子センサーで探さぐり出しますよ。

ＧＭ：なるほど。では、中央のモニターにですね、見み慣なれた以蔵の面おも白しろい顔が。

以蔵：やあ！　マーヤ、みんなの以蔵だよ！（身体からだをくねらせて）

シャル：天！　思いっきり登場してる！　侵しん蝕しよく率りつが上がるぞ！（笑）

以蔵：……今のなし！　ええと、無言で映うつし出されてます。お続けください（笑）。

ＧＭ：「……国見以蔵。あなたの報ほう告こくにあった少年ね」とプロノイア博士は頭を抱かかえます。

マーヤ：それだけではありません。イーターの粒りゆう子し反はん応のうが以蔵さまのいる時間線に存在します。と、ハンドアウトを見て言う（笑）。

ＧＭ：楽でいいなあ（笑）。では、博士は「あなたを送り込こむしかないようね、マーヤ」と言って、前回同様のタキオンタイムマシンの起動を始めます。

マーヤ：了りよう解かい。マーヤ・エンテュメーシス、過去への移い動どうを開始します。

ＧＭ：で、相変わらず巨大な大砲みたいなタイムマシンに詰め込まれるわけですね。

マーヤ：はい。そのまま過去……過去ダッシュ、〝エンドライン〟への時間移動を開始します。




「……また、特とく異い点てんの力が動き出そうとしている……」

　独どく白はくし、マーヤはその身をタイムマシンチャンバーへと投じた。

　光の矢となったマーヤが、過去へと射しや出しゆつされる。







プロノイア博士　マーヤの作成者。その姿は三室戸もみじにどこか似ている。











◆Opening 02◆もうひとつの世界で


Scene Player ─── 勇






　永えい遠えんとも一いつ瞬しゆんとも思える時間が過すぎて、勇たちは世界を超えるゲートを抜ぬけた。

　気がつけば、そこはかつて勇が夢ゆめに見た廃はい墟きよ。

　かつて栄えい華がを誇ほこったであろうビル群ぐんは焼け落ち、その中央にそびえる墓ぼ標ひようのような都と庁ちようのツインタワーが、いっそう寂せき寥りよう感を強めていた。




ＧＭ：では次のシーン。マーヤ以外全員登場ということで。エンドラインについた場面ですよ。

勇：なるほど。では、……新宿の廃墟か。夢のとおりだな……とか言いながら、焼け落ちたアスファルトに第一歩を印します。

以蔵：う、うおおー！　世紀末もんのアニメみたいだ！　すっげー！　とか言ってる。

勇：（渋しぶい声で）……だが、これはアニメじゃない。ここで僕……いや、シャンカラはたくさんの友を失い、そして紅葉を……。

以蔵：勇……。

モルガン：とか言ってると、わらわが天から落ちてくる（笑）。ドラゴン形態で。

勇と以蔵：ぎゃ[image: ][image: ][image: ][image: ]!?

シャル：では、モルガンの背せ中なかから現あらわれて。……で、勇。ここはどこなんだ？

勇：……ここは新宿です。




　かつての新宿はファルスハーツと、〝ブラストハンド〟一いつ党とうの戦いによって破は壊かいされ、放ほう棄きされていた。封ふう鎖さ壁へきの向こうには、蜃しん気き楼ろうのようにまばゆい超ちよう高こう層そうビル群が見える。




モルガン：そうか……この世界のわらわは新宿タワーでパーフェクトレネゲイドクリスタルによって倒たおされたんじゃな……。まさかビッグバン級のエネルギーとは……。

ＧＭ：そこまで言ってねえっすよ！（笑）

モルガン：いやじゃー！　わらわが負けるからには、宇う宙ちゆう最強の力でギリギリ負けたことにしないといやなんじゃー！　そうすればわらわは最低でも宇宙で二番目……。

以蔵：全世界がこんな感じかと思ってたけど、向こうの街は平和そうだな。

勇：……まあね。ファルスハーツの支し配はいを受け入れる限かぎりは、だけど。

マーヤ：ＧＭ、ここで私が合流してしまったほうが話がスムーズなように思うのですが。

ＧＭ：そうですね。では、四人に向かってまた流星が落ちてきます。

マーヤ：以蔵さま────！

以蔵：なんだあれは！（空を指さす）

勇：美少女の声だ！（同じく空を指さす）

シャルとモルガン：隠かくれます（笑）。




「……インパクト」

　大たい気き圏けんに突とつ入にゆうしてきたマーヤが直ちよく撃げきし、以蔵と勇は黒コゲになった。




以蔵：……死ぬかと思った。いやあ、オーヴァードが頑がん丈じようでよかったなあ。

勇：コゲた髪かみをセットしながら。こんにちは、美しいお嬢じようさん。

マーヤ：あなたは……以蔵さまの情報を元に実体化した特異点……？

勇：わかるのか！

マーヤ：はい。私は分ぶん析せきと実体化をメイン能のう力りよくにしたアンドロイドですから。

勇：話が早くて助かります。一目会った時から愛してました。

マーヤ：本当に以蔵さまの情報ベースなんですね……。

以蔵：で、ロボ子は何をしにきたの？

シャル：……そうだな。そもそも、お前は私が知っているあのマーヤなのか？　と、一いち応おう構かまえるよ。前回のこともあるから、顔が同じだからと言って信じられるもんじゃない。

マーヤ：ええ。あなたが知っているマーヤです。未来から、ふたたび過去を修しゆう正せいするためにやってきました。このパラレルワールドに、イーターが干かん渉しようしています。

モルガン：……またやっかいなのが出てきおったな。

シャル：前回、学校での戦いでも出てきましたからね。

マーヤ：そして、異変の核かくになっているのは以蔵さまであることに変わりはありません。マーヤ・エンテュメーシスは援えん護ごに戻もどります。

勇：なるほど。未来からの助っ人とは心強い。……それはそうと、どうでしょう。さっきから僕たちは騒さわぎすぎた。ＦＨが来る前に、安全な場所へ移動しましょう。

シャル：そうですね。腰を落ち着けて、私はこの世界について自分の目で情報収集がしたい。

モルガン：わらわもわらわもー。ぶっちゃけこの世界のネットＲＰＧがしたいぞ。

以蔵：俺はとにかくハンドアウトの沙織さんと出会わないと！

勇：僕はひとまずＵＧＮと合流ですかね。

ＧＭ：なるほど。では、勇の案内でレジスタンスの根こん拠きよ地ちに向かうことにして、シーンを切りましょうか。で、それぞれの行動はそれぞれの導入でやりましょう。

一同：はーい。







タキオンタイムマシン　プロノイア博士の発明品。無機物（つまりロボット）を過去に飛ばすことしかできない。











◆Opening 03◆〝平和〟な街のどこかで


Scene Player ─── シャル






　街の景色は、表面上ほとんど変わらないように見えた。だが、目をこらすと巨きよ大だいな荷物を軽々と運ぶキュマイラや、オフィスのコンピュータに結線したブラックドッグの姿すがたが見える。

　ここはクロドヴァの傭よう兵へい部隊と同じ、空気のようにオーヴァードが存在する異い邦ほうなのだ。

　それを確かく認にんして、シャルは売店で何なん冊さつかの週しゆう刊かん誌しと新聞を買った。




ＧＭ：では続いてシャルのオープニングです。レジスタンスからひとまず擬ぎ装そう用の身元を受け取って、街を偵てい察さつしているシーンとしましょうか。渋谷とか六本木みたいな、平和な盛さかり場を歩いてる感じ。

シャル：わかりました。じゃあスーツ姿で、オープンカフェにでも座すわって週刊誌と新聞から公表されてる情報を集めてるよ。

ＧＭ：お、スパイっぽいですね。

モルガン：うむ、頼もしいぞシャル。お主だけが頼りじゃ。

シャル：何でもやる傭兵だからね。諜ちよう報ほう活動もやるってことで。同時に、独どく自じに人材を集めてサポートスタッフを再さい結けつ成せいしてるよ。連れてこれなかったから。




　マスコミの報道はいいことずくめだった。

　半年前のファルスハーツによる一いつ斉せいクーデターによって各国政せい府ふは倒たおれ、地球はファルスハーツの支配する統とう一いつ政府の下もと、統治されることになった。

　オーヴァードの超ちよう能のう力りよくと超知ち性せいは経けい済ざいと環かん境きよう問題と戦せん乱らんによる荒廃を一挙に立て直し、未み曾ぞ有うの繁はん栄えいと平和がやってきた。

「言げん論ろん統とう制せいはされているのだろうが……それにしてもな」

　ふぅ、とため息をついて、シャルは冷めかかったコーヒーを口に運んだ。自分がいた世界のそれより美味おいしい気がして、彼女は少し眉まゆをひそめた。




ＧＭ：そうしておりますと、ちょうどですね、道路をはさんだ向こう側のビルにある、巨大なスクリーンに街頭テレビの映えい像ぞうが映うつります。

以蔵：おお、これはやらないとな！　このジャンルの基き本ほんというか。

シャル：で、何が映るの？

ＧＭ：はい。ニュースキャスターの女性が、「それでは、今や時の人である、全世界の主導者にして支し配はい者しやになられたＦＨの英えい雄ゆう……」と紹しよう介かいを始めます。

シャル：だんだん顔がしかめっ面つらになっていく。

ＧＭ：「〝ディアボロス〟春日恭二かすが・きようじ先生にご足労願いました」（一同爆笑）

[image: ]

シャル：そこでぴしっと表情にひびが入る。

以蔵：そうか、基本ステージとエンドラインでは同じ人間が同じ存在ってわけじゃないんだな。やっぱおもしれーわ、このステージ。

マーヤ：別の人生を歩んだらもう他人ですからね。やっぱり、そのギャップを楽しむのがこのステージの醍醐味ではないかと。




　春日恭二。度たび重なる敗北で落ちぶれ果て、一時は家電量りよう販はん店てんの呼よび込こみにまで転落したとされるＦＨ屈くつ指しのボンクラエージェント。

　西にエルキュール、東に春日恭二と呼ばれたその男は、イギリス製せいの豪ごう奢しやでエレガントな三つ揃ぞろいを着込み、自信と威い厳げんに満ちあふれた格かつ好こうで優ゆう雅がな笑みを浮うかべていた。




モルガン：（笑いながら）じゃああれじゃ、路上で女子高生が何人か「きゃー、春日さまよー」と言って気き絶ぜつする（笑）。

以蔵：春日さま！（笑）

ＧＭ：春日恭二は笑みを浮かべ、円グラフを出して「市民のみなさんの協力によって、世界中の紛ふん争そうは根こん絶ぜつに向かいつつあります。ご覧らん下さい。昨年にくらべて戦死者数は四パーセントまで減げん少しよう。これはさらに低下する見通しです」

マーヤ：するとニュースキャスターが「素す晴ばらしい！　これがＦＨとオーヴァードの力なんですね！」と目をきらきらさせて言うわけですね。

ＧＭ：「ええ。現在はまだ適てき性せいのある人間しかオーヴァードになれませんが、ＦＨの研究は遠からず、全人類をオーヴァードへと進化させるでしょう」とまたにっこり。

勇：冷静に考えたらＴＶで堂々とオーヴァードって言ってること自体がすごいよね。

マーヤ：あれですね。シャルさんの隣の席で若わかい男の子が「オーヴァードになると、就しゆう職しよくに有利らしいぜ」とか言ってる。

以蔵：そうだよなー。エリートだよ。

モルガン：運動でキュマイラと戦ったり、学問でノイマンと戦っても勝ち目はないからのう。

シャル：さすがにここまで違ちがうのか！　とびっくりしてる。で、週刊誌の裏うらに「これを飲めばキミもオーヴァード！」みたいな怪あやしい広告を見つけてさらにうんざりしてる。

以蔵：賢けん者じやの石ペンダントとか売ってるんだよ。結けつ構こうゆかいでいい世界じゃね？（笑）

ＧＭ：「しかし」と画面の中で春日恭二が悲しそうな顔をする。「しかし、我われ々われの統治に反はん抗こうするオーヴァードもいます。彼らはオーヴァードを自分たちだけのものとするために隠かくそうとしていた邪じや悪あくな組そ織しき、ＵＧＮと言います」

シャル：ふむ。なるほど、彼らからすればそうなるか。

ＧＭ：「我々はあくまで、人類の平和のためにオーヴァードの力を使おうとしています。しかし彼らは自分の欲よく望ぼうのために使おうとしているのです。そしてその違い法ほうオーヴァード同士の戦せん闘とうによって……ごらんください」東京近辺、三カ所ぐらいの爆ばく発はつの記録を見せて。

シャル：……爆発？　どこかで聞いたような。

ＧＭ：「すでに、昨日三件けんの事件が発生しています、これです。犯はん人にんはいずれもブラストハンド、あるいは国見以蔵と名乗っています」で、モンタージュの以蔵が。

モルガン：シャンカラに似ておるか？　それとも勇か以蔵か？

ＧＭ：シャンカラベースですね。あいつはＦＨに面が割れてるから。

シャル：なるほど。シャンカラが生きていてテロを仕し掛かけている、と考えているのかな。

ＧＭ：「これらの同時多発テロに対しては、我々は断だん固こたる態たい度どで臨のぞむつもりです」と春日恭二は結ぶ。で、キャスターが「では次のニュース。前ぜん人じん未み踏とうのオーヴァード空手道を確かく立りつした辰巳狛江たつみ・こまえさんの喜びの声を……」。

一同：狛江かよ！（笑）




　熱血オーヴァード空手少女、辰巳狛江。ファルスハーツに所属し、オーヴァード空手の世界普及を夢見る乙女である。詳細については『ダブルクロス・リプレイ・オリジン』を参照されたい。




シャル：まあ、確かにあいつには理想的な社会っぽいな……（笑）。

ＧＭ：こう、空手着姿すがたの狛江が試ためし割わりでビルを木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいして（笑）。

以蔵：「次の目標は？」って聞かれて、「はい！　素す手でによる惑わく星せい破は壊かいです！」とか答えるんだな！（笑）

勇：Komae-1、通つう称しようＫ─１って大会があってさ（笑）。

以蔵：オーヴァードの格かく闘とう技ぎ大会は見たいな！（笑）ＣＧとか目じゃねえぞ！（笑）

モルガン：エンドラインは脱だつ線せんの夢がふくらむのう（笑）。

マーヤ：で、番組が「では次のニュース。ＥＸレネゲイドの力でお買い物をするワンちゃんが……」で閉とじる（笑）。

シャル：……なんという世界だ。




　嘆たん息そくして、シャルは雑ざつ踏とうの中へと歩き出した。

「どうやら、不満をもった市民たちを味方につけて、というのは難むずかしそうだな……」







春日恭二　ファルスハーツの元エリート。基本ステージではＵＧＮにやられてもやられても立ち上がる不屈のスタミナで一部に大人気である。

エルキュール　国際的軍事企業、ルカーン財団のエージェント。男装の麗人でシャルのライバル。性格はすっとこどっこい。











◆Opening 04◆リヴァイアサン


Scene Player ─── 勇






「……久く坂さか勇？　しかし、彼は死んだはずでは？」

　闇やみの中。寝しん台だいに横たわり、天てん井じようを見つめるひとりの男。そのかたわらには、妖よう精せいを思わせる中ちゆう性せい的な少女が、ひとり。

「その名前を持つ者だ、と言っているよ。パスワードにも連れん絡らく手しゆ段だんにも問題はない。シェイクスピア曰く、〝過すぎ去さりし過去と訪おとずれる未来だけが至上の夢ならん。現げん在ざいは悪あく夢むのごとくなれば〟というところかな」

「なるほど。あなたの判はん断だんを信じましょう、シザーリオ」

　男の答えを聞くと、少女の姿は闇に溶とけて消えた。




ＧＭ：では次のシーン。今さっきの演出が入って、勇が霧谷雄吾きりたに・ゆうごに面会するシーンです。

勇：今、彼はどこにいるんですか？

ＧＭ：バブル期に計画されて途中で放ほう棄きされた地下施し設せつの廃はい墟きよにいます。

勇：なるほど。じゃあ格かつ好こいい演出を思いついたので、霧谷の演出先にやってくれ（笑）。

ＧＭ：わかりました。では霧谷はたったひとりで、車椅い子すに座すわってあなたを出で迎むかえます。あごにはうっすらと無ぶ精しよう髭ひげ、全身は包帯と、それから生命維い持じ装そう置ちで覆おおわれています。

　この男でもとまどうことがあるのだろうか。

「懐なつかしいような、そうでないような……そんな顔ですね」

　霧谷の答えを聞いて、勇はそういえば〝自分は彼と初対面〟だと気づいておかしくなった。彼と会ったことがあるのは、あくまでシャンカラの記き憶おくなのだ。




勇：そうですね。リヴァイアサン。あなたが無事でなにより。

ＧＭ：霧谷は表情を変えず「あなたは何者ですか？」と問います。

勇：……国見以蔵であって、国見以蔵でない男。彼の記憶と想いを引き継ぎ、あなた方に味方する者です。

ＧＭ：「どう呼よべばいいですか？」

勇：久坂勇と呼んでください。今は、僕は自分をそう認にん識しきしています。改めて自じ己こ紹しよう介かいをします。〝ブラストハンド〟久坂勇、国見以蔵を殺した男です。

以蔵：（顔を青から赤にさせて）く、くっ……こ、こ、ま、まあ噓うそは言っていない。

シャル：シャンカラって名乗ったのは多分界渡わたりをした後だろうから、国見以蔵を殺したで合ってるな。

ＧＭ：では霧谷は慌あわてず騒さわがずいつもの優ゆう雅がな笑みを浮かべて「では、あなたはＦＨなのですか？」と問いかけます。

勇：いえ。ＦＨは倒たおすべき敵てきです。そう言って……二巻の経けい緯いを話すよ。

ＧＭ：なるほど。さすがに霧谷もびっくりしています。「にわかに信じられないこともありますが、つまりあなたは〝ブラストハンド〟国見以蔵の記憶を持つ……」

勇：まったく別の存在と思っていただいて結けつ構こう。

ＧＭ：「確たしかにそうでもなければ、こんな短時間で私と接せつ触しよくできることを説明できません」

勇：僕はもちろん、この世界でふたたび、かつてのブラストハンドが戦ったように戦うつもりです。でも、まずは三室戸紅葉さんを助け出したいんです。力を貸かしてもらえませんか。

ＧＭ：「紅葉さんですか。確かに壊かい滅めつしたあのアジトで、紅葉さんの遺い体たいは確認されていません。……もっとも、あそこから逃にげ延のびられた人間は」彼は沈ちん痛つうな顔になって。「ひとりもいなかったのですが」

勇：逆ぎやくに言えば、死んでいるという確かく証しようもないのなら、賭かけてみる価か値ちはあるでしょう。それに……やや微び妙みようですが、力強い助っ人もいます。

ＧＭ：では、霧谷は「分かりました。そういうことであれば、あなた方のために、ひとまず偽ぎ造ぞうのＩＤと仮かりのセーフハウスを提てい供きようさせてもらいましょう」。

勇：ありがとうございます。そのうちのひとりが以蔵だって話は伏ふせておくべきかな（笑）。

モルガン：実体を知ったら、すぐに「あの国見以蔵があんな姿に」とか言われるよ。

マーヤ：「ひどい拷ごう問もんを受けたんですね」とか「おそろしい洗せん脳のう！」とか。

以蔵：哀あわれまれるのはヤだなあ（笑）。いつも哀れまれてる気がするけど。

勇：……あ、いや、やめよう。変な疑うたがいをかけられるのはイヤだ。確かに、僕らは並行世界から来ました。その中には、パラレルワールドの以蔵くんもいます。もっとも彼は、小心者でスケベなただの高校生ですが。

以蔵：こ、こいつ……！

ＧＭ：「同じブラストハンドでも随ずい分ぶんと違うものですね……彼は智ち仁じん勇ゆうを兼かね備そなえた、オーヴァードの鑑かがみのような人だったのですが」

以蔵：そんなブラストハンドがいるか！（一同爆笑）

モルガン：おるよ！　わらわこそ真のブラストハンド！　オーヴァードの鑑なのじゃ！

勇：後は、ブラストハンドの真似まねっ子をする可愛かわいいちっちゃい女の子がいます。

以蔵：でも、その正体はドラゴンなのでだまされてはいけません（一同爆笑）。

モルガン：返せ！　戻もどせ！　ブラストハンド！

ＧＭ：「……まあ、だいたいの事じ情じようはわかりました。紅葉さんの奪だつ回かい、そしてあなたの再さい加か入にゆうはＵＧＮにとっても利り益えきになります。戦いましょう。人類のために」







シザーリオ　シェークスピア『十二夜』の登場人物と同じコードネームを持つオーヴァード。レネゲイドの意思を自称する。『ダブルクロス・リプレイ・オリジン』に登場。

霧谷雄吾　ＵＧＮ日本支部長。日本におけるＵＧＮの文字通り中枢である。











◆Opening 05◆集結！　以蔵軍ぐん団だん！


Scene Player ─── モルガン






　モルガンは夜の街をひとり飛んでいた。

　街の景色は慣なれ親しんだ風景とほとんど変わらぬように見えたが、心なしか大気に混まざる汚お染せん物ぶつ質しつが少ないような気がした。




ＧＭ：では、モルガンが夜の街を飛んでるシーンですよ。

モルガン：おお、それなら《擬ぎ態たいの仮か面めん》はいらんな。よかったよかった。

ＧＭ：すると、あなたは慣れ親しんだ約束の王の気配を感じます。

モルガン：この気配は……また、シャンカラか？　まさか、生きておったのか!?

ＧＭ：人気のない建けん築ちく現げん場ばの上に腕うで組ぐみをして立っている人ひと影かげがあります。顔のところがシルエットで見えない。

モルガン：えーと、じゃあ分かった。すっげえ使いたくないんだけど、ものすごく使いたくないんだけど、ものすごく使いたくないんだけど！

勇：なんやねん！（笑）

モルガン：（苦く悶もんの表ひよう情じようで）《擬態の仮面》で別のビルの給きゆう水すい塔とうの上にさっと降おり立って。おぬしは誰だれじゃ？　まさか、生きておったのかシャンカラ!?

ＧＭ：するてえと腕組みの男は答えます。「シャンカラ、誰のことだ？　俺おれの名前は……ブラストハンド！」

モルガン：は？　……それはわらわのことじゃ（一同爆笑）！

シャル：壮そう絶ぜつなバグであった（笑）。

モルガン：わらわこそブラストハンドなのじゃー。

ＧＭ：「モルガン、つれないことを言うな」男はあくまで冷静な声で答える。

モルガン：おぬし、誰じゃ？　この世界の国見以蔵はもう死んだ。そして、何故なぜわらわを知っておる！

ＧＭ：「俺はこの世界の国見以蔵ではない」と言って、彼は、キラーン！　と輝かがやく腕の金きん属ぞく製せいブレスレットを見せる。

モルガン：なんじゃ、その変身ヒーローのような……。

シャル：……いやーな予感がしてきたぞ。

ＧＭ：「このモルガンブレスを忘わすれたか！」（一同爆笑）

マーヤ：……も、もしかして基本ステージでもエンドラインでもない以蔵さま!?

勇：マスクドヒーローズだ！

シャル：い、一番やっかいそうな奴やつが先に出てきたなあ。

モルガン：さ、三十秒ぐらいぽかーんと口をあけておる。あ、あ……わらわはな、この事じ件けんが起きてから時々思うておったことがある……。

マーヤ：なんでしょう。

モルガン：ひょっとしたらこのようなこともありうるのかと……前の世界からこちらに旅立つときに、ずぅっと思っておったのじゃ……。

シャル：泣きが入ってきた。

モルガン：国見以蔵はゴキブリか！（ドン！）　一匹ぴき見たら百匹ぴきおるのか!?

以蔵：失礼な！（一同爆笑）

ＧＭ：そうすると、別のビルのてっぺんに、水すい干かんを纏まとって烏え帽ぼ子しを被かぶった国見以蔵が現あらわれます（一同爆笑）。

勇：水干に烏帽子……陰おん陽みよう師じか！

以蔵：平安以蔵なりけり～。

ＧＭ：「麿まろをごきかぶり呼よばわりとは……」

シャル：麿！　麿！（笑）

勇：麿こそは国見以蔵でありおりはべりいまそかり。

以蔵：爆ばく破は天の国見以蔵なりけり。

シャル：いや、そこはがんばってブラストハンドって漢字で書こうよ（笑）。

以蔵：国見の朝臣あそん、吹ぶ羅ら棲す斗と煩はん怒どの守かみ。

モルガン：まだ、口をぽかーんと開けたまま。……モルガンブレスはまだいい！　まだ許ゆるす！

勇：許すんだ。

モルガン：（陰おん陽みよう師じのほうを指さして）おぬしの、おぬしのところにいたモルガンはどんなんじゃ!?　おぬしの知ってるモルガンはどんな姿すがたをしておった!?　言え！

勇：麿の知っているモルガンは……可愛かわいい牛じゃ。

モルガン：牛！　わらわが、牛！（湯気を噴ふく）

ＧＭ：いや、俺が考えてたのはそっちじゃなくて。「何をいうておるモルガン。又またの名を白びやく那なの狐きつね。麿に陰おん陽よう道どうを授さずけた女」

モルガン：狐ーっ！　わらわが狐ー！（ジャンプして怒おこる）

マーヤ：狐は天あま照てらす大おおみ神かみの化け身しんですから、えらいですよ？

ＧＭ：あ、それは知らなかった。

モルガン：デザインの問題なのじゃー！（笑）いやまて、モルガンブレスはどんなのなのじゃ！

ＧＭ：じゃあなぜかナレーションが入って。「モルガンブレス。それは湖の中に住む太古の竜。契けい約やく者しやにカードの中に封ふう印いんされ、モルガンブレスを通すことで、国見以蔵をブラストハンドへと変身させるのだ！」

シャル：お、割わりと今っぽいな（笑）。モルガン教きよう授じゆに改かい造ぞうされた、とかじゃないんだ（笑）。

モルガン：許ゆるす！　おぬしは許す！　狐は許せん！

ＧＭ：で、気がつきますと、さらに周囲にはフードをかぶった四人の影かげが。彼らからもまた、約束の王の気配を感じます。

モルガン：ま、まさかお主らも……（笑）。

ＧＭ：そしてマスクド以蔵が言う。「モルガン、我われ々われは約束の王。そしてこの世界を舞ぶ台たいに、運命を決定する者たち」

モルガン：運命を決定する？　マーヤのようなことを言うが、何が目当てじゃ？

ＧＭ：「知れたこと。この全ぜん宇う宙ちゆうに、特とく異い点てんはひとつでいい。我々は戦い合って、真の特異点を定める」と、フードの以蔵のひとりが告げる。

モルガン：（しょんぼりした顔で）……じゃあ、うん、わかった。おぬしら、戦ってとりあえず主を決めてからわらわのところに来て。

シャル：あ、ヤケになっちゃった。

以蔵：どうしたのモルガン？　あれほど渇かつ望ぼうした約束の王が目の前にいるじゃないか。どれか選べよ！

モルガン：いやほら、ステーキが食いたい時に、ステーキが百枚まいあったらうんざりするじゃろ？　一枚や二枚で十分なんだよ。というわけで帰る。




「モルガン！　唯ゆい一いつの約束の王の顕けん現げんを待つ、それがお前の宿命だ！」

　以蔵〝たち〟の声を背せ中なかに聞きながら、モルガンはその場から飛び去った。目には、ちょっとだけの涙なみだ。

「もういい！　つきあっておれん！　わらわは今夜、ネットＲＰＧやって徹てつ夜やじゃ！　うわーん！」







マスクドヒーローズ　覆面やコスチュームで正体を隠したオーヴァードが正義の味方や悪漢となって戦いを繰り広げているパラレルワールド。『アウトランド』収録。

水干　平安貴族の普段着。フォーマルウェアである衣冠束帯ほどではないが、上流階級の証として十分まかり通る。

平安　平安京物怪録のこと。陰陽道や鬼の力としてエフェクトを操る人々が、平安京の闇に立ち向かうステージ。『アルターライン』収録。

ごきかぶり　御器被りとも。台所の隅をマッハで走る茶色い憎いヤツの古称。もっとも、ここまで嫌われるようになったのは明治時代になってからだという説もある。閑話休題。

朝臣　朝廷の臣下、ということ。正式の姓や氏を持つ貴族・豪族はこのように名乗った。











◆Opening 06◆以蔵、春のおとずれ


Scene Player ─── 国見以蔵






　エンドライン、と呼よばれる世界でも、町まち並なみはほとんど変わらない。

　偽ぎ造ぞうの身み分ぶん証しようを手に入れた以蔵は、意い気き揚よう々ようとパトロールと称しようして遊びに出かけていた。




ＧＭ：はい、以蔵のオープニングです。ええと……。

以蔵：（さえぎって）ズザーッ！　大だい丈じよう夫ぶだったか、沙さ織おりさん！

モルガン：まだ会ってねえ！（一同爆笑）

シャル：あのさ、道を歩きながら、謎なぞの予知とかで沙織に会えることがもう分かってる以蔵が沙織を助ける練習とかしてると面おも白しろいよね。

以蔵：大だい丈じよう夫ぶですか？　大丈夫ですか？　大丈夫ですか？　大丈夫ですか？　いや、こうじゃないな。あ、エンドラインのポーズも作らないと。

勇：エンド！（Ｅの字をかたどる）

以蔵：（Ｌの字をかたどる）ライン！（基き本ほんポーズに戻もどる）ブラスト！

ＧＭ：……まあそんなわけで、国見以蔵の朝は早いわけであります。

以蔵：じゃああれだ。潜せん伏ぷく先のマンションから朝の散歩に出かけてる。

シャル：……いいのか？　ＦＨに面が割われてるのに。

マーヤ：以蔵さまがマンションにいると片かた付づかないですし、相手が動きを見せるかもしれません。ひらたく言うと囮です。

モルガン：なるほど、理り屈くつじゃ。

以蔵：そんなこととは知らずに、コンビニで立ち読みして、すっげー、オーヴァードだとモテるのかー！　とか鼻息を荒あらくしてる。割とここ、いいとこなんじゃね？

勇：キミは僕ぼくと違ちがって、オーヴァードであることにしか特とく異い性せいがないからな。僕はそちらの世界でも普ふ通つうにモテたわけだが……。

以蔵：言ってろ言ってろ。ビッグウェーブの予感がするぜ！

ＧＭ：そうすると裏うら路地の方からですね、がたっがたっと音がして、「助けて！　助けてください！」という叫さけび声が……。

以蔵：言われるまでもない！　シュンッ！（瞬しゆん間かん移い動どうするポーズ）

ＧＭ：では、裏路地はすでにワーディングされておりまして……ファルスハーツの制せい服ふくを着た特とく殊しゆ警けい察さつが、パジャマ姿すがたの少女を包囲しております。

マーヤ：特殊警察？

ＧＭ：対オーヴァード用の警察だと思いねえ。ちなみに彼らはエキストラです。

以蔵：悪事はそこまでだ、悪あく党とうども！　だだだだだっ！　ずざっ！　ばっ、どぅぅぅん！

ＧＭ：じゃあ特殊警察のひとりが驚きよう愕がくした顔で、「ば、馬ば鹿かな！　ブラストハンド、国見以蔵！　死んだはずだ！」と叫んで倒れます。

以蔵：そう、俺は……ざっ、ざっ！　とキメポーズを取りながら。帰ってきた……ブラスト……おい、おい！　名乗る前に気き絶ぜつすんなよ！　くっそ～、使えねー（一同爆笑）。

ＧＭ：では、ＦＨの一党は吹ふき飛びます。女の子は、すごいキラキラした目で……あ、セミロングぐらいの上品そうな可愛かわいい子ですよ。

以蔵：じゃあその瞬間、僕は恋こいに落ちた。そして、なんと！　まずい！　僕が超ちよう人じんであることが君にばれてしまった！　超人であることがばれてしまった僕は、君を殺すか愛するしかない。殺すことはできない、だから君を愛そう（オペラ風に立ち上がり）。




「そして僕の名前は国見以蔵。またの名前をブラストハンド、ブラストキングとも呼ばれている。ブラストエンペラーと呼んでくれてもいい。ちなみに住所と電話番号はこれだ！」

　流れるような動きで、あきらかに用意してあったであろう名めい刺しを以蔵は少女に差し出した。

　居い所どころがばれたらどうしようという考えは、微み塵じんもない。

「ところで、ケガはない？」




シャル：流れるような一いち撃げきであった。

モルガン：しかも、自じ己こアピールが先で、気き遣づかいが後。

マーヤ：さすがは以蔵さま。

ＧＭ：彼女は「あなたが、ブラストハンド！」ときらきらした目で。

以蔵：そう、僕がブラストハンド！

[image: ]

ＧＭ：「本当に、本当にあなたが!?」

以蔵：（超渋しぶい声）ああ。

ＧＭ：彼女は感極きわまって、嬉うれしそうな顔で「よかった……！」と言ってあなたを抱だきしめます。

以蔵：うおおおおおっっ、モテたぞ────っっっ！　うおおおおっっっっっっ！

モルガン：今、漫まん画がのコマが地球になって、地球からモテたぞー！　って言ってるよね（笑）。

以蔵：そう。固形化したモテたぞーって声が月に激げき突とつする。ゴンゴンゴンッ！　月すらも落とすか俺の喜び！　さぁて、浮ういてきた浮いてきた。ビッグウェーブ来たぞ～！

ＧＭ：彼女は以蔵の腕の中で。「あなたを捜さがしていたんです！」

以蔵：僕も捜していた。ああ、僕も君に会うためにこの世界に来たのかもしれない。名前は？　そうか、星ほしヶが丘おか沙織さんか。

勇：言ってねえ！（一同爆笑）

以蔵：（聞かずに）そう、僕はこの世界に来る前から毎まい晩ばん毎晩君のことを夢ゆめに見ていた。そして今日、その清らかな夢から目覚めた時、僕はこの世界、エンドラインにいたんだ。

マーヤ：すごい、以蔵さま、今まったくつっかえなかった。

シャル：台本が用意してあるみたいだったな。紙面に反はん映えいできないのが残念だ。

ＧＭ：「わたし、わたし……ＦＨに捕つかまっていたんです」こう、涙ながらにかき口説き。

以蔵：おお、そうか。大だい丈じよう夫ぶだ、もう今僕がつか……救い出したぞ。

シャル：……今、捕まえたって言おうとしなかったか、以蔵？

以蔵：そう、捕まったのはボ・ク。捕とらえたのはキ・ミ。

シャル：うわ、ウザッ！（笑）

以蔵：ウザくない！

ＧＭ：「わたし、家族と一いつ緒しよにＦＨの病院で健康診しん断だんを受けた時に、突とつ然ぜんそのまま収しゆう容ようされてしまったんです」そう語る彼女の目には涙が一杯ぱい。

勇：（お医者風の口調で）病気ではありませんがわずかにレネゲイドです。

以蔵：なんてことだ、ＦＨめ。こんな可愛い小鳥に！

ＧＭ：「でも、その時に紅葉もみじさんという人が助けてくれて」

以蔵：ふーん。

勇：反はん応のうしろおぉぉぉっっ!!（一同爆笑）

以蔵：ごめん！（笑）

ＧＭ：「紅葉さんは、ブラストハンドという強くて立りつ派ぱなオーヴァードなら必ず助けてくれるって、その人だけは信用できるって！」

以蔵：（ミュージカル風に）その、紅葉の言っていたブラストハンドが、この俺～。

ＧＭ：「でも、その紅葉さんと私の家族がまだ、そこに捕まっているんです」

以蔵：ＦＨの施し設せつだな？　よし、助けに行こう！　手を取りあって。大丈夫、君は僕が守る。僕の側にいてくれ、愛いとしい人よ。

勇：愛しい人よって。

ＧＭ：「はいっ！」ひしっ。

以蔵：おおっ！　おおぉ[image: ][image: ]（至し福ふくの表情からお姫ひめ様さまだっこに移動）。よし、ＧＭ、ここでシーンを切ってくれ。なんならセッションが終わっても構かまわない。

シャル：終わるなよ！（笑）

勇：まあ、今の内にはかない幸せに浸ひたっていればいいんじゃないかな。粉々になるよ、すぐ。粉々にね！　粉こな微み塵じんにね！　木こっ端ぱ微塵にね！　そうに違ちがいない！

モルガン：ねえ、そんなに以蔵がモテるの嫌いや？

勇：イヤ！　超ちようイヤ！　もう、すごいイヤ！　だって俺が以蔵に勝てることってモテることしかないじゃない！（一同爆笑）

ＧＭ：こ、こいつら……も、もういい、シーンを切ろう（笑）。







特殊警察　正確には、各ＦＨ支部（セル）が独自に運営している対オーヴァード部隊のこと。特に統一された組織はないようだ。











　　　MIDDLE PHASE







◆Middle 01◆到とう来らい、以蔵の時代


　Scene Player ─── 国見以蔵






　何の変へん哲てつもない、八畳じよう一間のワンルームマンション。

　以蔵はちゃぶ台の前に座すわって、新聞を読んでいた。キッチンからは味み噌そ汁しるの温あたたかい匂におい。今日も、食事を終えたら家庭を守るための労働が始まるのだ。

「なあ、沙さ織おり。あれから何年経たったかなあ……」

「しっかりしてちょうだい。あなたも、もうパパになるんだから……」




ＧＭ：（慌あわてて）いや、何ですかこの演えん出しゆつは一体。

以蔵：（演出する手を止めて）え？　何？　今俺が沙織の背せ中なかから手を回して優やさしく抱だきしめるところなんだ。ジャマしないでくれＧＭ。

モルガン：ほ、ほんとうにここで終わる気だ……。

以蔵：敵てきも倒たおした。ヒロインも救った。すべての物語はこう終わる。めでたし、めでたし、と。

ＧＭ：そうは問屋が卸おろしません。ゲームは続くのであります。

以蔵：そうか！　くそ！　うおおお───、沙織、何故なぜ死んだ───！（一同爆笑）

シャル：途と中ちゆうをかっとばしすぎだ！　落ち着け！　小こ太刀だちくんは構かまわず状じよう況きようを説明しろ！

ＧＭ：は。




　かくして、以蔵は彼女が逃にげてきたという病院までやってきた。

　果たしてそこには、沙織の家族が、そして紅葉もみじがいるのだろうか？




以蔵：なるほど。じゃあ少し離はなれたビルから様子をうかがって……。

シャル：以蔵。君、ひとりで行ってるのか？

以蔵：しまった、いつのまに単たん独どく行動に！　まさかこの女、俺をおびき出すために……いや、違ちがう！　この目は噓うそなんかついていない！　……だよね？（不安げ）

勇：（間かん髪はつ入いれず）沙織の目がギラリと光った。

ＧＭ：光らねえよ！（一同爆笑）

モルガン：信じんか、おぬしも！

以蔵：幸せすぎると信じられないんだよ！　ほっぺはつねりすぎてぼろぼろだ！（笑）

ＧＭ：沙織は心細そうにあなたの腕うでにしがみついて。「あの、以蔵さん。どうしたんですか？」

以蔵：いや、なんでもない。なんでもないよ。

ＧＭ：というわけで他のＰＣも登場可か能のうになります。

シャル：あ、登場可能なんだ？

以蔵：お、おう！　もちろんＦＨの基き地ちがわかった時点でメールかなんかしたことにしといてくれ。

マーヤ：では登場。運命と出会いましたね、とつぶやきながら、そのあたりの壁かべが私の姿すがたに物ぶつ質しつ化。

ＧＭ：あ、ボディを自分のモルフェウス能力で作ってるのね。

マーヤ：そうそう。

シャル：私も出ることにしましょう。登場。

モルガン：わらわは出ない！　微び妙みように仕様が違うネットＲＰＧやってるから！　やった、こっちではまだわらわのコンボが弱体化しとらんとか叫んでる（笑）。

勇：では颯さつ爽そうと登場。（変身ヒーローのようなポーズで）イケメンチェンジ！（一同爆笑）

モルガン：なんじゃそりゃあ！（笑）

勇：まだボロボロのパジャマを着ている沙織に。君は、女じよ性せいをこんな格かつ好こうで放置して……。

以蔵：いや、もう俺の学生服を被きせている。

勇：（得意げに）今気づいただろう？　今気づいただろう？　ダメだぞ、気づいてなかったからな。僕ぼくが上着をかけるぞ？

以蔵：（立ち上がって力説）いやいや、気づいてました！　気づいてました！

勇：（勝ち誇ほこって）いつ言った？　いつ言った？　何時何分何秒？

以蔵：セッション前から気づいてましたー！（一同爆笑）

マーヤ：とりあえず、その沙織さんに怪我けがはありませんか？　と言っておきましょう。

ＧＭ：「あ、大だい丈じよう夫ぶです」

勇：お前がいらないことを言うからーっ！

以蔵：よりによってマーヤに！

シャル：……で、この病院が何なんだ？　ＦＨが何か怪あやしいことやってるのか？　これでナンパに成功した、という自じ慢まん話ばなしならいますぐお前らを皆みな殺ごろしにしてやる。

以蔵：違うよシャルりん！　あそこじゃＦＨが実験を行なっていて、おまけに紅葉が捕つかまってるらしいんだ！

勇：なんだって、紅葉さんが!?　詳くわしいことを教えろ！

ＧＭ：この病院についてのリサーチを行なう場合は、〈情じよう報ほう：ＵＧＮ〉で難なん易い度ど７です。

シャル：では、オープニングで結成した新サポートスタッフに調べさせておいたことにしよう。達成値ちは17。

勇：じゃあ僕はシャルのサポートスタッフの女の子三人に愛あい想そを振ふりまいている。

以蔵：あ、全員女の子なんだ？

勇：全員女の子。いずれ僕が彼女たちにモテる予定。

ＧＭ：はいはい、シャルガールズなりマーヤなりが集めてきた情報によりますと、病院の名前は春日記念病院と申します。

一同：（噴き出す）

ＧＭ：偉い大だいなる春日一族の出しゆつ資しによって、大変近代的な設せつ備びを持ち、惜おしげもなく最さい新しん鋭えいのレネゲイドの力を使った治ち療りようを行なっています。もちろん、非ひオーヴァードにも治療をしています。大変安くて腕がよいので評ひよう判ばんがいい。

マーヤ：オーヴァードの力ならたいていの病気は克こく服ふくできますからね。

以蔵：理り想そう郷きようじゃん、とぼそりと。

勇：でも、それがいいとは限かぎらないからね。

ＧＭ：それとは別に研究棟とうがあって、表向きは困こん難なんな病気の患かん者じやや研究中の病気の患者を入院させているらしいんだけど、沙織は家族一同そこに伝でん染せん病びようの疑うたがいがあるとかでひっぱって行かれたんですよ。

シャル：なるほど。よくある手口だが効こう果か的てきだ。

ＧＭ：そこは実験室のようなところで、彼女はそこでレネゲイドの実験を受けさせられそうになった。お父さんとお母さんがどうなってしまったのかも分からない。そこを紅葉に助けてもらったと。

マーヤ：生体実験施し設せつですか。確たしかに、町中にあるほうが色々と便利ではありますね。

モルガン：ＵＧＮが壊かい滅めつしたからこそのやり口じゃな。

ＧＭ：一いつ般ぱん棟と研究棟は一本の渡わたり廊ろう下かで結ばれていて、そこ以外からは基本的には進入できないようです。

以蔵：つまり研究棟へのルートは一本しかないと。

ＧＭ：ないですね。

シャル：よく逃にげ出せたものだな。

ＧＭ：それについては沙織は、「紅葉さんが、空間に穴あなを開けてくれて……」と答えますよ。

モルガン：そういえば時間と空間を操あやつるバロール能のう力りよく者しやじゃったな。

以蔵：紅葉なんだけど、そこに一いつ緒しよに捕まってるわけ？　それともどこからともなく空間開けてやってきたわけ？

ＧＭ：「紅葉さんは同じ施設に、一緒に捕まってたんです。とっても優しくしてくれて」

以蔵：でもよ、その時なんで紅葉も一緒に逃げ出さなかったんだろう？　空間に穴を開けられるなら、簡かん単たんじゃね？

ＧＭ：「自分は飛ばせないんだそうです」そこについては悲しそうに。

勇：それを言ったら、僕を……シャンカラを飛ばした時も自分は飛ばしませんでしたしね。

以蔵：なるほど。じゃあちょっと懐なつかしそうな顔をして。あいつらしいや、と。

シャル：とってつけたように……（笑）。

以蔵：とってつけてるんだよ！　もう胸むねを張はって言うよ。とってつけるぜ！

勇：わかりました。こちらもあちらに行く事じ情じようができてしまいましたし、あなたのご両親についても努力します。と、僕は彼女に眼鏡めがねを外してさわやかなイケメン笑顔を見せる。

以蔵：で、彼が努力しますって言ったので。大だい丈じよう夫ぶ！　絶ぜつ対たい助けるから！　百万リラの笑顔で。

ＧＭ：もちろん沙織は以蔵の方を見て。「さすが以蔵さん！　素す敵てきなお友達を持っていますね！」と目をキラキラ。

勇：ボンクラだ！　ちょっと奥おくさん、この娘むすめボンクラですよ！（一同爆笑）

以蔵：まだ分かってなかったのか？　俺に惚ほれるんだからボンクラに決まってるだろ!?

勇：くそ、僕のほうが美形なのに！　ありえない！　シナリオの変へん更こうを要求する！　そうだ、ハンドアウトを僕が書こう。

シャル：それじゃ天とまるっきり同じだ（笑）。

ＧＭ：てなわけで、方ほう針しんとしてはどうしましょうか。




「決まっている」

　壁かべにもたれて、うんざりした顔で話を聞いていたシャルが答えた。

「正面突とつ破ぱだ」




シャル：達成値17で迂う回かい路ろの情じよう報ほうが出ないなら、すなおに突破したほうがいいだろう。どうせ私たちはお尋たずねものなのだしな。

モルガン：うむ。《デジャ＝ヴュ》を使うほどのこともあるまい。

ＧＭ：では次のシーンですかね。

マーヤ：それでは、ここでパワードスーツの購こう入にゆう判はん定ていをしておきます。演出としては、周囲の物質を再さい構こう成せいして強化パーツを作り上げたということで。判定は成功。

ＧＭ：了りよう解かいです。







サポートスタッフ　行動をサポートしてくれる部下がいることをあらわすアイテム。部下自体はエキストラ。

春日一族　春日恭二を筆頭に、ＦＨ内部に深く根を張っている謎の血族。エンドラインでは表舞台で派手に活動しているようだ。











◆Middle 02◆強きよう襲しゆう戦せん闘とう


　Scene Player ─── 勇






　春日記念病院のエントランスホールを包む巨きよ大だいなガラスの天てん窓まどが砕くだけ散ちった。

　悲鳴があがり、混こん乱らんと怒ど声せいがその場を支し配はいする。

　ホールの中央に舞まい降おりた水色の髪かみのアンドロイドは、そのまま巨大なガドリングガンで病院施設を破は壊かいしはじめた。




ＧＭ：ではモルガン以外全員登場。ＰＣたちが春日記念病院に突入したシーンで。

マーヤ：戦闘モード起動。広こう域いき破壊モードに入ります、と言って、ガドリングガンとキャノン砲ほうを撃うちまくります。

以蔵：な、なんかマーヤ前より黒いキャラになってないか!?（笑）

マーヤ：前回と違ちがって言語システムがバグってませんから。フォトンキャノンで中央ゲートまでの道を開きます（にっこり）。

シャル：……頭を抱かかえて、なんかもうまじめに戦争やるのがばかばかしくなってきたな……。あー、マーヤ。一いつ般ぱん人じんになるべく被ひ害がいは出すなよ？

マーヤ：はい。ニュートリノセンサーでチェックしています。とかいいながら、またダダダダ、とガドリングガンを乱らん射しや。以蔵さま、障しよう害がいは排はい除じよされました。

以蔵：で、出たくねーっ！（笑）

マーヤ：以蔵さまー。以蔵さまー。当病院の襲しゆう撃げきをもくろんでいらっしゃる以蔵さまー。

以蔵：……はいはい、ここにいるから大声出さないでくれ、頼たのむ。そう言いながら、沙織をかばってる。

勇：連れてきたのか!?　いやでも、追われてるんじゃ、アジトに戻もどすのも危き険けんだな。

マーヤ：いらっしゃってくださればいいんです、と言いながらミサイルで隔かく壁へきを爆ばく破は。

モルガン：そろそろガレキしか残っておらん気がしてきたぞ。

シャル：……やってしまったものは仕方がないな、と言いながら大破壊の跡あとをついていく。

勇：僕はいやあ、マーヤさんは頼たのもしいロボットだなあ！　とか笑顔で言ってるよ（笑）。

ＧＭ：（……今さら警けい備び兵へいが出てくるとかいうイベントはやれんなあ。予定を変えてイベントを早めるか）では、そんなことをやってると、研究棟とうのほうで爆発が起きるのですよ。マーヤが起こしたのとは、もちろん別。

勇：しまった、紅葉さんに何か!?

シャル：走るぞ！




　研究棟へと向かう渡わたり廊ろう下かは、紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれていた。そこかしこに、強化服をまとったＦＨの精せい鋭えい部隊が倒たおれているのが見て取れる。

　その炎の中から、ロングコートを翻ひるがえし、不ふ敵てきな笑みを浮うかべて歩いてくる少年がひとり。

　その顔は、紛まぎれもなく国見以蔵。




ＧＭ：というわけで、カツカツカツ、とブーツの足音も高く、その以蔵はこちらに歩いてきますよ。

マーヤ：エイリアス確かく認にんしました。ギュイィィィィンという音がして、ガドリングガンが回転開始。

シャル：……これがモルガンの言っていた……聞いていたことにしていいよね、以蔵の件けん。

ＧＭ：はい、いいですよ。そうしてくれないとややこしい。

シャル：では、改めて。これがモルガンの言う、別世界の以蔵か！

勇：……おぞましい。どんな外見ですか？

ＧＭ：鋲びようのついたロングコートの下は上半身裸はだかで、逆さか立だてた虹にじ色いろのモヒカン。

勇：ふむ。デモンズシティでしょうかね。

シャル：なるほど。では武ぶ器きを構かまえて言う。……何者だ？

ＧＭ：「オレのことはＩＺＯと呼よべ。アイ・ゼット・オーだ。君のハートをシュートする男、それがオレだ」とシャルに指をつきつける。

シャル：（げんなりした顔）

マーヤ：……話しかけないほうが精せい神しん的てきな疲ひ労ろうは少なかったのでは？

シャル：それでも確認せねばならんだろう！　……お嬢じようさま、シャルは頑がん張ばっております。

ＧＭ：「どこの俺か知らないが、お前にその美女たちは分不相応だぜ」

シャル：（怒気をはらんで）いつ私が以蔵のものになったと？

ＧＭ：「そう言いながら、姉さん、あんた、俺にホレてるね？」とウィンク。

勇：やれやれ、僕はこの時ほど以蔵くんの同一存そん在ざいでなくてよかったと、人間でなくてよかったと、それを嬉うれしく思ったことはありません。

以蔵：へっ、顔は悪くないが、そんな台詞せりふじゃ冷めたハートも温まりはしないぜ。

シャル：戦闘になりそうだな。モルガン、出てもらえますか？

モルガン：出てくるよ！　出てくればいいんじゃろう！　うわーん！　また10点上がった──っっ！（号泣）

勇：三田さん、ほんとに侵しん蝕しよく率りつのダイスでかいなあ。

モルガン：うわーん、うわーん、うわーん！　もう絶対《擬ぎ態たいの仮か面めん》なんか使わないー。わらわはドラゴン形態で壁を壊こわして出てくるぞー。

以蔵：……この街はもう終わりかもしれん。

勇：……ＵＧＮがレネゲイドの存そん在ざいをひたかくしにしていた理由もわかります。

モルガン：で、モヒカン以蔵を見て言う！　お、おぬし！　おぬしの世界のモルガンはどんな存在なのじゃ！

ＧＭ：「……モルガン、か、懐なつかしい名だ」




「八年前、オレの住む街は封ふう鎖さされ、魔街デモンズシテイと呼ばれるようになった。そこは、レネゲイドの楽園だった。

　破は壊かいと暴ぼう力りよくに彩いろどられたその街で、無力なオレに特とく異い点てんの力を指し示しめして消えた竜りゆう。それがモルガン・ル・フェイ」

　気取った調子で、ＩＺＯはそう語った。




モルガン：よ、よし！　そなたは許ゆるす！　狐きつねとかタコとかでないなら呼こ吸きゆうすることをわらわが認みとめてやろう！

勇：……それで？　一体君の目的はなんだ、もうひとりの以蔵くん。悪いが、僕は君の茶番につきあうつもりはないぞ。その奥おくには、僕の大事な人がいるんだ。

ＧＭ：「知れたことだ。もちろん、すべての特異点を統とう合ごうし、俺が全ぜん宇う宙ちゆうの王になる……俺だけのハーレムを作り上げることだ！」どどーんと、背はい後ごに荒あら波なみがわき起こる勢いきおい。「特異点を持たぬ出で来き損そこないの国見以蔵など倒して、俺が真の王になるのだ！」




　出来損ないでない以蔵、というのが存在するのかどうかはともかく。




以蔵：出来損ない？　……あ、あれ？　おかしいな、普ふ段だんならブチキれていいはずなのに……。お、おれからハングリーさが失われている！　だ、誰だれのせいだこれはーっ！

モルガン：い、いかん！　以蔵がそんなことどうでもいいと思っておる！

以蔵：女は男をダメにするんだーっ！

モルガン：女？　と言って沙織のほうを見る。

ＧＭ：ドラゴン形態っすよね？　そりゃもうおびえた沙織が以蔵に思いっきり抱だきついてますよ。

モルガン：すべてを悟さとって、さらにげんなりする。彼女が出来ただけで、一回りも二回りも小さくなって……。

マーヤ：大丈夫です。これが本来の以蔵さまです。

シャル：なお悪い。……で、ＩＺＯ、だったか？　君の目的はなんだ。我われ々われの敵はＦＨのみ。いちいちことを構えるつもりはないんだが。

ＧＭ：「この研究所では、次元の狭はざ間まから出しゆつ現げんする存在を研究していたらしい。そいつのデータを手に入れることで、他の以蔵に一歩先んじようってわけさ」

モルガン：それはシャンカラのことか？　いや、イーターか？

勇：次元の力……それは紅葉さんの力かもしれない。チェンジ、イケメンフォーム！

ＧＭ：だからなんなんだよ、それは！

勇：イケメン形態。ほかにもモテルフォームとかカッコイイフォームとかにフォームチェンジするんだよ。（かっこいい声で）答えなさい、ＩＺＯ。あなたも紅葉さんを狙ねらっているのか？

ＧＭ：「……誰のことだ？　この研究所はすでに無人だった。だから気楽に爆破することができたのさ」

マーヤ：あの、爆破したらあなたが欲ほしいデータも木こっ端ぱ微み塵じんでは？

ＧＭ：冷や汗あせがたらー、と流れて。「俺はブラストハンド！　未来しか見ない男だ！　最さい低てい限げんのデータは手に入れたしな」

モルガン：……確かに以蔵じゃな、こりゃ。

マーヤ：どうしますか？　さすがにそろそろＦＨの増ぞう援えん部隊が来ると思います。殲せん滅めつするなら早めがよいと思います。

シャル：我々にも君の持っているデータが必要なのだ。事を構えるつもりはない。それを渡わたしてもらえないか？

ＧＭ：なるほど、確かに交こう渉しようの余よ地ちはありますね。難なん易い度ど15の〈交渉〉判定としましょうか。ただし、判定できるのはひとりだけです。

シャル：ならば私がやろう……ああ、失敗。10が出れば目はあったんだけどなあ。

ＧＭ：「美女の頼たのみだが、俺は誰にも縛しばられない男、反はん逆ぎやく者しやブラストハンドさ。悪いな、俺おれの心はいわば風」まあ、にべもなく断ことわられます。「悪いが、そこの以蔵の首をもらうぜ！」

モルガン：話がまとまったら、こいつが他の以蔵をひとり倒してくれそうな気がしたのに！

以蔵：まあこいつが俺ってことは、かよわい女の子に手はあげまい。沙織さん、そこで見ているんだ。行くぞ、俺！




　戦いの火ぶたは切って落とされた。

　すでに半ばがれきとなった病院が、レネゲイドの強きよう烈れつな気配に震ふるえる。
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ＧＭ：距きよ離りは五メートル。セットアップにＩＺＯは《ヴァイタルアップ》！

マーヤ：特異点反はん応のうを感知。アンチワーディング・エフェクト展てん開かい。《灰はい色いろの庭》でＩＺＯのイニシアティブを６下げます。

ＧＭ：「特異点を操あやつる力か！」くそ、７まで下がった。

以蔵：マイナーで10メートルほどジャンプして、空中から《錬れん成せいの掟おきて》＋《インスタント・ボム》＋《レインフォース》＋《かまいたち》＋《ブレインシェイク》。達成値29！

ＧＭ：「ち、さすが俺だ。味な攻こう撃げきするじゃねえか！」回かい避ひは達成値28で失敗。

以蔵：ああああ、あっぶねー！　ダメージは26点。演出は、さっきの会話の隙すきに相手の周りの空気を爆ばく弾だん化していたということで。で、着地して沙織さんにウィンク。

シャル：……モテたらモテたで、なんというかあれだな、以蔵は。まあいい。マイナーで接せつ敵てき、メジャーは《コントロールソート》と《オウガバトル》だけ！　ギリギリまでけちるぞ！　達成値49！

ＧＭ：回避失敗。「ふっ、俺は美女の熱いベーゼを避さけるほど無ぶ粋すいじゃないぜ」

シャル：ためらわずみぞおちにゴッ！　と一撃。ダメージは30点。相対したこの不ふ快かい感かん、確たしかに以蔵だ。

ＧＭ：装そう甲こうはないんですよ。素通しで喰らいます。「何故なぜだ。何故あんたほどの美女が、そんなブサイクに付き従したがっているんだ！」

勇：それはですね、僕ぼくというイケメンがいるからです。

シャル：無言で棒ぼうを伸のばして、勇をブン殴なぐる。ゴスッ、ガスッ！

勇：照れ屋さんだなあ、シャルさんは。さて、ここで僕までケチると、反撃で逆ぎやくに出費が大きそうですね。マイナーで《赫あかき剣けん》。19点いっぱいまで使います。そして《一いつ閃せん》＋《電光石火》で斬きりつける！　達成値は20！




「どけ、紅葉さんへの道をふさぐ邪魔者め！」

　勇の袖そで口ぐちから真しん紅くの剣が伸のび、逆ぎやく袈げ裟さの形でＩＺＯを斬りつけた。

　半はん拍ぱくほどおいて、ＩＺＯはどう、と倒たおれる。




マーヤ：《ヒール》。勇くんを11点回かい復ふくします。

勇：ありがとう。で、《電光石火》で１ダメージ受けて、《不死者の恩おん寵ちよう》で全快。やれやれ。

ＧＭ：そして、倒れたＩＺＯの姿すがたが、光になって消え始めます。「敗やぶれ、特とく異い点てんを失った以蔵はこの世界からはじき出される……それが以蔵バトルの掟おきて……」

以蔵：無茶しやがって、馬ば鹿かな俺め。と言ってデモンズ俺の手をがしっとつかむ。

ＧＭ：「だが警けい告こくしておく。他の以蔵は、特異点を持たないお前よりもはるかに強い」彼がそう言うと、特異点の力が勇の中に流れ込こんでくるのを感じます。

勇：……力が流れ込んでくる。能のう力りよく値ちが、＋[image: ]されるだって？

ＧＭ：されないよ（笑）。エネルギーが吸きゆう収しゆうされても利用できる形になったわけじゃないんで、データ的には一いつ緒しよ、という処しよ理り。

マーヤ：特異点の統とう合ごうを確かく認にん。シャンカラ、およびエガリエの時と同様、特異点は倒したものに吸収されるようです。

勇：教えてくれ、ＩＺＯ。なぜキミたちはそんな力を求めているんだ？

ＧＭ：「……大いなる意い志しだ。大いなる意志は俺たちに道を示しめした。特異点を持つ俺たちが戦い合い、食らい合うことによって、唯ゆい一いつの特異点、無数のパラレルワールドを統合した絶ぜつ対たいの世界……」だんだん消えながら。

シャル：大いなる意志か。

モルガン：その目的は？

ＧＭ：「分からない。だが、意志に従う〝俺たち〟は互いに争い、その特異点を巨大化させている。いずれお前たちと争うだろう」そう言って、ＩＺＯは光になって消えていきます。きっと元の世界に戻もどったのでしょう。

モルガン：こ、これじゃ！　今モチベーションを確立したぞ！（突とつ然ぜん立ち上がる）

マーヤ：どうしたんですか、モルガン？

モルガン：うむ！　わらわは特異点に付ふ随ずいする存そん在ざい、つまり特異点なきところにわらわはおらん！　異世界の以蔵からすべて特異点を取り上げれば、そこに異世界のわらわもいなくなる！　すなわち、世界にモルガンはわらわひとり！

ＧＭ：問題はそこなんですか。

モルガン：あたりまえじゃ！　あらゆるパチモンのモルガンを駆く逐ちく！　モルガンはわらわひとり！　コピー商品撲ぼく滅めつじゃ！

勇：……まあ、モルガンちゃんはあれで幸せなんでしょうからいいとして。しかし、このまま戦い続けることそのものが、大いなる意志とやらのもくろみのような気はしますね。あまり面おも白しろくはない。

シャル：それはあるな。

マーヤ：大丈夫です。すべてはさらに大きな運命の中で動いているに過すぎません。それに、勇くん。あなたは大事なことを見落としています。

勇：見落としていること？

マーヤ：あなたは以蔵さまではありません。したがって、他の以蔵さまが以蔵バトルに勝利するのと、あなたが勝利するのでは結果が違ちがうはず。

モルガン：お、言われてみればそうじゃな。

シャル：とはいえ、憶おく測そくするには材料が足りない。ＧＭ、施し設せつは完全に破は壊かいされたの？　もうデータは吸すい出せない？

ＧＭ：そうですね、使えるデータがあるかもしれません。〈機械操そう作さ〉で難なん易い度ど12です。

シャル：では、達成値29。これがさっきの〈交こう渉しよう〉で出ていればな。

ＧＭ：ではちょうど、あなたたちの襲しゆう撃げきより先に、紅葉や沙織の家族の移い送そうが終わったようです。紅葉は移送の隙すきを突ついて、沙織を逃にがしたようですね。沙織は「ごめんなさい、そうだって知ってれば……」とへこみます。

以蔵：いいんだ、沙織は悪くないんだぞう。

勇：……それで、移送先は？

ＧＭ：東とう京きよう湾わんの海上プラットフォーム、〝マリンアーク〟です。表向きは東京湾上に新都心〝ニューＦＨシティ〟を作るための建設基き地ちですが、その実体は大だい規き模ぼな人体実験施設。

シャル：……なるほど。紅葉は貴き重ちような能力者だからな。そこに移うつすのはわかる。沙織嬢じようの両親がなぜ連れ去られたかはわからんが、実験材料か、捨すて駒ごまか……。

以蔵：いやシャルりん、彼女の前でそんな言い方はないだろ。

シャル：正しい物の見方だ、と切って捨すてる。

ＧＭ：では、沙織は震ふるえる声で、「ＦＨは人類のための組そ織しきだと思っていたのに、なんでこんなことをするの？」と以蔵に。

以蔵：……正せい義ぎの反対は悪ではなく、別の正義ってことさ（渋しぶい声で）。

モルガン：そういうことじゃな。いずれにせよ、以蔵軍ぐん団だんも紅葉に目をつけたようじゃ。マリンアークに顔を出す可か能のう性せいは高いじゃろ。

ＧＭ：するてえと、そろそろＦＨ警けい官かん隊たいのサイレンが近づいてまいります。ローター音もしますから、対オーヴァードヘリコプターもいるみたいですね。

シャル：よし、下水道から逃とう亡ぼうだ！

以蔵：なんか俺たち悪者みたいだな。

勇：犯はん罪ざい者しやなんだよ！（笑）







パワードスーツ　絶大なパワーと装甲を持つ動力甲冑。ＴＦＴ専用のアイテム。

デモンズシティ　日本のどこかにある、オーヴァードが認められている街。無法地帯の荒野と、平和な市街によって構成されている。『アルターライン』収録。

《ヴァイタルアップ》　大幅な侵蝕率上昇と引き替えに、ＨＰを上昇させるエフェクト。

《灰色の庭》　重力場によって相手の行動を阻害するバロールのエフェクト。

《錬成の掟》　モルフェウスのクリティカル値を低下させるエフェクト。

《インスタント・ボム》　爆弾を作り出し、装甲無視の攻撃を仕掛けるエフェクト。

《レインフォース》　ダメージそのものを増大させるエフェクト。

《かまいたち》　白兵攻撃を遠くに飛ばすことができるハヌマーンのエフェクト。

《コントロールソート》　天才的な判断力を使って攻撃するノイマンのエフェクト。

《オウガバトル》　攻撃のクリティカル値を低下させるノイマンのエフェクト。

《赫き剣》　自分のＨＰを削って、削ったのと同じだけの攻撃力を持つ武器を生み出すエフェクト。

《一閃》　移動と同時に攻撃するエフェクト。

《電光石火》　身体の負担を代償にクリティカル値を低下させるエフェクト。

《不死者の恩寵》　クリンナッププロセスに自己のＨＰを回復するエフェクト。











◆Middle 03◆星の彼方かなたから


Scene Player ─── マーヤ






　ファルスハーツに包囲された春日記念病院をからくも脱だつ出しゆつしたマーヤは、以蔵たちと一いつ旦たん別れて、地下共きよう同どう溝こうのケーブルから、都内全ぜん域いきに広がる通つう信しん網もうに直ちよく接せつアクセスしていた。

　厳げん重じゆうを極きわめるセキュリティも、未来の量子アクセス技ぎ術じゆつの前には子こ供どもだまし同然である。




ＧＭ：ではここから情報収しゆう集しゆうに入ります。シーンプレイヤーはそうですね、マーヤとしましょう。調べられるのは〝マリンアーク〟〝異い世界の以蔵〟〝紅葉〟です。

マーヤ：ええと、以蔵さまはどれがよろしいですか？

以蔵：それは紅葉のあれやこれや。いやいい、ごめん。やっぱり侵しん入にゆう経けい路ろとかわかるとうれしいんでマリンアークで。

マーヤ：了りよう解かいです。では、マリンアークを調べましょう。

ＧＭ：マリンアークを調べるなら、〈情報：ＵＧＮ〉か、誰だれも持っちゃいないでしょうが〈情報：ＦＨ〉、〈情報：裏うら社会〉です。難易度は９。

マーヤ：もちろん、《サイコメトリー》で調ちよう査さを行ないます。達成値は18。

ＧＭ：お、それなら成功です。隠かくれてた情報まで出ますよ。

マーヤ：では、ちょっと演えん出しゆつしていいですか？

ＧＭ：どうぞどうぞ。

マーヤ：地下ケーブルから宇う宙ちゆう基地の中ちゆう継けい施設にアクセスして、衛えい星せい軌き道どう上の大おお宙ぞらヒカル支し部ぶ長ちように連れん絡らくを取ります。で、そこから情報を得るという演出で。

ＧＭ：おお、なるほど。確かに地球のＵＧＮは壊かい滅めつしましたが、宇宙なら無事でもおかしくはない。




　大宙ヒカル支部長は、人工衛星上にそのボディを持つＵＧＮでもかなり特とく殊しゆなエージェントである。衛星内の電子人じん格かくとして、ＴＦＴの時代でも活動を続けている。マーヤがアクセスするにはもってこいの対象だろう。

　詳くわしくは『ダブルクロス・リプレイ・オリジン』または『アウトランド』を参照されたい。




ＧＭ：では、衛星支部長と連絡が取れます。「……まだ生きている回線があったのね。聞いたことのないコードネームだけど……」

マーヤ：私は時の転輪を回すもの。あまねく量子の海にたゆたう生命体です。情報の提てい供きようをお願いします。

ＧＭ：「わかったわ」と短く答えると、圧あつ縮しゆくデータ通信があなたに転送されます。

シャル：マーヤの説明で何がわかったんだ（笑）。

ＧＭ：まあ、そこは気分というかフィーリングでわかりあったんでしょう（笑）。




　洋上プラントマリンアーク。東京湾わん再さい開かい発はつ事業、通つう称しようニューファルスハーツシティプロジェクトのために作られた、浮ふ遊ゆう型人工物。いわゆるメガフロートである。海上に浮遊するばかでかい多た層そうプレートの塊かたまりだと思えばよい。

　前世紀に立案されたフェニックスプロジェクトを発はつ展てんさせ、東京湾洋上に巨きよ大だいな人工島を築きずきあげ、そこに新天地を築く計画の根こん拠きよ地ちである。




以蔵：すげえな！　オーヴァードの力があればこんなこともできるのか！

シャル：いい政治的プレゼンテーションだ。




　だが、内部には都内ではおおっぴらに行なえないさまざまな秘ひ密みつ実験施設がしつらえられている。巨大な粒りゆう子し加速器、各種のオーヴァード培ばい養よう装そう置ち、オーヴァードの戦せん闘とう実験場、そして危き険けんなオーヴァードを幽ゆう閉へいする、監かん獄ごく。




ＧＭ：侵入経路は大きく分けて三つ。ひとつは海上から行く。手配は比ひ較かく的楽ですが、見つかりやすい。

以蔵：まあそうだよな。普ふ通つうに作業船とか浮ういてそうだし。貨物船の貨物倉庫とかに入れれば侵入できそうだけど。

ＧＭ：次に、水中から行く。水中の警けい備びは水中型のオーヴァードがうろうろしているぐらいで、比較的手て薄うすそうですね。

マーヤ：でしょうね。

ＧＭ：最後に空中。空中は現げん実じつ世界以上のレーダー警けい戒かい網もうが敷しかれています。もちろん戦闘ヘリや飛行できるオーヴァードなどが配備されていますが、普段からそういうのが大量に飛び回っているわけではありません。

シャル：建前は土木工事の現場だものな。そこに戦闘機が飛んでたらうさんくさすぎる。

マーヤ：とはいえ、現実の東京でも高度二十メートルを飛ぶテーブルを三十秒で探たん知ちする防ぼう空くう網もうがあるといいますからね。空路は厳きびしいでしょう。

シャル：非ひオーヴァードの軍隊が攻こう撃げきをかけてくるなら空からだろうからな。妥だ当とうなところだ。ふむ、純軍事的にはだいぶまとまった情報が得られたな。

マーヤ：了解。では、それだけの情報を得て、支部長とのアクセスを切ります。必ず、私の大切な人たちが星の世界へ戻もどります、と告げて。

ＧＭ：「楽しみにしているわ」と答えたところで、シーンを切りましょうか。







◆Middle 04◆謎なぞの入り組む世界で


Scene Player ─── シャル






　それから数日。シャルは着々とエンドライン世界に橋きよう頭とう堡ほを築き上げ、ＵＧＮに頼たよらない独どく力りよくの情報収集網もうを築き上げつつあった。

　都内の複ふく合ごう高級マンションに設もうけた仮か設せつ基き地ちもそのひとつである。

　彼女はそこで、部下からの報ほう告こく書しよをまとめあげていた。




ＧＭ：では次、シャルの情報収集ですね。

シャル：わかりました。演出としては六本木ヒルズみたいな高級マンションで、サポートスタッフからこれまでの経けい緯い、そもそもエンドラインが成立した経緯を聞いてる流れで。

ＧＭ：では、サポートスタッフが情報をまとめたファイルをあなたに差し出します。この人たちも、ＦＨの蜂ほう起きで行くところがなくなったオーヴァードなんでしょうね。

シャル：そうだね。防ぼう衛えい隊たいとかそのへんの非ＵＧＮ系けいの人間をスカウトしてるつもり。




　すべての事の起こりは、半年前になる。

〝ロード・オブ・アビス〟と呼ばれるオーヴァードに率ひきいられた反はん乱らん部隊が世界中のＵＧＮで同時にクーデターを起こした。彼らは中ちゆう枢すう意い思し決定機き構こうである〝アクシス〟はもとより、地方支部にいたるまで、ＵＧＮののど笛を瞬しゆん時じに押おさえ込こんでしまったのである。

　それだけではなかった。

　ＵＧＮの反はん抗こう能力がなくなったのと同時に、世界中で行動を起こしたＦＨによって各国政せい府ふは瞬時に解かい体たいされ、ＦＨとオーヴァードが世界の盟めい主しゆとなったのだ。




シャル：そして今、ＵＧＮはオーヴァードの力を独どく占せんし、世界を裏うらから操あやつっていた悪の組そ織しきとして狩かり立てられている、か。なるほど。という予よ備び知ち識しきをふまえて、紅葉嬢じようについて調べることにするよ。

ＧＭ：〈情報：ＵＧＮ〉か〈情報：ＦＨ〉のどっちかで。難易度は９。

シャル：ぴったり９。成功。

ＧＭ：紅葉は時空間に干かん渉しようできる特とく殊しゆなバロール能力者です。半年前のクーデター事じ件けんの影えい響きようで覚かく醒せいしました。一いつ般ぱん的なバロール能力者と同じ事も出来るんだけど、本来の能力は他人を時間・空間的に飛ばすこと。コードネームは〝パールヴァティ〟。

シャル：ふむ。

ＧＭ：弱いパワーで使うと他人を何メートルかテレポーテーションできる。フルパワーで使うと、理り論ろん的には人間を別の世界に飛ばすことも可能。この能力は彼女以外確かく認にんされていないので、春日恭きよう二じによって捕ほ獲かくされ、現げん在ざいはマリンアークに幽閉中。

シャル：裏が取れたな。よし。

ＧＭ：で、何に使おうとしているかというと、時空を開けたり閉とじたりすればそこから無む限げんのエネルギーが得られるかもしれないので、彼女の人格を消して、生体エネルギー炉ろに改かい造ぞうするのが最終目的らしい。

シャル：よくジャーム化してないな……。

ＧＭ：そうですね。実じつ際さい、その危険性は高いので処しよ分ぶんしようという意見や、いっそジャーム化させてしまおうという意見もあるようです。かなりギリギリの所におりますな。

シャル：……強い子だ。

ＧＭ：そして、サポートスタッフがですね、「ＦＨはオーヴァードの存在こそ公表しましたが、ジャームについてはまったく公表していません。ジャームはあくまで、オーヴァード個こ人じんの犯はん罪ざいとして片かた付づけられています」と言い添そえます。

シャル：なるほどな。確かに、力を使いすぎればジャームになる、というのがわかれば、都市開発だ、スポーツだ、と無む制せい限げんにエフェクトを使う社会にはならないか。

勇：ではそこに登場しますよ。シャルガールズといちゃつきながら。

シャル：（冷れい淡たんに）……勇。そこには誰もいないんだが、何をしてるんだ？

勇：こ、ここにはおんなのこがいたんだー！　さっきまでいたんだー！

ＧＭ：幼よう児じ化するなよ（笑）。

勇：紅葉について調べてるのは僕は聞いてていい？

シャル：いいよ。その話を聞きたいんだろ？　で、そのためにはいちゃいちゃしてたらダメだろう。本ほん筋すじに戻るんだ（笑）。

勇：本当だ！　すいません、今のはリプレイには書かないでください。

ＧＭ：まあ書くんだけどな。

勇：イケメンチェンジ！（さわやかに）ＧＭ。登場すると同時に、異世界の以蔵について調べておいたことにしていいかな。

ＧＭ：そりゃ構わないですよ。〈情報：ＦＨ〉か〈情報：裏社会〉で難なん易い度ど７です。

勇：……しかし、社会は低いのであった……。成功！　達成値８！　シャルさん、これが僕とＵＧＮの摑つかんだ情報です、とファイルを投げます。あ、俺も三輪さんの真似まねしよう（笑）。上月兄弟は倒たおされましたが、〝ネームレス〟は健けん在ざいですからね。

以蔵：（伝説の殺し屋口調になって）な、なにー。あんちゃん死んじまったのかー！（一同爆笑）

シャル：〝ロード・オブ・アビス〟のクーデターが成功したからには中心にいたあのふたりは死んでるか、さもなきゃどっかに幽ゆう閉へいされてるだろう。檜ひ山やまケイトは逃にげ延のびてレジスタンスやってるから、ひょっとしたら生きてるかもしれないけど。




　伝説の情じよう報ほう屋や〝ネームレス〟のまとめあげた情報はこうだ。

　ブラストハンドと名乗るオーヴァードは東京全ぜん域いきに出現し、相そう互ごに戦っている。ＦＨはその抗こう争そうを制止しようとしているが、彼らは一様にＦＨに敵てき対たい的で、うまくいっていない。

　そのほとんどはお互たがいに戦って倒れ、その数はすでに出現当初の十％程てい度どに絞しぼられつつあるようだ。

　だが生き残ったブラストハンドたちはいずれも手て練だれのオーヴァードで、ＦＨの特殊戦せん闘とう部隊さえ手を焼いている。なにより彼らは非ひ常じように運がいい。〝マスターレイス〟や〝運命の導き手フエイト・インジケーター〟ら、手練れのＦＨ指し揮き官かんさえ、偶ぐう然ぜんに阻はばまれて彼らを捕ほ捉そくするには至いたっていない。




シャル：なるほど、特異点の力か。あれは力押しでどうにかなる存在ではないからな。

勇：さすが以蔵くんのコピー、というところですかね。

マーヤ：ＦＨに従したがわないのは、ＵＧＮに協力していた以蔵さまがほとんどだからなんでしょうね。

ＧＭ：まあ、平安以蔵みたいに「麿まろは検け怪が異い使しでおじゃ」とかいうのもいますが。

シャル：そんなのを取り締しまりに行ったＦＨは災さい難なんだろうなあ。




　彼らの最終目的はふたつ。お互いに戦い、特異点の王と呼ばれる存在になること。

　そして、時空の鍵かぎとも呼ばれる少女、〝パールヴァティ〟三室戸紅葉を手中に収おさめることである。




勇：な、なんだって！　紅葉さんに気がついたのか、以蔵くんたちは！　まるでハイエナだな！　いや、いつもどおりか！

以蔵：え？　いや、俺おれは今沙織たんとたわむれてるんで。

勇：死ね！　でもこうなると情報を統とう合ごうしたいですね。

モルガン：ではわらわが出てこよう。《擬ぎ態たいの仮面》も使って……あ、背せ中なかには「コピー商品おことわり」って書いたのぼりを背負ってるんで。

マーヤ：そんなに、狐きつねのモルガンがいやだったんですか？　といいながらついてきます。

モルガン：当たり前じゃ！　安倍晴明の逸いつ話わに従うと、わらわが以蔵の母親ということになってしまうのじゃぞ！　そんな世界を認みとめてたまるか！（笑）

勇：おやモルガンちゃんにマーヤさん。どうですか？　マリンアークのほうは。

マーヤ：侵しん入にゆう経けい路ろは空中・海上・海中。このうち、空中は望のぞみ薄うすです。

シャル：ちょっとした要よう塞さいだな。正面突とつ破ぱも不利だろう。意図を悟さとられて紅葉を人ひと質じちに取られると困こまる。そうなると、水中か。しかし水中移い動どう手しゆ段だんがあるかな。

マーヤ：（少し考えて）ＧＭ、ＴＦＴの装そう備びにある宇う宙ちゆう服ふくは調達できますか？　宇宙服なら、潜せん水すい服ふくの代わりになると思うんです。もちろん、浅いところに限かぎられると思いますが。

ＧＭ：お、なるほど。構かまいませんよ。しかし、それで東京湾泳いで横おう断だんするの？

シャル：……実は私、ほとんど泳げないんだが……【肉体】１だし、〈運動〉ないし。

以蔵：きゅぴーん！　登場！　いやだなあ、シャルりん。俺がおぶっていってあげるよ。

勇：いやいや僕が。

シャル：それくらいなら東京湾の藻くずになったほうがマシだ！

マーヤ：そんなことしなくても、《マシンモーフィング》で水中用モーターか何か作って、それに摑まっていけばなんとかなりませんか？

ＧＭ：なるほど。では作成の難易度は７としましょう。成功すれば、人数分作れます。

マーヤ：（ころころ）成功です。宇宙服の調達も成功。だぼっとした大型の……。

勇と以蔵：肌はだにぴったりしたウェットスーツ型がいい！（笑）

ＧＭ：ハモるなよ！（笑）

マーヤ：身体からだに密みつ着ちやくして、ヘルメットだけ空気を満たすタイプの宇宙服ですか？　あっちのほうが技ぎ術じゆつレベルが高い気がしますが、ＧＭ、いいですか？

ＧＭ：構わないですよ。そこまでこだわるシナリオでもないですし。

シャル：……まあ、動きやすいほうが助かる。

モルガン：わらわも宇宙服は……あ、装備は普通に使えるから大だい丈じよう夫ぶじゃな。《完全獣じゆう化か》しなければよいのじゃな。

以蔵：よし、これで万全だ。行こうぜ勇。紅葉を助けに行こう。

勇：ありがとう、以蔵。

ＧＭ：あ、そうだ。以蔵が出てきたんで沙織さんが出てきますよ。「あの、もしよかったらわたしも連れて行ってください」

一同：えーっ！

勇：やめたほうがいいと思う。どこかに隠かくれていたほうが……。

ＧＭ：「あの、友達のところにいって迷めい惑わくをかけるわけにもいきませんし、といって家にも帰れないですし……以蔵さんのそばなら、地球上で一番安全だと思うんです！」まあ、ＵＧＮと潜せん伏ぷく生活を続けるには、彼女単なる素人しろうとですし。

マーヤ：ではにっこり笑って。以蔵さま、連れて行ってさしあげましょう。

以蔵：（さわやかに）ああ、君は俺が守る。

勇：なんか、だんだん以蔵くんが哀あわれに思えてきたな。わかった。以蔵くんはあんまり前に出る人じゃないし、彼のそばを決して離はなれないように。

シャル：やむを得ないな。では解かい散さんとしよう。準じゆん備びにつとめてくれ。





＊　　　＊　　　＊






シャル：あ、そうだ。ＧＭ、全員が退たい出しゆつしてからちょっとシーンプレイヤーとしてやりたい演えん出しゆつがあるんだ。この世界のソフィアと自分がどうなってるか調べておきたい。

ＧＭ：ああ、なるほど。〈情報：ミラージュ〉で難易度６としましょうか。

シャル：よし、成功。

ＧＭ：では、世界有数のレネゲイド研究者であるソフィア博士はかせは、クロドヴァ政せい府ふがＦＨによって解体されたときに、こちらのシャルと一緒に逃亡中です。

シャル：……そうか、と残念そうな顔をします。ちょっとだけ、レネゲイドなんかと関係ない平和な暮くらしをしていてくれれば、と思っていた自分がいたので。

勇：そういや、セオドアとエルたんはどうしてるのかな。

ＧＭ：セオドアは大喜びでＦＨに協力してるんじゃないかなあ。オーヴァードの力で戦争を終わらせるぜ！　くらいの勢いきおい。

シャル：……そうだろうなあ。エルキュールは微び妙みようだろうなあ。ルカーン財ざい団だんは実はＵＧＮよりだし、国家があることで儲もうけていた集団だから。失しつ脚きやくしてそうな気がする。

以蔵：金のないエルたん。

モルガン：もう何の役にも立たないのう。

ＧＭ：まあどっかでたくましく生きてるんじゃないですかね。頑がん丈じようだし。




　嘆たん息そくして、シャルはマンションの窓まどから、きらめく夜景を見下ろした。

「幸福と不幸は、同じコインの表と裏、か」







ロード・オブ・アビス　この計画については、『ダブルクロス・リプレイ　闇に降る雪』を参照されたい。このリプレイでは失敗したロード・オブ・アビスの計画が成功した世界こそ、エンドラインなのである。

上月兄弟　『闇に降る雪』に登場したＵＧＮイリーガルの兄弟。兄、永斗を天さんが、弟である司を矢野さんが演じていた。それぞれ、ロード・オブ・アビスと戦っている。詳細は是非『闇に降る雪』を。

ネームレス　『闇に降る雪』に登場した神出鬼没、正体不明の伝説の情報屋。

檜山ケイト　『闇に降る雪』の主人公をつとめたオーヴァード。詳細は同書を参照。

マスターレイス　ファルスハーツ最高の知性と能力を持つと言われるエリート中のエリート。『ブレイクアップ』をプレイすることで、彼のさらなる野望に触れることが出来るだろう。

運命の導き手　ロード・オブ・アビスの腹心と言われる美少女オーヴァード。天才的な作戦立案能力と指揮能力を備えている。

検怪異使　平安時代に極秘に設立された役所。平安版ＵＧＮ。

安倍晴明　伝説の陰陽師。その母親は葛の葉という狐の化身だったと言われている。

《マシンモーフィング》　武器、防具、ヴィークル以外のアイテムを作成するエフェクト。











◆Middle 05◆謀ぼう略りやくの長い影かげ


Scene Player ─── モルガン






　東とう京きよう湾わんに赤い夕陽が沈しずむ。なにひとつ、元の世界と変わることのない赤い太陽。

　だが、モルガンの眼がん前ぜんでは、水すい質しつ浄じよう化か能のう力りよくを持った巨きよ大だいな鯨くじら型のキュマイラが、波をけたてて海を進んでいくのが見える。

　ここは、もうひとつの選せん択たくされた世界なのだ。




モルガン：じゃあわらわが登場して……真っ白に燃もえ尽つきてる。

ＧＭ：ど、どうしたんですか！

モルガン：また侵しん蝕しよく率りつが10も増ふえた……。とりあえず、下見がてら海に来てるシーンにするよ。

シャル：では、私も出ましょう。話し相手が必要でしょうし。

モルガン：遠くから海を見てるのがいいじゃろうか？　いや、《擬ぎ態たいの仮か面めん》で春日恭きよう二じに変身して近くまで視し察さつに行くことにするよ。

ＧＭ：おお！　《擬態の仮面》がはじめて本来の用よう途とで使われている！

以蔵：最初っからそれで忍しのび込こめばいいんじゃね？

シャル：いや、真似まねられるのは外見だけだし、周りの我われ々われが変身できるわけではないからな。特に勇と以蔵は面が割われている。

以蔵：あ、そうか。

シャル：じゃあ春日恭二に扮ふんしたモルガンが人気のない所に向かってから話しかけよう。

モルガン：では少女の姿すがたに戻もどって。……やはり入り口には入り込めても、中に入るには水中からでないと無理そうじゃな。

シャル：そうですね。ところで、あの娘むすめのことですが。

モルガン：……沙さ織おりか。いくらなんでも、マリンアークにまでついていきたいというのは異い常じようじゃな。

シャル：はい。ここまでくると、スパイの可か能のう性せいを考えるべきかもしれません。

モルガン：あまりにもあからさまじゃがな。

以蔵：その頃ころ俺は、沙織にべらべらとパーティの弱点をしゃべってる。みんなの低い能力値ち？　うん、のきなみ【感知】が低いんだ。

勇：アホか！（笑）

シャル：しかし、ＦＨだとしたら目的がわからない。彼らは特とく異い点てんのことをそれほど知っているわけではなさそうです。以蔵が紅葉もみじを奪だつ回かいする現げん場ばに居い合あわせて、メリットがあるとは思えない。

モルガン：そうなると可能性は三つ。ひとつは、紅葉を研究している研究者である可能性。しかし、これはこれまで捜そう査さ線上に浮うかび上がってきておらん以上、可能性は低い。

シャル：次にあり得るのが、兄やシャンカラ同様の〝大いなる意い志し〟の端たん末まつ、あるいはイーター。

モルガン：そうじゃな。最後にあり得るのは……最悪の可能性じゃが、別世界の以蔵……。

以蔵：ゲェーッ!?

マーヤ：最悪のナルシズムですね。

モルガン：あるいは、頭の回る以蔵の誰かが送り込んだ従じゆう者しやかもしれん。シャンカラの例もある。まともな知ち性せいのある以蔵がおってもおかしくない。

以蔵：め、めちゃくちゃ言うな、ドラ子……。まあいいや。でね、さおりん。俺の防ぼう御ぎよ力りよくは５点しかないんだ。でも、他人には《波は紋もんの方ほう陣じん》がとばせるんだぜ！

シャル：……もちろん、大いなる意志とやらが進化を遂とげた以蔵の最終形けい態たいという可能性もありますが……といって苦笑い。私がまさか、こんなことを言うようになるとはね。

モルガン：まあ、人も竜りゆうもなかなかなりたい自分というだけで押おし通すことはできんということじゃよ。

シャル：タイミングよく現あらわれたマーヤが本当に味方なのかどうかもわかりませんからね。……いや、プレイヤーはもちろんわかってるんだけど（笑）。

モルガン：うむ。我われらだけでも気を許ゆるさぬようにせねばな。

マーヤ：ご安心ください。すべては運命の定めるままに動いているのです。

シャル：それが怪しいんですよ（笑）。

モルガン：じゃあ、ちゃぷ、と素す足あしを海に入れて。そういえばシャル、なんでお主はわざわざ異世界まで来たんじゃ？

シャル：……遠くを見て。私の大切な人間の運命を狂くるわせた輩やからに、人間として一ひと太刀たちくれてやらなければ気が済すまないだけです。傭よう兵へいとしての落とし前ですよ。

モルガン：なるほどな。わらわも長くエクスカリバーとして生きてきたが、勇と以蔵はわらわを剣けん以外の何かとして扱あつかってくれた。あのふたりには、少しはマシな人生を歩んでもらわねば困こまる。

シャル：ええ、まったくです。それに、どちらにせよ紅葉を奪だつ還かんしないと戻ることもできませんからね。

ＧＭ：じゃ、そんなところでシーンを閉とじましょう。

モルガン：よかったよかった。とりあえずダブルクロスらしいシーンで落とせた。

シャル：またこのパターンですか。







《波紋の方陣》　衝撃波で自分以外へのダメージを軽減するエフェクト。











◆Middle 06◆少年と少女と


Scene Player ─── 以蔵






　あの懐なつかしい四よ畳じよう半はんに比くらべたらはるかに広いが、生活感も何もない、フローリングのワンルームマンション。

　そこが以蔵の仮かりの住まいだった。




ＧＭ：というわけで以蔵のシーン。マリンアーク突とつ入にゆう前、ＵＧＮの用意したセーフハウスで以蔵が出発のための準じゆん備びをしていると、なんとなく沙織とふたりきりになる感じで。

以蔵：出来る限かぎりかっこいい立たち居い振ふる舞まいで。ボロを出さないようにしてる。

ＧＭ：じゃあ、その側に座すわる沙織。「あ、あの、以蔵くん……」

以蔵：（謎なぞの歌を歌う）ブラスト～……何？

勇：何だ今の歌？

以蔵：最近歌ってなかったけど、ブラストハンドのテーマ。

ＧＭ：ボロを出さないんじゃなかったのか！（笑）「ちょっと聞きたいんだけど」

以蔵：ん、なんだ？

ＧＭ：「オーヴァードってどんな気持ち？」

以蔵：オーヴァードってどんな気持ちか……ヒーローみたいな、気持ちかな？

ＧＭ：沙織は外の街を見ている。「そうだよね。オーヴァードは普ふ通つうの人よりずっと優すぐれてるんだよね」

以蔵：……いや、優れてるわけじゃないよ。

ＧＭ：「わたしも、オーヴァードにあこがれていたの。でも、分からなくなっちゃって」ジャームについて知らないですからね。「オーヴァードはかっこいいだけじゃないんだね。それでも以蔵くんは……」

以蔵：かっこいいだけじゃないのか！　かっこいいだけでいたい！

勇：落ち着いて聞いてやれよ、君は（笑）。

ＧＭ：「以蔵くんは自分が傷きずついても、辛つらくても、誰だれかのために戦ってるんだね」

以蔵：（ガクガクうなずきながら）鼻息を荒あらくして神しん妙みようかつ馬ば鹿かの顔で聞いてる。

勇：うれしそうだなあ。女の子に褒ほめられたことなんかないんだろうなあ（笑）。

ＧＭ：そっと、沙織の手が以蔵の手を握にぎる。

以蔵：……そうさ。さしあたっては君を助けるためにこの世界に来たんだ。

モルガン：今、「そうさ」までにワンテンポあったな。

ＧＭ：「この世界に来た？」きょとん、として。

以蔵：おっと、これはちょっとした秘ひ密みつを言っちゃったかな？

モルガン：今、やった！　バラした！　言えた！　俺は今確実にかっこいい！　って顔をしたよね。なんであんな顔できるんだろう。

以蔵：そう、今だから言わねばなるまい。どうやらバレてしまったようだが、僕ぼくはこの世界の人間じゃないんだ。沙織さん、信じてくれるかい？

ＧＭ：じゃあ、「以蔵くんは冗じよう談だんが上手うまいんですね」と言います。

以蔵：（ＧＭににじりよる）冗談だと思うかい？　と真しん剣けんな目で見つめる。

ＧＭ：「……以蔵くんがどこから来たのかわからないけど」




　一拍ぱくおいて。

　勇気を必死に振ふり絞しぼった、そんな顔で。

「わたしは以蔵くんが大好きだよ」




ＧＭ：彼女は顔を赤らめて。「会ったばかりでこんなことを言うのは変かもしれないけれど」

以蔵：俺の答えは決まっている。君の答えも決まっているはずだ。

ＧＭ：「……以蔵くんは多分、色んな人から誤ご解かいされやすいんだと思う」

以蔵：あれは誤解の産物なのかなあ。理解の産物な気もするが。

ＧＭ：分かってたんだ!?

勇：でも二巻かんでも言ったね。このままじゃ馬鹿だが人気者だった俺が、ただの馬鹿になってしまうって。自覚してる片へん鱗りんはそこかしこで見せるんだよ。改かい善ぜんしないだけで。

ＧＭ：「でも、素す敵てきな人だと思う」

以蔵：素敵な人か（何かを期待する目でＧＭを見る）。

ＧＭ：彼女は黙だまって目を閉とじて、何かをあなたに期待している顔をします。

以蔵：女が黙って目を閉じた！

マーヤ：期待している顔をしている！

以蔵：来たぞ～！

勇：むしろジャマしたい。ＧＭ、登場してもいいか？

ＧＭ：あ、このシーンは誰でも登場できます。

以蔵：これはドッキリか？　いや違ちがう、人の影かげはない。扉とびらは閉しめた、鍵かぎは掛かけた。

勇：そこで登場。（渋しぶい声で）話は聞かせてもらった。

ＧＭ：立ち聞きしてたんかい！（笑）

勇：僕はいい気になるためなら手段は選びません。

以蔵：おのれおのれおのれ！　おのれ勇！

勇：とりあえずこの面おも白しろい生き物は放置して。沙織さん、だったかな？　君はオーヴァードの危き険けん性せいについて理解してない。

ＧＭ：「で、デリカシーというものがないの、あなた!?」こう、ちょっと焦あせった顔で。

以蔵：あ、怒おこってる。彼女が怒っちゃったぞ。

勇：にやりと笑って。……ま、君の気持ちはよく分かったので話が終わってからゆっくり続けてくれたまえ。なんなら最後までいってくれてもけっこうだ。それはそれでライバルがひとり減へる。

以蔵：ライバル？　何のライバルだ？

勇：君がここで何をしていたかはもみじさんに逐ちく一いち報ほう告こくする。

以蔵：いや、お前が俺の世界のもみじに報告する方法はもうないはずだ。

勇：はっはっはっはっはっは。

以蔵：なんだ、その余よ裕ゆうの笑えみは？

勇：僕は特とく異い点てんを持っているんだ。

以蔵：……あ、あの、勇さま。

マーヤ：震ふるえ始めた！

以蔵：あのですね、これはちょっとした一夜のアバンチュールみたいなもので……真しん剣けんなんだよ！　真剣なんだけどアバンチュールみたいなもので。

シャル：メッキがいきなり剝がれたじゃないか！（笑）

勇：（沙織に）まあ、所しよ詮せんこいつはこういう生き物なので。

ＧＭ：ここで沙織が言うことはひとつしかないだろう。「もみじって誰だれですか？」

以蔵：いらんことをぉっ！　もみじってのはさぁ……ああ、ほら……その、なんだ……ね。

勇：（余裕の笑み）彼の話を聞いたと思うが……先さき程ほど僕も聞くとはなしに聞いてしまったんだけど。僕と彼は同じアパートに暮くらしていたんだ。

以蔵：ああ、いや、ねえ……。

勇：その時、大家の娘むすめに……。

以蔵：い、勇さん！　勇さん！　大家の子こ供どもにもみじという人が、人物がいましたとさ。

勇：大家の娘さんね。

マーヤ：（沙織になって）「女の子なの？」

勇：でだ。以蔵くんは彼女にセクハラをしては殴なぐられるという生活を繰くり広げていたわけだ。

以蔵：セクハラじゃない。あいつはああ見えて、いやよいやよも好きのうちって言って……。

モルガン：へ──────。

勇：へ─────、そうだったのかぁ！

マーヤ：（また沙織になって）「親しかった、んだ……」

以蔵：え、えっと……僕と君との距きよ離りほど近かったわけじゃないけど、近くて遠いこの距離感がまた絶ぜつ妙みようなんだけど、今の僕にとっては君の方が割わりと近めな……。

勇：はっはっはっは、はっはっはっは！　同じようなことをもみじさんにも何度も言っては殴られていたね。君たちは本当に仲がよかったよ。僕は何度もやきもちを焼いたものさ（超さわやか）。

以蔵：こ、こいつ……。

勇：ま、それはいい。沙織さん。これ以上深入りしないことだ。

ＧＭ：「でも！　あなたが以蔵くんに嫉しつ妬としているのはわかるけど……以蔵くんはすてきな人だから他にも女の子がいるかもしれませんけど、私、負けません！」

勇：…………それはそれでいいとおもう。きみのじんせいだ（超棒読み）。ではそこで僕は去る。

以蔵：帰れ帰れ。

勇：去り際ぎわに僕は写真を落としてしまった。僕と以蔵がふたりでもみじさんにしがみつこうとして、しばかれている写真。

以蔵：（苦く悶もんの表ひよう情じよう）くっ……くっ……完かん璧ぺきだ。やってくれるぜ……。

ＧＭ：さすがにそれを見てですね、彼女もどうしていいか分からなくなったようです。「じゃ、じゃあ以蔵さん。わたしちょっと買い物にでも行ってきます」

以蔵：う、うん、気をつけてね。で、見送って。い、勇、貴き様さま[image: ][image: ]っ！

勇：はっはっは、キミひとりだけモテるなんて都合のいいことは僕が許ゆるさないよ。

ＧＭ：ええ、この後始まる殴なぐり合いは見られたものじゃないので次のシーンに移うつります。

勇と以蔵：死ねええっっっっ！







◆Middle 07◆深く暗い海の彼方かなた


Scene Player ─── マーヤ






　マーヤの用意した小型モーターは、大型の懐かい中ちゆう電灯のような形をしていた。これにしがみつき、以蔵たちは光のない海の中を、マーヤのセンサーに頼たよって進んでいく。




ＧＭ：では次のシーン、全員登場です。実じつ際さいに水中から侵しん入にゆうするシーンということで。もちろん、全員例の小型モーターに摑つかまってます。

シャル：ああ、よかった。水泳苦手なんだよ。カナヅチぎりぎりぐらいなんじゃないかな。

マーヤ：私も沈しずむのでモーターは必ひつ須すです。

以蔵：いつでも俺にしがみついていいんだぜ、シャルりん？

シャル：ごっ！　まあ、モーターがあればなんとかなりますよ。

勇：シャルさん、意外とお嬢じよう様さまだったんですね。

シャル：お嬢様というか……頭脳でしかなんとかできないんだ。

勇：ふふ、可愛かわいい。

シャル：腹はら立だたしいな、君は……といいながらモーターに摑まろう。

以蔵：すげえ、虎とらの尾おを踏ふみやがった。改めてこいつに友ゆう情じようを感じて尊そん敬けいする（笑）。

ＧＭ：あ、沙織も不ふ慣なれなモーターに必死にしがみついています。

以蔵：よく似に合あってるよ、ウェットスーツ。

勇：また言いたいな。お安くないですね、以蔵くん。

ＧＭ：「あ、あんまりまじまじ見ないでください」恥はずかしそうに身をよじったりします。

以蔵：怖こわいだろうが大だい丈じよう夫ぶ、俺がついている。怖がる必要はないよ。

マーヤ：では先せん導どうします。何かあったら必ず通信機で連れん絡らくを。




　どれだけの時が流れただろうか。やがて、マーヤが浮ふ上じようを始めた。

　やがて洋上に浮うかぶプラットホームの最さい下か層そう、巨きよ大だいなミルフィーユの一番底が見えてくる。

　巨大な円形のハッチの側に設もうけられた電子ロックを、マーヤとシャルが慣なれた手つきで解かい除じよする。




ＧＭ：というわけで、いよいよマリンアークの最下層までたどりつきました。浮上すると、空気があるのでヘルメットは外せますよ。

以蔵：ゴボゴボゴボゴボ。ぶーん。お、これすっげえ！　映えい画がみてえ！　俺がこんな風に潜せん入にゆうすることになるとはなぁ。

勇：君はのんきだな、まったく……待っててくれよ、紅葉さん。

マーヤ：おかしいですね。まったく察さつ知ちされないとは思ってもいませんでした。

シャル：まあ、ここからが本番だろう。

モルガン：とりあえず中に行くとするかの。

ＧＭ：ハッチを開けて中に入ると。ファーンファーンファーン！　とサイレンが鳴ります。「第一種警けい戒かい警けい報ほう！　第一種警戒警報！」

モルガン：ふむ、どうやら以蔵たちが来ているようじゃな。

ＧＭ：「現げん在ざいブラストハンドが当とう基き地ちに侵入中。各かく戦せん闘とう級オーヴァードは戦闘態たい勢せいを取ること。キュマイラ、エグザイルなど変身能のう力りよく者しやは変身して所定の場所に待機」

以蔵：お、ナイス。むしろあいつらが陽動になってくれてるな。

勇：ということは、逆ぎやくに言えば他の奴やつらもここに紅葉がいることを突つき止めたということになりますね。

シャル：そうなるな。となれば時間はない。ナイスなどと言っている状じよう況きようではないぞ。

マーヤ：ではまずここの見取り図などを調べ始めます。《サイコメトリー》！

ＧＭ：難なん易い度どは10です。

マーヤ：楽勝ですね。あれ……サイコロが３、２、３、１。失敗です。

ＧＭ：では見取り図は手に入らない。上の方で戦闘をやっていることがわかる程てい度ど。

マーヤ：では《サイコメトリー》しようと壁へき面めんに触ふれて、侵しん蝕しよくして内部の配線にさわろうとしたらバチッ！　と音がして爆ばく発はつします。アンチハッキングシステムが、私の回路を焼き切りました。

モルガン：ま、マーヤ？　ＧＭ、《壁かべに耳あり》します。もはやこのマリンアークはわらわと同化したのじゃー！

ＧＭ：またたわごとを……いや、エフェクト使う分には構かまいませんが。難易度は同じ。

モルガン：では〈情じよう報ほう：自然〉で無理矢理に調べる。達成値ち12！　ではほんの少しだけマリンアークが脈動する。それはモルガンと同化したからである。モルガンの細さい胞ぼうがマリンアークの隅すみ々ずみまで行き渡わたった。

ＧＭ：では、見取り図が手に入ります。紅葉がいるのは最上層。そして、各所で以蔵同士、あるいは以蔵対ＦＨの戦いが行なわれていることもわかります。その中には、気になる通信もありますよ。

モルガン：む、それは全員の通信機に転送するぞ。

ＧＭ：それはこのようなものです。「最下層封ふう印いんチャンバーから〝ダインスレイフ〟を投入！〝ブラストハンド〟の掃そう討とうを開始する！　当とう該がい地区にいる作業員は待たい避ひせよ！」

一同：げえーっっ!?




〝ダインスレイフ〟。それはＦＨが極ごく秘ひに研究していた最強の戦闘用オーヴァードである。その名は北欧神話に由来し、一度抜かれればいかなる嘆願も効果はなく、人を殺さずにはおれぬ魔剣である。詳くわしくは『ダブルクロス・リプレイ・オリジン』を参照されたい。




シャル：……〝ダインスレイフ〟はＤロイスの戦闘用人格とカリカリに前のめりの攻撃型キャラクターだからな。ジャーム化してたら手がつけられないぞ。

勇：そ、そうか。あのプロジェクトはこっちの世界では成功してるのか。

マーヤ：……鉢はち合あわせすると大分厳きびしいですね。

モルガン：最上層に急ぐしかあるまい！　ＧＭ、《デジャ＝ヴュ》で最短距きよ離りを検けん索さくすることはできるかの？

ＧＭ：はい、それは可能です。そのほうが身のためでしょうね。

モルガン：では検索！　わらわに続くのじゃー！　ともかく最上層を目指すのじゃー！




　果てしなく続くのではないかという階かい段だんとエレベータの群むれを、勇たちはひたすらに駆かけ上のぼっていく。

　鉄てつ骨こつとプレートの組み合わせで形成された巨大な城しろは、まるで何かの墓ぼ標ひようのようにも見えた。時折、下層から戦闘の音が聞こえてくる。

　猶ゆう予よは、ない。
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ＧＭ：で、カンカンカンカンッ、と階段を駆け上っていくと通路の向こう側に、プレートアーマーを着てロングソードとミディアムシールドを持った以蔵がうずくまって倒たおれています。どうやら助かりそうもない様子。

勇：……ロストエデン以蔵？

マーヤ：どうやら、重じゆう傷しようを負っているようですね。この世界からはじき出されつつあります。

モルガン：（駆け寄よって）おおおおお！　お主こそ、永えい遠えんにネットＲＰＧを続ける理想の以蔵ではないか！　しっかりせい！　わらわがついておる！　死ぬな！

ＧＭ：すると彼はうっすら目を開けて。「俺は、学校をさぼってネットＲＰＧしてたらロストエデンに取り込こまれた国見以蔵……」

シャル：……本人じゃないのか？

以蔵：いや、俺二次元にも、ネットＲＰＧに興きよう味みないし。

マーヤ：たぶん、興味を持つかどうかで世界が分ぶん岐きしたんですね。

モルガン：話してみよ、真・以蔵。何があったのじゃ？

ＧＭ：「俺は、ゲーム中にゲームに取り込まれて脱だつ出しゆつできなくなった。だが、俺の前に大いなる意い志しを名乗る女が現あらわれ……」

勇：女!?

シャル：ちらりと沙織の方をチェックしておく。

ＧＭ：沙織は「こ、この人いったい……」と狼ろう狽ばいしている。

マーヤ：苦く痛つうだけは取り去っておきましょう。演えん出しゆつとして回かい復ふく。きらきらきら。

ＧＭ：「俺は元の世界に戻もどるために、すべての特異点を統とう合ごうしてこのゲームをクリアすれば脱出できると言われたんだ。だが、俺はこのゲームに負けたらしい」

シャル：お前、ここがゲームだと思ってるのか？

ＧＭ：「スーパーリアルステージという表ひよう示じが出た。現げん実じつと区別がつかないステージだと……」苦しそうな声で。

シャル：……いろいろな認にん識しきがあるものだな。

モルガン：そ、そうじゃ！　お主の世界のモルガンはどんななのじゃ!?　それによってお主が楽に死ねるかどうかが決まる。

以蔵：おい（笑）。

ＧＭ：「モルガン……？　ああ、シェフィールドさんとどっこいのマニアで、何アカウントも持ってて……」シェフィールドさんってのは、『ヴァリアント』に出てきた菊池さんのロストエデンのＰＣですね。

モルガン：わらわの夢ゆめの世界はそこじゃ……！　一番幸せに過すごしているモルガンじゃ！

マーヤ：というより、それはいつものモルガンなのでは？

勇：マスター、こいつの特異点はどうなるの？　もう抜ぬかれてるの？　それとも今近づいた僕ぼくに吸すわれるの？

ＧＭ：後者。「気をつけろ。ほとんどの俺は、すでに倒されたはずだ」だから、下か層そうでダインスレイフやＦＨにやられても、特異点は以蔵の誰かに吸きゆう収しゆうされる。

以蔵：ロストエデン俺、教えてくれ。他に、俺は何人が生きている？

ＧＭ：「……平安とマスクド……」そう言って彼は、ドットに変へん換かんされて消えていく。

シャル：情じよう報ほうは得られたな。紅葉と、沙織くんの両親のところに急ごう。

モルガン：任まかせろ、この中はもはやわらわの体内も同じじゃ。

勇：僕の紅葉が、僕の紅葉が！　僕の！　も！　み！　じ！　が！　僕は前ぜん巻かんでもみじはもみじのものだとか言っていた気もするが、僕の紅葉がーっ！

マーヤ：宇う宙ちゆう服ふくの上からパワードスーツを装そう備びします。戦闘モード起動。行きましょう。

ＧＭ：わかりました。では次はクライマックス一個前……あ、ダブルクライマックスだからクライマックスに入っちゃうな。

勇：ダブルクライマックスとか、今不ふ穏おんなことを言ったぞ。なんか嫌いやな予感がしてきたな。

ＧＭ：忘わすれたまえ。







ロストエデン　ネットＲＰＧロストエデンに精神をとらわれたプリズナーたちのステージ。全編ゲーム内ゲームである。『アルターライン』収録。











　　　CLIMAX PHASE







◆Climax 01◆以蔵バトルロワイヤル


Scene Player ─── 以蔵






　最上層にほど近い研究フロア。広大な空間の中に、いくつものカプセルが並ならんでいる。そのカプセルの中に入っているのは、あきらかにジャームと思われる個こ体たいだ。




ＧＭ：というわけで、最上層。ジャームのカプセルがずらっ。

モルガン：オーヴァードのなれの果てじゃな、と沙さ織おりにも聞こえるようにつぶやく。

ＧＭ：沙織は恐きよう怖ふの表ひよう情じようで以蔵にしがみつきます。「以蔵くん、怖こわい」

以蔵：無言で肩かたを抱だきしめる。無言なのはこれ以上ボロを出さないため。

勇：……沙織さん。オーヴァードは格好いいばかりじゃない。力を使いすぎ、衝動に飲み込まれれば、このような化け物になりはててしまうんだ、と説明しておこう。

ＧＭ：そんな墓はか場ばのような所をずっと進んでいくと、奥おくの方に巨きよ大だいな金庫の扉とびらのような丸いハッチがあって、扉の中央にでかい文字で「危き険けん度どＳＳＳ、〝パールヴァティ〟。サンプル01」と。周囲に警けい備び兵へいの類たぐいはいません。〝ダインスレイフ〟が迫せまっているので。

勇：くっ、なんてことだ！　紅葉さん！

シャル：焦るな勇。まだ一幕あるぞ。準備をしろ。




　勇たちは《血の絆》や《異世界の因子》を使って戦闘準備を整えた。




ＧＭ：ではその刹せつ那な、両りよう脇わきの壁かべと天てん井じようが吹ふき飛びます。正面に現あらわれるのは、モルガンブレスを付けたロングコートの以蔵。右手には、狩かり衣ぎぬ姿すがたの以蔵。そして左手に現れたのは！　……おお、なんということか。巨大なローランドゴリラ。首輪には〝ＩＺＯ〟の文字。

シャル：カオスガーデンの以蔵は、猿さるか！

以蔵：……猿、だと？

マーヤ：どうしたんですか、以蔵さま。見てのとおり猿ですが。

以蔵：どうしたんですか、じゃないよ！　俺が、俺が猿なんだぞ！　こんな許せないことがあるかああああああああっ！

モルガン：な、なんじゃこの猛りようは！（笑）

以蔵：（壮絶にシリアスな目で）……みんな、コイツは俺に任せろ！　コイツだけは絶対に許せねえ！　……ゴリラ、お前だけは───っ！

シャル：…………そんなに猿が嫌いなのか。

以蔵：嫌いだ！　むしろ憎い！　というか自分がゴリラなんて見たくもない！

ＧＭ：ではゴリラ以蔵は唇くちびるを剝むき出しにして以蔵を指さし「特異点を持たない出で来き損そこないの毛無しザルめ」と以蔵をののしります。

以蔵：ふーっ！　ふーっ！　あいつ、サル！　しゃべる！　ふーっ、ふーっ！

マーヤ：落ち着いてください、以蔵さま。

モルガン：以蔵、どうした!?　おぬしは元から猿のような男だったではないか！

勇：大だい丈じよう夫ぶだよ以蔵くん。違いは毛が三本あるかないかぐらいだ。

以蔵：ドラミングして対たい抗こうする。

シャル：……無む視ししよう。貴き様さまら、紅葉をどうするつもりだ？　と言って棒ぼうを構かまえる。

ＧＭ：するとヒーローの以蔵が答える。「彼女は門にして鍵かぎ。すべての時空につながり、我われ々われが特異点の王になるために必要な女王」

勇：シャンカラと同じことを言いますね。ですが、彼女は僕のものです。

モルガン：なぜお主ら、そこまで知っておる？

ＧＭ：「知れたこと。大いなる意い志しの力でおじゃる」と平安以蔵。「そして麿まろたちは特異点を得ることで、相そう互ごの情じよう報ほうを補ほ完かんしておる。今や、残った特異点はここにある四つのみ」

モルガン：……特異点はどこまで安くなったんじゃ！

ＧＭ：「我らは」ゴリラが渋しぶい声で答える。「我らは大いなる意志の使徒モルガンによって特異点の力を授さずけられた。そして特異点を統とう合ごうすることで、真の神となる」

モルガン：な、なに────!?　確たしかにわらわは特異点の付ふ属ぞく物ぶつというか特異点の化身というか特異点の形を変えたものじゃが、が……。

ＧＭ：ちょっと待って下さい。ＧＭはそこまでゆーてません（笑）。

シャル：それを操あやつる者がいれば、あなたはその部下ということですか？

モルガン：どこのモルガンじゃ！　ど、ど許せんっ!!

マーヤ：つまり、あなた以外のモルガンは大いなる意志の下げ僕ぼくだったのですね。なるほど、さすが以蔵さまの側にいるモルガン。イレギュラーですね。

モルガン：い、以蔵！　勇！　こやつら許ゆるせぬ！　わらわは自分の意志で約束の王を守るもの！　たとえ神でも、わらわを従したがわせることなどできーん！（ジャンプして怒る）

勇：どちらにせよ紅葉さんをただの道具としか見ていないお前たちに、渡わたすつもりはない！

以蔵：そうだ！

ＧＭ：「ひとつまちがっているでおじゃるな。やはりおぬしは所しよ詮せん麿たちの不完全な出来損ないの似に姿すがた」と、平安以蔵が一歩踏ふみ出す。

勇：その瞬しゆん間かん、僕は凄すごい大だい上じよう段だんに構える。ほーぅ？　言ってみろ。

ＧＭ：「すべての女は！」彼らは口を揃そろえて「俺の物だ！」「我の物だ！」「麿のものじゃ！」

勇：ほう、紅葉ぬきのハーレムなど肉抜ぬきの牛ぎゆう丼どんとでも言いたいのか？

ＧＭ：「オレたちのセリフを返せ！」（一同爆笑）

勇：はっはっは、以蔵くんを言いくるめることなら任せておいてくれたまえ。

以蔵：て、敵てきは誰だれなんだ……。

勇：もちろん、国見以蔵だ！　いいか、男は誰でも自分自身に打ち勝たないといけないんだ。

以蔵：ああ、そうだな。俺たちは俺たちを越こえていこう！

マーヤ：以蔵さま、言いくるめられてます。




◆第１ラウンド

ＧＭ：では戦せん闘とうに入りましょうか。セットアップ。マスクド以蔵が「チャージアップ、モルガン！」と叫さけんでブレスレットにカードを通すと、身体からだが金きん属ぞく質しつのスーツに覆おおわれます。《ヴァイタルアップ》とヒーロースーツを着る演えん出しゆつ。

以蔵：うお、格かつ好こいいぞ、オレ！

ＧＭ：「ファイナルフォーム、カモン、モルガンロボ！」とさらに叫さけぶと、虚こ空くうから全長数メートルの金属製せいモルガンが出しゆつ現げん。

モルガン：おぬし！　キ、ココ、カ……（屈くつ辱じよくでのたうちまわる）。

ＧＭ：金属製モルガンが人型ロボットに変形して、胸むねのコクピットにマスクド以蔵が収おさまります。「完成、ＩＺＯロボ！」
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シャル：巨大ロボット持ちか！　気をつけろ、装そう甲こうがハンパじゃないぞ！

ＧＭ：で、合体が終しゆう了りようして、「行くぞ！　俺のエクスカリバー光線で焼やき払はらってやる！」
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モルガン：ＧＭＧＭ、そこでな……言いたくないんだけど、ロボに入ってるモルガンシステムが、「イエス、マイマスター」って言うんだよきっと。

シャル：三田さん、ラノベ作家って辛つらいっすね……。

モルガン：い、以蔵をマスターよばわりじゃと!?　そんなわらわがおるかー！（一同爆笑）

勇：で、ほかのふたりはどういうおもしろ行動をするんだ？

ＧＭ：平安以蔵は札と、矢のない弓を取り出す。

以蔵：お、式神か？

マーヤ：まずいですね。平安は《呪じゆ詛そ返し》とかかなりえげつないエフェクトが……。

ＧＭ：で、ゴリラ以蔵は当然以蔵を挑ちよう発はつするようにドラミングをした後に目と歯を剝むき出しにする。そういう演出で全員《ヴァイタルアップ》。

勇：いいだろう。僕がピィッ！　と指で口笛を鳴らすと、馬が前足を上げていななく。そして僕は颯さつ爽そうとそれに飛び乗る。《血の戦馬》！

マーヤ：では、《灰はい色いろの庭》でゴリラ以蔵の動きを止めます。

モルガン：わらわも、あらゆるニセモノへの怒いかりを込こめて《ルーラー》！　多元宇う宙ちゆうにわらわはひとり！

ＧＭ：了りよう解かいしてラジャー。では以蔵から。そうそう、長引くと〝ダインスレイフ〟も来るよ。

一同：ゲェー!?




　戦いの火ぶたは切って落とされた。

　前代未聞の、自分同士の戦いである。




以蔵：《高速錬れん成せい》で《アーマークリエイト》しつつゴリラに接せつ敵てき。特とく異い点てんがどうとか、紅葉がどうとか、そんなことは知ったこっちゃねえ！　お前が何者かも知らねえ！　てめえだけは絶対に許ゆるさねえ！　死ね、猿さるーっ！　ゴリラにロイス取ってタイタスにして攻撃だ！




《インスタント・ボム》＋《スプリットアタック》＋《かまいたち》＋《ブレインシェイク》などによる以蔵の全体攻撃が火を噴ふいた。

　爆ばく炎えんと衝しよう撃げき波はがあたりを包む。




以蔵：達成値ち55ー！　うおー、この建物ごと消し飛ばしてやるぜ！

マーヤ：演出として重力バリアを展てん開かい、みんなや紅葉さんを守っています。

ＧＭ：全員回かい避ひに失敗。

以蔵：よっし、頼たのむぞマーヤ！　ダメージは51点装そう甲こう無む視し、かつ全員［目眩めまい］。

ＧＭ：分かりました。まずヒーロー以蔵が「モルガァン、フィールド！」と叫さけんで《電でん磁じ反はん応のう装甲》。20点軽けい減げん。ゴリラは《空蟬うつせみ》で回かい避ひ。立ち並ぶ実験体を盾たてにします。




　紅ぐ蓮れんの炎ほのおの中、あわてず騒さわがず平安以蔵は人型の札を取り出した。

「水すい克こく火かの理ことわりを以もつて、災わざわいよ、返れ！」




ＧＭ：そして平安以蔵が《呪詛返し》。判定は成功。自分はそのままダメージを受けますが、以蔵にも同じだけのダメージを跳ね返します。51点。

以蔵：くっ……さすが俺が三人……ばたっ。［昏こん倒とう］。

ＧＭ：平安以蔵は薄うすく笑って、「ねたみそねみの力でこの麿まろをしのげるはずもあるまい。愚おろかな。嫉妬は麿の専売特許ぞ」。

シャル：言ってて悲しくないのかな。

ＧＭ：そして平安以蔵は《ハンドレッド・ガンズ》。「行くぞ、我わが式神！　恭きよう子こ！　恵けい子こ！俊とし子こ！　富とみ子こ！」

以蔵：全部女の名前だ！　さすが俺おれ！

ＧＭ：美女型の式神が実体化しておそいかかってまいります。《マシラのごとく》＋《ペネトレイト》＋《ギガンティック・モード》などいろいろで、範はん囲い攻こう撃げき達成値21！

マーヤ：では、空間湾わん曲きよく！《孤こ独どくの魔ま眼がん》！　回避は19です。

シャル：それは《砂すなの結界》でカバーリングしよう。

ＧＭ：ダメージは装甲無む視しで32点。

シャル：《リザレクト》。ふん、以蔵らしい攻撃だが、詰つめが甘あまいな、と言って、美女型の式神を切り払はらって復ふつ活かつ。私はそのまま待機。

ＧＭ：ではゴリラです。




　怒いかりに目をらんらんと輝かがやかせ、ゴリラが吼ほえた。

「今こそお前たち人類、自然を汚よごし続ける毛無しザルを絶ぜつ滅めつさせ、オーヴァードによるオーヴァードの楽園を作り！　そして我は！　すべての猿の上に立ち、ハーレムを築きずき上げる！」




シャル：け、結局それか……！（一同爆笑）

ＧＭ：「ゴリラ！　チンパンジー！　ニホンザル！　オランウータン！　すべての猿の美女が俺の物に！」《早業》＋《ライトスピード》＋《バトルビート》でドラミング。

シャル：《ライトスピード》ということは二回攻撃か。では、ここでインタラプトし、先に殴なぐるぞ！　いつもどおりの全力パターンで攻こう撃げき。達成値47。

ＧＭ：だめだ、よけられない！

シャル：ダメージは80点！　棒を長槍にして、心臓を貫くぞ！




　どう、と音がして、ゴリラ以蔵が倒たおれた。




ＧＭ：ではゴリラ以蔵は倒れながら。「な、なんという力だ……人間にしては、美しい……ジュテーム……」そして消えてゆきます。

シャル：……あいにくだが、私にはお嬢さまがいるのでな。

勇：復活してこないのは助かりますね。さて、待機です。

マーヤ：待機します。

モルガン：わらわもじゃー。

ＧＭ：了りよう解かい。「行くぞ、悪党！」マイナーで勇にエンゲージして、《雷らい光こう撃げき》＋《鬼おにの一撃》＋《バリアクラッカー》他。「モルガンピッカー！」と言って、ナイフで斬きりつける。対象は勇。

勇：ならば待機を解除してインタラプト、先手を取って範囲から逃れます！《赫あかき剣けん》！《一いつ閃せん》＋《ブラッドバーン》＋《血族》で平安以蔵に騎き兵へい突とつ撃げき、達成値49！

ＧＭ：「ま、麿まろの美しい顔に！」回かい避ひ失敗。

勇：いや、はっきり言って僕ぼくの方がイケメンだ。ダメージは58点。

ＧＭ：「そんな！　眉まゆは剃そっておらんし化け粧しようもしておらんそんな気味の悪い顔！　東あずま夷えびすか、帰れ！」《呪じゆ詛そ返し》！　よし、判定は成功。倒れるけど、勇にも58ダメージだ。

勇：千年経たったらセンスも違うんです、と言いながら華か麗れいに《リザレクト》。

ＧＭ：「く、泰たい山ざん府ふ君くん法！」《魂たましいの錬成》で復活！　「陰いん陽ようの法を極きわめ、式神の美女たちをはべらせ、麿が求むるものはただひとつ、生身の美女のみ！　麿も彼女が欲ほしい！」

マーヤ：……普ふ通つう、生身の女じよ性せいをモデルに式神を作るんですけどねえ。ある種の天才ということでしょうか。さすが以蔵さま。

以蔵：うれしくないなあ。

ＧＭ：で、攻撃対象が移い動どうしちゃったんで、ヒーロー以蔵の攻撃対象をシャルに変へん更こう。

モルガン：そうはいかん。インタラプト！　マイナーでヒーロー以蔵に接せつ近きん、メジャーで《異世界の因いん子し》、《孤独の魔眼》をコピー！　そしてリアクションで《崩れずの群れ》！

ＧＭ：やむを得ないなあ。対象がモルガンに変更されました。達成値27。

モルガン：《バリアクラッカー》が面めん倒どうじゃな……普通に回避を……失敗。

ＧＭ：ダメージが65点。「ブラスト！」

モルガン：じゃあモルガンの身体が思いっきり千切れて、千切れた端はしからお互たがいにひっつきあって再さい生せいする。ぎゅるるるるる。《リザレクト》。

ＧＭ：「モルガンの姿すがたを模もした得体の知れない化け物め！　貴き様さまの存そん在ざいを許ゆるしておかん！」

モルガン：そのわらわの名を持つロボットも食ってくれよう！

マーヤ：では、私はマイナーで平安の以蔵さまにエンゲージ。メジャーで特にエフェクトなく殴なぐります。パワードスーツパンチ！　達成値35！

ＧＭ：「なんだこの鉄の化け物は！　鬼か、悪あつ鬼きか！」なにその達成値。回避失敗。

マーヤ：あなたが知らない技ぎ術じゆつの産物です。27ダメージ。

ＧＭ：あ、３点残った。《呪詛返し》！　27ダメージ相打ちでどうぞ。

マーヤ：未み確かく認にんのエフェクト攻撃、機き能のう不全！《リザレクト》。

モルガン：とどめじゃ！　わらわの怒りを受けて死ね！　狐きつねのモルガンなどおらんーっ！




　モルガンの一撃が唸うなり、平安以蔵は倒れた。

　だが、最後に飛ばされ以蔵の呪詛によって、モルガンもまた、大地に倒たおれる。




モルガン：く、［昏こん倒とう］じゃ。ばた。死んでも忘わすれるな、わらわの名はブラストハンドー！

ＧＭ：「く……後宮の夢ゆめが……」消えていく平安以蔵。で、クリンナップ。

勇：《不死者の恩おん寵ちよう》で７点回かい復ふくします。




◆第２ラウンド

マーヤ：残るはあなたひとりですね、マスクドヒーローズの以蔵さま。

[image: ]

ＧＭ：「く、まだやられはしないぞ！」と叫んで《ターゲットロック》。

勇：しかし、侵しん蝕しよく率りつがみんな厳きびしいですね。これでとどめが刺させればいいんですが……。

シャル：なら、ひとまず待機だ。勇、任まかせる。

勇：わかりました。モルガンロボに騎兵突撃！　マイナーでエンゲージして、槍やりを突つき刺す！《さらなる波》＋《マシラのごとく》＋《ブラッドバーン》あとすこし。達成値28。

ＧＭ：「どうしたモルガン、反はん応のうが鈍にぶいぞ！」回避失敗。

モルガン：やかましいわ！

勇：67ダメージ！　槍で胸むな板いたをぶち抜ぬく！




　真紅の槍が、巨大ロボットの重装甲さえも打ち抜いた。

　火花を吹き、爆炎を上げながら、ＩＺＯロボの鋼の巨体が、ゆっくりと倒れた。

　そのコクピットで、マスクド以蔵は最後の命令を下す。




ＧＭ：ＨＰを２点割わったので倒れます。前のダメージが全部消せるわけじゃないからね。「しかし、貴様のような悪人を許しておくわけにはいかん、貴様も道連れだ！　モルガン、一いつ緒しよに死んでくれ！」

モルガン：貴様なんかと一緒に！（ロボモルガンになって）「……イエス・マイマスター。私も、あなたとともにいられて、幸せでした」うおおお！　なんて泣けるわらわ！　でもにせものめ、死ね！（一同爆笑）

勇：モルガンちゃんが本当にぐだぐだだ（笑）。

ＧＭ：「うおおおっっ！」ぱしっとドクロのマークのついたスイッチを押おす。《自じ爆ばく装そう置ち》！40ダメージ！

勇：ぎゃあああ！　り、《リザレクト》！




　こうして、すべての以蔵たちは倒れた。

　特異点が光となって、勇へと集まっていく。

　それは、これまでになく巨大な力のうねりだった。







《血の絆》　戦闘生命体〝従者〟を事前に展開しておくエフェクト。

ヒーロースーツ　そのものズバリの防具。マスクドヒーローズ専用。

巨大ロボット　読んで字のごとくのヴィークル。マスクドヒーローズ専用。

《呪詛返し》　受けたダメージを攻撃者にも与える平安専用のエフェクト。

《血の戦馬》　従者と合体してパワーアップするエフェクト。

《ルーラー》　指定した対象に大きなダイスペナルティを与える古代種専用エフェクト。

《高速錬成》　アイテムを作り出しつつ行動するエフェクト。

《アーマークリエイト》　防具を作り出して防御力を増加するエフェクト。

《ブレインシェイク》　衝撃波によって相手の脳を揺らすエフェクト。

《空蟬》　１シナリオに１回使用できる、完全にダメージを消しさるエフェクト。

《ハンドレッド・ガンズ》　射撃武器を作り出すエフェクト。ここでは弓矢を作っている。式神は射撃攻撃の演出。

《マシラのごとく》　高速攻撃でダメージを増大させるエフェクト。

《ペネトレイト》　装甲を貫通する攻撃を仕掛けるエフェクト。

《ギガンティック・モード》　武器を巨大化させて、範囲をなぎ払うエフェクト。

《早業》　複数のマイナーアクションを同時に行なうエフェクト。

《ライトスピード》　直後の行動を二回に増やすエフェクト。

《バトルビート》　戦いのリズムによってみずからをパワーアップさせるハヌマーンのエフェクト。

《雷光撃》　武器に雷鳴をまとわせてダメージを上昇させるエフェクト。

《鬼の一撃》　力まかせに攻撃することでクリティカルを低下させるエフェクト。

《バリアクラッカー》　相手の防御エフェクトを貫いて攻撃するエフェクト。

《ブラッドバーン》　血の力によってさらなるダメージを与えるエフェクト。

東夷　平安京の東、関東や東北に住んでいた人のこと。都の人々とはいろいろと生活習慣が違ったことを指しているのであろう。当時、都に住んでいる男性ならば眉を剃ってお歯黒を塗っているのが当然であった。

《異世界の因子》　他人の使ったエフェクトをコピーするエフェクト。

《リザレクト》　侵蝕率上昇と引き替えに復活するエフェクト。侵蝕率が[image: ]％を超えると使えない。

《ターゲットロック》　そのラウンド中の攻撃を有利にするエフェクト。

《さらなる波》　衝撃波によって攻撃のダメージを増加させるエフェクト。

《自爆装置》　文字通り倒れると同時に自爆して周囲にもダメージをまき散らすエフェクト。











◆Climax 02◆宇宙開闢から愛してる


Scene Player ─── 勇






　戦いは終わった。

　今や久坂勇は世界でただひとり、掛け値なしに特異点を有する男になった。

　そして今、彼は運命を今度こそ変えるために、紅葉を封じた門の前に立つ。




ＧＭ：かくして、すべての特異点の力、以蔵バトルによって倒れた以蔵たちがかき集めていた分も含めて、すべてが勇の中に光となって吸い込まれていきます。

勇：《不死者の恩寵》で復活しつつ、すごい……わかるぞ、暖かい力が溢れてくる……！

モルガン：《呪じゆ詛そ返し》をコピーしておくのじゃ！

ＧＭ：「しっかりして、以蔵くん！　以蔵くん！」以蔵に駆かけ寄よる沙織。

モルガン：そういえば沙織はさっきの戦いにどう反応してるの？

ＧＭ：彼女はキラキラした目であなたたちの戦いを見ていました。で、以蔵に駆け寄って「以蔵くん、大だい丈じよう夫ぶ、以蔵くん！」

以蔵：ああ、大丈夫だ。ありがとう。

ＧＭ：と、同時に紅葉を閉とじこめていたシェルターの蓋ふたが内側から開いていく。中からあふれ出してきたのは漆黒の奔流、無数の瞳！　イーターだ！

勇：なんだ……これは!?

マーヤ：下がって下さい、みなさん！

ＧＭ：その津つ波なみの中に全ぜん裸らの紅葉がいて、「以蔵……以蔵がふたり……あれ？」と。

以蔵：やばい、喰くわれかかってるぞ！

マーヤ：重力係数増ぞう大だいしました。《黒星粉ふん砕さい》発動準じゆん備び完かん了りよう。

シャル：まて、まだ早い！　様子を見るんだ、マーヤ！

ＧＭ：で、紅葉が言う。「なぜ戻もどってきたの以蔵……」

勇：それは以蔵くんを押おしのけて一歩踏ふみ出すよ。




　すべてを説明する余裕はなかった。だから勇は優しい噓をつく。

「ああ、僕だ！　さあ、一緒にみんなのところへ帰ろう！」




ＧＭ：「でも、駄だ目めなの。あなたを送り出した門からあふれ出したこの怪かい物ぶつたちが……」

マーヤ：そうか、時空にいきなり穴あなを開けたから。

ＧＭ：「無数の特異点の力が、封ふう印いんをこじ開けようとしているの。怪物たちは、特異点に向かってあふれ出そうとしている……もう抑おさえられない！」

勇：なら、そのイーターを叩たたき斬きって。……君に色々話したいことがある。君が送り届とどけた以蔵のことと、僕のことと、死んでいった久く坂さか勇のことだ。

ＧＭ：その瞬しゆん間かん、沙織がすごくいい笑顔でにっこりと笑います。そして、紅葉の体からぶわっ、とあふれ出したイーターの群れが、彼女の体へ吸い込まれていきます。「ありがとう、わたしの封印を解いてくれて！」

以蔵：お、さおりん？

ＧＭ：「以蔵くん、わたしたちふたりの愛が、ついに実るときがきたのよ！」晴れやかに。

以蔵：愛が、実る、時が、来た！（服を脱ぬぎ始める）

マーヤ：……ベッドを作って、一緒に海にでも捨すてたほうがいいでしょうか。

シャル：待て待て待て。海に捨てるのは同意だが、どういうことなのかは教えてもらおう。

以蔵：そうだ、どういうことだ？　俺とひとつになりたいなんて！

勇：そんなことは言ってねえ！（笑）

以蔵：心の準じゆん備びが出来たのか？

ＧＭ：「心の準備はずっと前からできていたわ！」吹ふっ切れたというかうっとりした顔で。「あなたとわたし、そして特異点！　そのすべてがひとつになるときが来たの！　わたしはあなたを百億年間待っていたわ！」

モルガン：百億年間？

勇：何を言ってるんです!?

以蔵：百億年間待っていた……ずっと昔から俺おれを待っていたのか！

シャル：言ってることのレベルは以蔵と変わらないな。思いこみが激しすぎる。

ＧＭ：「そう、出会ったのは半年前の冬、あの雪の日……」




「あの日あなたにぶつかった隕いん石せきです！」




以蔵：……は!?

モルガン：な、なんじゃとてぇぇぇ!?

マーヤ：……さすがにこれは予想外でした。

シャル：……予想できるほうがどうかしている。

ＧＭ：「あなたのご希望通り、ちゃんと惚ほれるキャラクターとして出てまいりました！　くわしくは一巻かんの17ページを参照して下さい！」

勇：ほんとだ。この隕石が俺に惚れるんだな？　って天さん言ってる。

以蔵：……ああ、伏ふく線せんだったんだあれ！

ＧＭ：「ビッグバンのころから、ずっと愛していました！　ずっと冷たい宇宙をさまよってきた私の孤独をいやしてくれるのは以蔵くんだけなの！　マイラバー！」

勇：おっと、もみじさんの写真が。バラバラバラバラ。

ＧＭ：「大丈夫、すべての宇う宙ちゆうがひとつになった以上、そんなものはすべて男の甲か斐い性しようです、甲斐性。すべてオッケー！」ウィンク。

以蔵：……分かってるよこの子！　最高だ！　ちょっとちょっとちょっと。分かってるなこの器うつわの大きさ。これこれこれ。

モルガン：も、もう以蔵が帰ってこない!?

シャル：い、いや、まあ……順番に話を聞いていこうじゃないか。で、どうなるんだ？

ＧＭ：「他の可か能のう性せいを持つ並行世界はすべて以蔵バトルによって消し去られました！」

マーヤ：……やはり、あの以蔵バトルが過か去こ消しよう滅めつの原げん因いんでしたか。

ＧＭ：「残っているのはたったひとつ、あなたにとって都合のいい、以蔵パラダイスだけ！　ほかのすべては木こっ端ぱ微み塵じんに滅ほろびます！　あとは私を選んでくれればすべてＯＫ！」

勇：ってことはエンドラインも消えちゃうじゃん！

マーヤ：それどころか基き本ほんステージもロストエデンもカオスガーデンも滅びます。

以蔵：そう、俺のハーレムだけができあがる。みんなが幸せにくらせる、俺のハーレムができあがるのか。

ＧＭ：「そうよ！　あなたが望んだ、女だけの世界！」

シャル：……ちなみに以蔵が対象で、特異点はそっちの勇なんだけど、そこについては沙織、君はどう判はん断だんしてるんだ？

ＧＭ：「勇くん、あなたは元々私の干かん渉しようの結果発生した存そん在ざいに過すぎないので、私の力で元に戻ってもらうわ」

モルガン：ちょ、ちょっと待て！　隕石、なぜおぬしはそんな力を持っておる!?

ＧＭ：「わたしは、あなたたち人類がイーターと呼よぶ存在。銀ぎん河がの誕たん生じようと共に特異点を持って生まれたもの」

以蔵：つまり宇宙から降ふってきた美少女だな。デリシャス！

ＧＭ：「だけど、わたしは観かん測そく者しやを持っていなかったので、特異点の力そのものは使えなかった。だから、以蔵くんに激げき突とつできて本当にうれしかった！」

モルガン：ああ、なるほどね。それは理り屈くつが通っておる。

ＧＭ：「その時のショックでわやくちゃになって、多元宇宙に特異点がばらまかれたり、もみじさんが観測者になったり色々あったけど、ついにその紆う余よ曲きよく折せつを経て、愛の垣かき根ねは取とり払はらわれたの！　さあ抱だいて以蔵くん！」

マーヤ：どうしますか以蔵さま？

以蔵：うーん、否定したほうがいいよね（笑）。

勇：当たり前だアホタレ！（笑）

以蔵：しかし……どうやって、こいつを否ひ定ていすればいいんだ？　後ズボン脱ぬいでダイブするだけなんだけど。どこにも否定する理由がない。

シャル：いいのか？　あらゆる世界が君のハーレムの材料になって滅めつ亡ぼうするんだぞ。

マーヤ：そうしたいですか、以蔵さま？

以蔵：うーんとね……でももったいないよな。沙織、君とひとつになると、その世界は全部俺の物になるんでしょ？

ＧＭ：「もちろん！」

以蔵：だよね、それすごくいい！　でも、他の宇宙の女の子はどうなっちゃうの？

ＧＭ：「あなたに都合よく認にん識しきされるものしか残らないわ。大丈夫よ！　見えないものは見えないわ！　あなたの知らない世界がなくなっても、元々ないのと同じよ！」

マーヤ：正せい確かくには、すべての次元宇宙の女の子は以蔵さまのものになります。ただ、以蔵さまにとって理想の世界なので、以蔵さまが考えつかない女の子は出てきませんし、予想できないイベントも起きません。

以蔵：ん、どゆこと？

モルガン：要するに自分専せん用ようのギャルゲーじゃからな。自分が考えつく範はん囲いのヒロインしか登場せんし、自分で考えられるイベントしか起きないということじゃろう。

以蔵：いやでも、それは別にいいじゃん。俺の若わかい妄もう想そうは無む限げんですよ？

勇：……僕ぼくに言わせれば、それは君が単に妄想の世界に逃とう避ひして、しかもその結果僕たちが消しよう滅めつするってことなんだがな。一体何をしにエンドラインまで来たんだ。

シャル：そういうことだな。……以蔵、君はどうする？　君がそれを選せん択たくするのは自由だ。人は欲よくに従したがって生きている。それを否定しようとは思わない……傭よう兵へいだからな。

勇：そうですね。

シャル：だが君がそれを選択するのであれば、私は君を斬きる。なぜならば、私は私のステージを守らねばならない。だから、君の妄想にはつきあえない。

勇：もちろん、僕も紅葉のため、友のために君を倒たおすよ。

マーヤ：わたくしは以蔵さまの意い志しを尊そん重ちようします（にっこり）。

以蔵：モルガンは？

モルガン：わらわは剣けんじゃ。ゆえに、世界の運命は王が決めればよいと思っている。だが、そのまえに沙織。いや、大いなる意志よ。他の世界のモルガンとはいったい何だったのじゃ？

ＧＭ：結局そこか。「私は特異点を生み出したもの。その事実を知れば、特異点に奉仕するモルガンたちは皆、素直に従ってくれたわ」

モルガン：……なんたる意志薄弱な奴らか！

ＧＭ：「そしてその軍門に降くだらなかったモルガンふたりのうちひとりは、すでに死んだわ」エンドラインのモルガンね。

モルガン：ふたりしかいなかったのか！　後はみんなあいつに従ったのか！

シャル：ま、それだけ強いってことにしておきましょうよ！

モルガン：そう、わらわは特別なモルガン！　わらわだけは特別！　やった！　独どく自じ性せいを手に入れたので後は以蔵にまかせる！（笑）

以蔵：う、うーん……いや、しかし、目の前のハーレムを捨てて形のない希望にすがるのか？　たぶんこんなチャンス人生に二度とないぞ……。

マーヤ：一度もないのが一般的ですね。

以蔵：なあさおりん。特異点パワーで、オレとキミのハッピーワールドを作ることはできないのか？　別に他の世界を犠牲にしなくてもいいじゃないか。

ＧＭ：「ダメです！」無邪気ににっこり笑って。「だって、私と結ばれない以蔵くんがいるなんて、許せません！　すべての以蔵くんは、私のものです！」

以蔵：……そうか。




　長い沈黙があって、以蔵は苦しげに、本当に苦しげに、壮絶に苦しげに、言った。

「ごめん。オレには、他の世界を、異世界の女の子や、もみじたちを犠牲にしてハッピーになるのは、無理だ！」




ＧＭ：そこはもちろん、コミュニケーションが成立しないイーターである彼女はこう答えるわけです。「他の世界を消さずに、どうしてわたしたちがハッピーになれるの!?」で、ざざざざざ、と紅葉のところにいたイーターが融ゆう合ごうを始める。

マーヤ：大いなる意志。あなたはその実、エゴの集合体に過ぎない。あなたは人の話など何も聞いていない。ただタイミングよく返事をするだけ。私たちはそれをどう呼ぶか知っている。




　マーヤの瞳ひとみが光った。

「あなたは、ジャームです」




ＧＭ：で、だんだん彼女の袖そでとか足から黒い触しよく手しゆが伸のび始めて。「どうしてひとつになってくれないの？　以蔵くん、あなたとひとつになりたいの！」そして彼女の中に、紅葉もろとも無数のイーターが取り込こまれる！
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勇：紅葉さん！

以蔵：俺もなりたいんだけど、だんだんだんだんなりたくなくなってくる！（笑）

ＧＭ：で、触手顔がいっぱい出てきて。「どうしてわたしと一いつ緒しよになってくれないの？　どうしてわたしと一緒になってくれないの？　どうしてわたしと一緒になってくれないの？　どうして？　どうして？　どうして？」

以蔵：言っておくがいとしい人よ、ラ・マン、ラバーズ。俺は決して他の男とかも吐はき気がするほど嫌きらいだが、嫌いじゃないんだぜ？

シャル：どっちなんだ!?（笑）

マーヤ：以蔵さまですから。

勇：では僕は、嘲ちよう笑しようを含ふくんだフッ、という美形笑い、イケメン笑いを浮うかべて。やはりこうなってしまいましたか。以蔵くんが無む条じよう件けんでモテるなんておかしいと思っていたんです！

シャル：ああ、そこにツッコミたかったのね。

勇：そうなの！　超ちよう言いたかったの！　もう、もう、これで俺のアイデンティティが！　やはり正せい義ぎはこの世にあった！　モテるのは僕なんだ！　モテるべきは僕なんだ！（笑）

以蔵：く、くそ！　俺だってモテてるんだ！　ただこんなモテ方はいやなんだ！　ちくしょ───！（一同爆笑）

ＧＭ：「大だい丈じよう夫ぶ、すぐ分かるわ。初めてはちょっと痛いたいけど、すぐにわかり合えるわ」

以蔵：い、いや！　いや！　やめて、来ないでーっ！　分かった！　分かった！　今分かった！　難むずかしいこと全然分からないけど、要するにお前みたいな奴やつと一生一緒にいなければならないってことだろ!?

マーヤ：あ、そういうことです。ついでにいうとハーレムの中身は全部彼女です。外見違うだけ。

シャル：じゃあ迫せまってくるイーターを斬りつけながら。やれやれ、やっと他人のことを考えられるかと思ったら、またこれか。とがっくりする。

以蔵：最初から他人のことは考えていた！　ただ単に、こいつの言ってることが難しくて理り解かいできなかっただけだ！

シャル：……向こうの提てい案あんに乗ろうとした癖くせに。

以蔵：それは男のサガだ！　それを許ゆるすのが女のサガだろ！

シャル：君はいつまでたっても駄だ目めだな。

マーヤ：いや、最初から乗らないと思っていましたから。

勇：本当に。ま、それでこそ以蔵くんらしいですよ。だいたいですね、このまま話が進んだら君がＰＣ①みたいじゃないですか。

以蔵：なるほど、確かに。今回のＰＣ①はお前だったな。そう、紅葉は苦しんでいる。なんとか助けてやってくれ。そして、俺をアレから助けて。アレから助けてーっ！

マーヤ：以蔵さまがひとりの女性で満足なさることはありませんからね、と言って、演えん出しゆつ的にガドリングガンで掃そう射しや開始。

ＧＭ：じゃあ撃たれる端からイーターが再生していきます。「機械人形が私の愛をジャマするなんて！」

モルガン：以蔵、おぬしはもう約束の王の抜ぬけ殻がらじゃが……特別に聖せい剣けんを貸かしてやるわい、ありがたく思え。

マーヤ：ええ。あんな石ころに、人類の運命を自由にさせないでください。以蔵さまの人生は、未来につながっているんです。

勇：（はた、と考え込み）石ころ……石……意い志し？　もしかして、大いなる意志、って大いなる〝石〟？

ＧＭ：そうそう。

一同：そんなネタか！




　壮そう大だいな伏ふく線せんと言っていただきたい。




勇：ええい、こんなどうでもいい騒さわぎで、僕と紅葉さんの愛をジャマされてたまるか！　だいたい、〝ダインスレイフ〟が迫ってるんだろ？

マーヤ：他の以蔵さまが全ぜん滅めつしましたから、まっしぐらに来るのではないでしょうか。

勇：やばい！　戦せん闘とう開始だ！　って、紅葉さんごと彼女を殴なぐっていいの？　ＧＭ？

ＧＭ：はい。大いなる意志こと沙織を倒たおせば、紅葉は回かい収しゆうできるものとします。なお、〝ダインスレイフ〟は２ラウンド目のクリンナップに到とう達たつします。ちゃんと壮絶に強いデータを組んであるのでご安心ください。




◆第１ラウンド

ＧＭ：敵は大いなる意志、イーターＡからＣ。エンゲージは同じです。「そう、分かったわ！　この女たちね、この女たちのマトリクスが足りないからきっとわたしを愛してくれないんだわ！」
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シャル：（頭を抱かかえて）なんという短たん絡らく的な……。

マーヤ：まあ、イーターにしてはわかりやすい言葉をしゃべってくれてますから。

ＧＭ：「ちょっと待っててね以蔵くん、すぐに料理するから」

以蔵：ごめん。俺この子たち好きだし、この子たちも俺のこと好いてくれてるんだよ。

勇：いや、好いてない。誰だれひとり好いてない。

以蔵：（聞いてない）だから君ひとりだけを特別扱あつかいすることはできない！

ＧＭ：「大丈夫、すぐこの子たちがわたしになるから。オッケイ！」

勇：話通じねえ！　マジ聞いてない！

シャル：うん、完かん璧ぺきなジャームだな。

マーヤ：わかりやすく言いましょうか。沙織さん、以蔵さまが欲ほしかったら私たち全員を倒しなさい。

ＧＭ：「そのつもりよ！」

勇：……以蔵くんをくれてやるのは構かまいません。むしろノシをつけてさしあげたい。ですが僕の愛する小こ鳩ばと、可愛かわいい女の子たちを、ましてや紅葉さんを傷きずつけることは許さない。

ＧＭ：「わたしの作り出した木偶でく人形の分ぶん際ざいでよくも言ったわね、久坂勇！」

モルガン：勇って大いなる意志が作ったんだ。

ＧＭ：ほら、特異点作ったのは彼女なんで。彼女にしてみたら、作ったも同然。「あなたは久坂勇でもブラストハンドでもない。もちろん、わたしの愛する国見以蔵でもないのよ」

勇：なるほど。イケメンフォーム！

ＧＭ：「言っとくけどね、あんたがどれだけ顔変えたって、以蔵くんの方が美形なんだからね！　きーっ！」

勇：（一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくし）……人の主観はそれぞれです。それに、僕を生み出したのはシャンカラや紅葉さんの思い、愛の奇き跡せきです。あなたの出る幕まくはない。

ＧＭ：「馬ば鹿かにしてるわ。あなたはすぐに以蔵くんに戻もどしてあげる。ちょっと待っててね、以蔵くん」

以蔵：なあ、さおりん。話は通じないと分かってるんだけど、最後にちょっと確かく認にんするぜ？　俺を好きなたくさんの女の子たちのひとり、ワン・オブ・ゼムになる気はないかい？

ＧＭ：「私はオンリーワンでいたいの！」

以蔵：そうか！　そうだよなあ！

シャル：以蔵。それは世界中どんな女性に言ってもそう言われると思うぞ。私でもそう言う。誰でもそう言う。

勇：（優ゆう越えつ感かんに満ちた顔で）風かざ祭まつり高校には僕のワン・オブ・ゼムになりたい人はいっぱいいたんですけどね。

以蔵：いたね。正確に言うといた。過か去こ形けいだ過去形。

勇：いる。

以蔵：いた。

勇：いる！

以蔵：いた！

ＧＭ：「死ねえええぇぇぇっっ！」

モルガン：今のタイミングで戦せん闘とう開始するとしよう。

ＧＭ：了りよう解かい。イニシアティブは沙織が20、イーターがそれぞれ13。でセットアップに沙織が《ヴァイタルアップ》。首以外が全部触しよく手しゆに。

モルガン：わらわは《ルーラー》！　真のモルガンの力、思い知れ！

以蔵：《サポートデバイス》！　青春の光と影かげをもてあそびやがって！

マーヤ：対イーター力場発生。たとえ何百億年生きていようと、人類の知ち恵えの前には！《灰色の庭》！　で、沙織さんのイニシアティブを９低下。

以蔵：よし、行くぜ！　実はさっきの会話中に大気を爆ばく弾だんにしておいた！　《高速錬成》＋《アーマークリエイト》しつつ移動。エンゲージから離はなれる。

シャル：まあ、なるべく以蔵は残したいからな。集中攻撃されないことを願おう。

以蔵：《マシラのごとく》だけ残して、全力攻撃！　敵全員に、達成値87！《リミットリリース》を入れてよかった！

ＧＭ：じゃあ一いち応おう回避をがんばってみよう。沙織が《絶対の空間》＋《命の盾たて》。回避は39で失敗。ザコも全員当たったので、イーターＣが沙織をカバーリングします。

以蔵：67点装甲無視、プラス［目眩めまい］。

ＧＭ：じゃあＣだけ倒れます。他もかなりボロボロ。沙織は無む傷きず。

以蔵：どうだ沙織、ごめんなさいって言え！　今ならいい！　みんなで仲良く暮くらそう、その一言でいいんだ！　どうだ!?　どぅぅんどぅうんどぅうん！

ＧＭ：「分かってるわ、あなたが素す直なおじゃないのは！」

勇：意外とお似に合あいなんじゃないですか？

シャル：ある意味お似合いだが、あれは世界の敵だ、斬きらねばなるまい。

ＧＭ：ではイーターＡとＢが触手を伸のばします。コンボはいずれも《オールレンジ》＋《伸しん縮しゆく腕わん》＋《獣けものの力》＋《鬼おにの一撃》。目標は以蔵。

以蔵：待て！　俺を殺したら君のものにならないぞ！　死んでも一緒になりたいか？　その気持ちは嬉うれしい、だがよくないと思う。なぜなら死んでしまっては俺が嬉しくないからだ。俺にとって嬉しくないことは、君にとっても嬉しくない！

シャル：相手の反はん応のうを待たずに会話するなよお前。ジャームじゃないんだから（笑）。

ＧＭ：達成値が29。バシュウ！

以蔵：……回避は19、失敗だな。

ＧＭ：ダメージは34点。触手が以蔵に突つき刺ささります。装甲は有ゆう効こう。

以蔵：アーマーで15点止まるから……《ショックアブソーブ》を使えば無む傷きずに出来るが……ここは沙織をタイタスにして復ふつ活かつ！　うおおお、なんでこんなことにー！　許せねー！

勇：以蔵くん！　君の悲しみはよく分かる！

以蔵：おう！

勇：君の悲しみはよく分かるんだが、やっぱりなという思いがもう、心の中で渦うず巻まいて渦巻いて、嬉しくて仕方がない！

以蔵：許さん、許さんぞ！　もう、ゴリラより許せん！　もう、特異点がどうとかゴリラがどうとかそんなことはどうでもいい！　さおりんと勇だけは許せねえーっ！

マーヤ：ほんとに以蔵さまと勇くんは仲がいいですね。

ＧＭ：ではもう一体のイーターは同じコンボに《ジャイアントグロウス》を入れて残り四人のエンゲージを殴ります。達成値27。

マーヤ：それに関しては、私が引き受けます。《孤独の魔眼》。回避は失敗。

ＧＭ：よし、じゃあ27ダメージ。

ＧＭ：で、沙織ですね。《大地の加か護ご》＋《要かなめの陣じん形けい》＋《茨いばらの輪》＋《眠ねむりの粉》あといろいろ。《要の陣形》は４レベルなので全員を攻撃だ！




　周囲の空間がゆがんだ。

　無数の闇やみが溶とけ出すように、以蔵たちを虚きよ無むの刃やいばが切り刻きざむ。




ＧＭ：ここで重要なお知らせが。ダイスペナルティがきつくて達成値が16しかありません。

勇：なんだ、そんな攻撃なら！　回避成功。

モルガン：わらわもじゃー！

以蔵：よし、オレも回避に成功。

マーヤ：《魔ま王おうの理ことわり》で回避に成功！　演出的には一度破は壊かいされて、すぐに再さい構こう成せい。

シャル：私は回避に失敗。【肉体】は１だからなあ。

ＧＭ：ではダメージは19点です。装甲は有効。

以蔵：させん！《波は紋もんの方ほう陣じん》を展てん開かい。爆ばく発はつで触手を吹ふっ飛ばす！　21点減げん点てん。

ＧＭ：くっそー。だが、《眠りの粉》と《茨の輪》で目眩＋クリンナップに７ダメージ。

以蔵：シャルさん、俺に惚ほれるなよ？　いや、惚れていいよ。

シャル：君に惚れることは一生ないが、ありがとう。

勇：そうか、以蔵くんに惚れることは一生ないですものね。いやあ、照れるな。

シャル：………………お嬢じようさま、私は頑がん張ばっております。そして待機。

マーヤ：では《黒星粉ふん砕さい》！　大いなる意志よ、あなたのやっていることは所しよ詮せん、単なる破壊です！　こんなふうに！　イーターと沙織さんに59ダメージです。

ＧＭ：判はん定ていがないから打ち消しもできないんだよな、これ。ええと、イーターが全滅。沙織は「忌いま々いましい機械人形め！」と叫んで《復ふく讐しゆうの領りよう域いき》。マーヤに59ダメージ。で、《奇き跡せきの雫しずく》でイーターＡを復活させます。

勇：なかなか粘ねばりますね。ですが、紅葉さんを連れて帰らねばなりません。どいてもらいますよ。《赫き剣》。ＨＰを19点削けずる。そして《血の従じゆう者しや》！　血で剣を作って刺さすと、血だまりから戦馬が。

シャル：ここで待機を解かい除じよ。イーターにとどめを刺そう。《高速錬成》から《インフィニティ・ウェポン》＋《ダブルクリエイト》を使いつつエンゲージ。そして《マルチウェポン》＋《コントロールソート》＋《オウガバトル》して槍で突つく！　達成値39。

ＧＭ：くそ、貴き重ちようなカバーリング要員を。回避失敗。

シャル：ダメージは25点装甲値無む視し。

ＧＭ：では、復活したはずのイーターが槍の一撃でかき消えます。くそ。

モルガン：行くぞ、以蔵！　以蔵にエンゲージ、メジャーアクションで以蔵に《融ゆう合ごう》！　聖剣エクスカリバー、おぬしに確かに預あずけたぞ！

以蔵：おう！　うおおっ！　俺の腕がエクスカリバーに、チェイィィンジ！

ＧＭ：ではここでセカンドアクションセグメント。沙織が動くぜ！　さっきと同じコンボに《電光石火》を入れて全員を攻撃……。

勇：ＧＭ、今は僕の従者がいるのでこちらは六人です。誰かあきらめてください。

ＧＭ：しまった！　くっそー、どうするかな。従者を外してＰＣだけ殴なぐろう。

モルガン：つまり以蔵は殺す気か。

以蔵：俺おれを殺すのか!?　沙織！

ＧＭ：「だってあなた、わたしの前でそんなロリと……ひどい……」（一同爆笑）

以蔵：違う、これは誤ご解かいだ！

勇：そんなロリとひどい！　ニュアンスしか伝わらない名めい台詞ぜりふだ！

ＧＭ：で、ふたたび影という影から触手が伸のびます。達成値30。

マーヤ：《圧あつ縮しゆく防ぼう御ぎよ》《魔王の理》。達成値62でなんとかかわしました。

以蔵：く、回避失敗。30はきつい。

勇：僕もだめです。

シャル：私もだ。まあよかろう。

モルガン：やむを得ぬ。エクスカリバーを持つ者は傷きずつかぬ！《崩くずれずの群むれ》で以蔵をカバーリングじゃ！

ＧＭ：ではダメージは36点。装甲は有効です。

モルガン：マーヤ！　わらわに《斥せき力りよく障しよう壁へき》を！　このままでは《茨の輪》で死ぬ！

マーヤ：フィールド展開！　７点減げん少しようさせてください。

モルガン：では５ダメージ。これなら残り11、《茨の輪》の７点を食らっても生き残れる。

勇：じゃあ初期ロイスの女おんな教きよう師しをタイタスにして起き上がってきます。結局だれだったか分からない女教師を。

ＧＭ：本当だ、書いてある。以蔵の担たん任にんはおっさんだったから、本当に誰だれなんだろう。

シャル：吹き飛びつつ《ラストアクション》からいつものコンボ。達成値は48。

ＧＭ：「こ、この年とし増ま！」といいつつ《絶対の空間》＋《命の盾》で回避。失敗。

シャル：なんだ、大いなる意志というわりには、人ひと並なみに傷つくじゃないですか、と薄く笑って斬撃。お、ダメージダイスはいいぞ。79点。

勇：僕ぼくを相手にしている限かぎり、特異点同士の偶ぐう然ぜんは相そう殺さいされるはずですからね！　以蔵くんがカルキと戦った時と同じ！

シャル：傷がつくなら殺せないものはない。私がただの人間でもね。そう言って、大いなる意志をタイタスにして昇しよう華か、復活。

勇：そう、君の間違いは僕を生み出し、そのままにしてしまったことだ！　僕は人間ではないが、だからこそ僕を支ささえてくれる人たちのために戦う！　頼たのむぞ、以蔵くん！

以蔵：結局他力本願かよ！（笑）行くぜ、モルガン！




　以蔵はエクスカリバーを振ふり上げ、一いつ気き呵か成せいに振ふり下ろす。

　大気が切り裂さかれ、炎ほのおの帯となって沙織を直ちよく撃げきした。




以蔵：《ガードポイント》してから、いつものコンボに《マシラのごとく》を追加！

モルガン：それに《フルパワーアタック》＋《獣の王》他でリアクション不ふ可かを加えるぞ！。さらに《フラットシフト》！　これがエクスカリバーの力じゃー！

以蔵：お前を覆おおうイーターを、すべて切り裂いてやるぜ！　達成値は40。

ＧＭ：回避はありませんというか出来ませんのだ。

以蔵：ブラスト！　ドゥゥゥン！　[image: ]点、装甲無視！

ＧＭ：「まだよ、まだ私の以蔵くんへの愛は不ふ滅めつなのよ！　愛は不滅よーっ!!」と《アクア・ウィターエ》で復活。




◆第２ラウンド

[image: ]

モルガン：もはやおぬしに勝ち目はない！　マーヤ、奴やつの動きを止めるのじゃ！　と言って《ルーラー》。

マーヤ：ええ！　さらに出力を上げて、《灰色の庭》で12点下げます！

ＧＭ：げ、すると勇と同どう値ちか。同値だと勇が先だな。

勇：《血の戦馬》！　よし、みんな待機してください！　侵蝕率に余よ裕ゆうがある僕がとどめを刺さします！

以蔵：よし、勇、やったれ！

勇：これで茶番は終わりです。あなたが生み出した特異点の力で消えるがいい！　と言って大いなる意志にロイスを取ってタイタスに変え、クリティカル値を下げます。

モルガン：うむ、相手には回避エフェクトがある。手を抜ぬくな！

勇：《さらなる波》＋《音速攻撃》＋《ブラッドバーン》他で攻撃。達成値は……55！

ＧＭ：「いやよ！　以蔵くんは離はなさないわ！　愛してるのよ！」《命の盾》！　回避失敗！

勇：じゃあそうして腕を伸ばしてきた触手を切り上げて、開いた左手でとん、と押おしてから無数の突つきが入る。で、終わりです。と逆さか手てに持った突きが入る。67ダメージ。




　真紅の剣が、沙織の胸を貫く。

　黒い闇が、血しぶきのように散った。




ＧＭ：「そんな、以蔵くん……たすけて」

以蔵：一応哀かなしそうな目で近ちか寄よっていって、最後に手を取ってやろう。好きになってくれたこと、忘わすれない。

ＧＭ：「いや！　あなたと離れたくない！」

以蔵：俺も離れたくない！　離れたくないけど！　……未練だぜ。

ＧＭ：ちゅどーん！　では大いなる意志は砕くだけ散ちって飛び散っていきます。

勇：では、そこに飛び込こんで、全裸の紅葉をお姫ひめ様さまだっこ。自分の血で作り出した赤いマントを彼女にかぶせるよ。

ＧＭ：「あなたは……誰？」そう、勇の目を見て言う紅葉。




　勇の胸むねが、ズキリとした。

　自分は、彼女の待っていた国見以蔵ではない。

　その少年は、死んだ。死んでしまった。彼によって、殺されてしまった。




以蔵：じゃあ勇の肩を軽くぽん、と叩たたくよ。

シャル：珍めずらしくいいところあるな、と見る。

勇：ありがとう、以蔵くん。……紅葉さん。僕は以蔵であって以蔵じゃない。でも、キミを救うためにここまでやってきたんだ。

ＧＭ：彼女は勇にぎゅっと抱だきついて。「あなたからは、懐なつかしい匂においがする……」

勇：おお。じゃあ抱き返して。……でしょうね。ちょっと寂さびしそうな声で。

ＧＭ：「どんな形でも、帰ってきてくれて嬉しい……」

勇：罪ざい悪あく感かんに潰つぶされそうになりながら、絞しぼり出すような声で、……ただいま。と言います。

ＧＭ：「おかえり……」で、紅葉は気を失います。そして、そろそろ逃にげたほうがいいんじゃないかと。

モルガン：そうじゃった！　ここはＦＨの基き地ちであった。

シャル：〝ダインスレイフ〟とＦＨの主力部隊が来る。ここは撤てつ退たいの一手だな。

勇：よし、みんな、僕の馬につかまれ！　海面を走って脱だつ出しゆつするぞ！




　脱出する勇たちの背はい後ごで、激はげしい戦いに耐たえかねたのか、マリンアークが崩くずれていくのが見えた。

　それが、ファルスハーツの支し配はいに何がしかの影えい響きようを及およぼすことはないだろう。

　だが、少なくとも勇の腕の中で眠ねむる紅葉だけは真実だった。

　暖あたたかく、安らかに眠っていた。







《黒星粉砕》　ブラックホールによる直接攻撃で問答無用のダメージを与えるエフェクト。大幅に侵蝕率が増大する。

観測者　特異点に意味づけを与える存在。特異点とペアになって現われる。観測者の望んだ世界を特異点は発現させる。

《サポートデバイス》　行動をサポートしてくれる道具を生み出すモルフェウスのエフェクト。

《絶対の空間》　オルクスのエフェクトのクリティカル値を低下させるエフェクト。

《命の盾》　周囲の物質や生命体を操って盾にすることで回避するエフェクト。

《オールレンジ》　全方位から攻撃を仕掛けてクリティカル値を低下させるエフェクト。

《伸縮腕》　腕を伸ばして遠距離を攻撃するエフェクト。

《ジャイアントグロウス》　巨大化して攻撃することで範囲攻撃を行なうエフェクト。

《大地の加護》　地面を割って攻撃するエフェクト。

《要の陣形》　［Ｌｖ＋１］体にエフェクトの効果をおよぼすエフェクト。

《茨の輪》　毒性物質を送り込み、じわじわとダメージを与えるエフェクト。

《眠りの粉》　催眠物質を送り込み、相手を眠らせるエフェクト。

《復讐の領域》　受けたダメージをそのままはね返すエフェクト。

《血の従者》　従者を生み出すブラム＝ストーカーのエフェクト。

《インフィニティ・ウェポン》　武器を生み出すモルフェウスのエフェクト。

《マルチウェポン》　複数の武器を同時に使用して攻撃するノイマンのエフェクト。

《崩れずの群れ》　自分の体を分離させて他者をカバーリングするエフェクト。

《斥力障壁》　反発する力を生み出してダメージを軽減するエフェクト。

《ラストアクション》　倒れると同時に最後の行動を行なうエフェクト。

《ガードポイント》　防具の防御力を増大させるエフェクト。

《フルパワーアタック》　行動を遅らせるかわりに大きくダメージを増大させるエフェクト。

《フラットシフト》　組み合わせたエフェクトの侵蝕率増大を０にする古代種専用エフェクト。

《アクア・ウィターエ》　自らを再生させるソラリスのエフェクト。

《音速攻撃》　文字通り音速で攻撃を仕掛けることでダメージを増加するエフェクト。











　　　ENDING PHASE







◆Ending 01◆ひとまずの終しゆう幕まく


Scene Player ─── 以蔵






　戦いは終わった。多くの血が流れ、たくさんの悲ひ劇げきがあった。

　だが少なくとも、国見以蔵の魂たましいを受け継つぐ少年、久く坂さか勇は三み室むろ戸と紅葉もみじを取り戻もどした。

　今は、それだけで偉い大だいな勝利だと言えるだろう。




ＧＭ：自じ律りつ判はん定ていは全員成功ですね。よかったよかった。

モルガン：わらわにいたっては倍振ぶりせずに一倍で戻もどってきたぞー！　わーい！

マーヤ：私もあれだけやったのに、三倍振りせずにすみました。

ＧＭ：そうですね、では、崩くずれゆくマリンアークを遠くに見つめる、ＵＧＮの偽ぎ装そう船せん舶ぱくの甲かん板ぱんの上ということで。

以蔵：見ろ、悪の最期だ。ゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……。

マーヤ：あれは悪と言うのでしょうか？

シャル：どちらかというと、ＦＨが巻まき添ぞえになった、と言うのではないかな？

以蔵：かわいそうなＦＨ……。

ＧＭ：「でも……」と紅葉は哀かなしそうに言います。「あそこにはたくさんのジャームが捕つかまっていたわ。元はＦＨの理想を信じた人たちだったかもしれないのに……」

勇：ジャームを元に戻もどす手しゆ段だんは、今のところないですからね。それに、彼らが生体実験を繰くり返していたことは事実です。

モルガン：このエンドラインでも、ないんじゃのう。少し残念じゃ。

シャル：それに、エンドラインの戦いにこれ以上介かい入にゆうすることはできない。

マーヤ：あまり介入しすぎると、時空にどんな影えい響きようが出るかわかりませんからね。私たちにできることはそれまでです。

モルガン：特とく異い点てんそのものであったあの大いなる意い志しでさえジャームであったことを考えると、ひょっとすると元に戻る術すべなどどこにもないのかも知れんの。

以蔵：エンドラインか……来て最初の頃ころは理り想そう郷きようかと思ったんだけどな。蜃しん気き楼ろうみたいに見える東京の高こう層そうビル群ぐんを見て。

勇：理想郷なんてものは、妄もう想そうの中にしかないんですよ。

以蔵：うーん、やっぱり脳のう内ないの妄想が一番ってことだな！（一同爆笑）

ＧＭ：一回りも二回りも小さくなってどうするんだ！（笑）

以蔵：だって本当の女はおっかないよ！　今回で懲こりた！（笑）

マーヤ：……これは帰るわけに行かなくなりました。

モルガン：どうした？

マーヤ：なんとかして、以蔵さまに子こ供どもを作る気になってもらわないと……。

モルガン：あ────────っっ！　タイムパラドックスが───！（笑）

ＧＭ：そういえば、以蔵の子孫が生まれた結果がＴＦＴにつながってる、って一巻で言ってたね。

以蔵：じゃあモルガンとマーヤに、どうした？　って振ふり向くよ。そのマーヤを見る目にはまったくいやらしさがない。

マーヤ：き、綺き麗れいな目をしている！

モルガン：初めてであった時は、メカッ娘こだ！　お前を待っていたんだ！　とあんなに言っていた以蔵が純じゆん粋すいな目でマーヤを見つめておる！

シャル：……お嬢じようさまのためには今のほうがいいんだが……紅葉くん。我われ々われを元の世界に戻すことは可か能のうだろうか？

ＧＭ：「はい。事じ情じようは……沙さ織おりさんとつながっていた時におぼろげに理り解かいしています」で、勇の手を握にぎって。「勇くんの……勇の特異点と、沙織さんの作った空間のねじれ、それに私の開けた穴あなを組み合わせれば、門を開き、他の世界を再生することもできるでしょう」

シャル：今しかないのであれば……と勇の方を見て。君はどうする？

勇：大いなる意志も粉ふん砕さいしちゃいましたしね……。

ＧＭ：どちらの世界に行ってもちゃんと六話に続くんでご安心ください。

以蔵：一いつ緒しよに俺おれたちの所に来てもいいんだぜ？　ふたりそろって。紅葉だけ飛べないけど。

モルガン：そういえば特異点は今、勇ひとつになっちゃったんだよね？

シャル：そうなりますね、沙織がそうしちゃいましたし。

マーヤ：一緒に来てもらうか残るかしかありません。

勇：……どうしよう。凄すごく悩なやんでる、僕ぼく。

シャル：紅葉はこっちの世界に来られないからな。

モルガン：他人を飛ばす能のう力りよくしかないと最初のうちに言げん及きゆうされておるからな。

ＧＭ：それが出来るんだったらとっとと逃にげとるですよ。

マーヤ：こちらに残れば、観かん測そく者しやであるもみじさんと、特異点である勇くんが別の世界に別れます。もう特異点を悪用することは誰だれにもできなくなるでしょうね。




　紅葉の手を握にぎり直し、眼鏡めがねをかけ直して、勇はさわやかに笑った。

「そういうことなら、この世界に残ります」




ＧＭ：お、わりと決けつ断だん早かったね。

マーヤ：こちらで、この世界を何とかするために戦うんですか？

勇：まあ、それもあるんですけど。今いま更さら僕がのこのこそっちに行ってうろついても、迷めい惑わくになるだけのような気もするんですよね。

マーヤ：本音を話してください。隠かくさずに。

勇：はっはっは、以蔵くん、愛していました。

以蔵：（沈ちん黙もく）

勇：噓うそだよ！（笑）沈しずめよ東とう京きよう湾わんに。

ＧＭ：このタイミングでかますには壮絶なボケだな（笑）。

勇：……僕には、彼女がいますから。ここが僕の居い場ば所しよであり、戦場です。

シャル：……そうか。がんばれよ。

勇：ええ。で、モルガンちゃんの髪かみをさくっと撫なでる。

モルガン：な、なんじゃ？（どきまぎして）

勇：いや、長い間ご苦労様です。と、色んな意味を込こめて言う。特異点とはお別れです。これからは自由に生きて下さい。

モルガン：ではふんと鼻を鳴らして強気っぽい振りをして。別に、おぬしがいなくなったところでどうなるわけでもないしな。

勇：はっはっは、モルガンちゃんはいいツンデレですね。いいんですよ、もっとデレて？

ＧＭ：その瞬しゆん間かん、紅葉が間かん髪はつ入いれずに手にブラックホールを纏って勇を殴なぐります。

勇：重力衝しよう撃げき波はで甲かん板ぱんにめりこみつつ、さわやかに笑ってます。シャルさん、あなたは最後まで僕に心を開いてくれなかった……いや、いいんですけどね。

マーヤ：これだけ開いていれば十分だと思うんですけどね。

シャル：私が心を開くのはお嬢じよう様さまだけだ。

勇：そういうところが実にいい、と投げキッスをする。そしてまた紅葉に殴られる。さらにめりこんではい出してくる。

以蔵：じゃあその直後に。もう二度と会えないだろうけど……。

勇：ああ。

以蔵：お前と過すごした日々、悪くはなかったぜ。

勇：ああ、今生の別れだ！

以蔵：ああ！　これっきりだ！　本当に寂さびしくなるぜ！

勇：言葉に出来ない！　君は最高の友人だった！

以蔵：そこまで言ってくれるのか！　ありがとう、友よ！

勇：ああ、君ほどの友人は見たことがない！　きっと、きっと、死んだシャンカラにとっての久坂勇というのは、僕にとっての君なんだと思う！　もう二度と会えないから！

勇と以蔵：ううううううっっ！

勇：ふたりでくんずほぐれずになって海に落ちよう。

マーヤ：仲がいいですね。男の人って。

モルガン：紅葉、飛ばしてやってくれ、とっとと。

ＧＭ：「はい……」

シャル：まあ、あれはあれで仲がいいのは間ま違ちがいではない。

マーヤ：では勇さん、また会いましょう。

勇：ええ、また会いましょう。

シャル：がんばってくれ。

以蔵：紅葉ー、元気でなー！




　紅葉が笑って手を伸のばすと、以蔵たちの身体からだはノイズのようになって消え始める。

　笑顔のまま、異い邦ほう人じんたちはエンドラインから去っていくのだ。

　もう、二度と会うことはないだろう。




以蔵：あ、お前にひとつだけ言ってなかったことがあるんだ！　と消える寸すん前ぜんになって。俺は、お前のことが……死ぬほど嫌きらいなんだーっ!!

勇：じゃあ見送るように振ふっていた手が、首をかっ切るポーズになる。

勇と以蔵：いぃぃやったあぁぁぁぁっっっ!!　あいつがいなくなった!!

モルガン：どうせ六話で再会するからって、楽しそうじゃなあお前ら（笑）。

勇：そりゃもう、キャンペーンの醍醐味ですよ（笑）。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：基き本ほんはこれで終わりなんですが、一いち応おう勇と紅葉の話だけしておきましょう。終わらないと気持ち悪いでしょ。

勇：まったくだ。じゃあ、船の上で紅葉に何があったかを話したということで。

ＧＭ：「そっか……じゃあ、わたしの知ってる以蔵はもうどこにもいないんだね……」と哀かなしそうに笑う紅葉。

勇：言ってしまえば、あなたの知っている国見以蔵を殺したのはこの僕ですから、それで恨うらみに思われたところで僕がそれを不服に感じる権けん利りはないでしょう。そう言って、シャツのボタンを外して胸むねを差し出すよ。

ＧＭ：「……恨むっていうのは実感がなくて無理かな。彼は、本当に完かん璧ぺきだった」遠い目をして、カモメを見つめて。

勇：げーっ！

ＧＭ：「何もかも。多分、あんな素す敵てきな人にはもう一生出会えないと思う」

勇：（必死に自分を指さす）

シャル：ものすごい勢いきおいで目をそらす他の乗組員（笑）。

勇：いや、今のはプレイヤーだから！　僕じゃないから！　イケメンチェンジ！

ＧＭ：「でも」と彼女はちょっと笑って。「あなたはここにいてくれるんだよね？」

勇：そうですね……許ゆるしてもらえるなら、ですが。

ＧＭ：「許すわよ。しょうがないじゃない」やっとそこで笑います。

勇：ふふ……。




　沈しずむ夕陽に照り映はえて、その名の通り紅葉は赤くきらきらと輝かがやいていた。

　笑みのこぼれる唇くちびるを勇の耳元に寄よせて、少女は甘あまくささやく。

「だって、やっぱりあなたはブラストハンドなんだもの」




モルガン：ああ、そうだね。この世界のブラストハンドはＵＧＮの英えい雄ゆうなんだもんな。

勇：そこまで言われるなら……始めますか、ブラストハンドを！

ＧＭ：では最後にマスターシーンはさんで終わりましょう。







◆Ending 02◆運命告げる流星


Master Scene






「ふぅ……」

　夜空を見上げて、もみじはため息をついた。

　物干し台を、初夏の風が吹き抜けていく。




ＧＭ：では最後にマスターシーンを。基本ステージのアパートで、もみじが空を見上げるシーンです。

以蔵：お、すっかり忘れてた（笑）。

ＧＭ：「以蔵……やらなくちゃいけないことがあるって言って、どこ行っちゃったんだろ？　あたしにこんな心配させてさ……」と、洗濯物を畳みながら言うもみじ。

勇：前回の描写を拾う形ですね。いいな。

ＧＭ：で、もみじが空に流れ星を見つけて。「……早くみんなが無事に帰ってきますように」と言ったところで、幕になります。お疲れ様でした！
















　　　PREPLAY




　あの狂きよう乱らんの第五話から、時は流れた。

　未いまだ春の訪おとずれを聞くこともない、厳げん寒かんの二月。

　東京は時ならぬ雪に覆おおわれ、激げき動どうの予感に震ふるえていた……。




ＧＭ：てなわけで今日も寒いですが頑がん張ばって遊びましょう。出しゆつ版ぱんされるころには暑くなってんでしょうけど……。

三田：小こ太刀だちー！　ハンドアウトをくれー！　ハンドアウトを聞いてから成長を考えるー！　そして有利になる！

矢野：最終話でも変わりませんねそこだけは。

三田：俺おれが強くないとイヤなんだよ！

ＧＭ：わかりました。そして今回は趣しゆ向こうがあります。

一同：ほう。

ＧＭ：あたくし、毎回毎回繰くり広げられる誰だれがＰＣ①か、という戦いに疲つかれました。よって今回はＰＣ番号というものを用意しておりません（一同爆笑）。

矢野：それは新しい（笑）。まあ、俺も実は一度くらいＰＣ①をやりたかった（笑）。

三田：うむ。真の主役はわらわであろう。

三輪：実は私ではないかと。

天：くそ！　なんでお前らはそんなにでしゃばりなんだ！　みんなが主役、みんなでゴールイン、それでいいじゃないか！（笑）

加納：グダグダにグダグダを重ねてここまで来たこの物語が、今さらそんなおためごかしで終わってたまるか！　主役は僕ぼくだ！（笑）

ＧＭ：じゃあサイコロ振ふって読み上げるハンドアウト決めますね。……（ころころ）まずは以い蔵ぞうから。




▼以蔵用ハンドアウト

ロイス：三み室むろ戸ともみじ　　　Ｐ：純じゆん愛あい／Ｎ：不安

　特とく異い点てんを生み出した〝大いなる意い志し〟は倒たおれ、キミは今度こそ懐なつかしいアパートに戻もどってきた。あらゆる戦いが終わり、今度こそキミにあの懐かしくも退たい屈くつな日にち常じようが戻ってくるのだ……！

　だが、キミを待っていたのは、いつになく深しん刻こくな顔をしたもみじだった。彼女は開口一番




天：（さえぎって）ストーップ！　もういい！　そこで止やめてくれ！　その先は聞きたくない！（笑）

ＧＭ：いや、聞かないとゲーム始まりませんよ。現げん実じつと直面してください（笑）。

三田：あなたが好きよ、かもしれないじゃん！

天：あなたが好きよは当然なんだけど、それ以外を言われると、俺はしょんぼりしてしまうので。

加納：（もみじになって）ねえ以蔵。好きな人が出来たんだけど、どうすればいいと思う？　もちろんあなた以外。

天：（絶ぜつ望ぼう的てきな顔をした後に机つくえに派は手でに突つっ伏ぷす）

加納：ねえ以蔵、勇いさみくんに告白しようと思うんだけど、どう言えばいいと思う？

三田：それはない（真顔）。

加納：なんでっ!?　三さん田ださんがひどいことを言うんだ、誰かやっつけてくれ！

ＧＭ：はいはい、続けますよ。




　彼女は開口一番キミを「バケモノ」とののしり、その場を去った。もちろんキミは追いすがったが、ついに彼女を街で見つけることはできなかった……。




天：化け物？　おいおい、ハニーハニー。何言ってるんだい？　んー？　でも服を脱ぬいだ僕はもっとモンスターだよ。

加納：現実を受け入れろよ！　せっかくダブルクロスみたいなハンドアウトなんだから！

ＧＭ：ダブルクロスなんだよ！　最初から！（笑）

天：う、噓うそだ！　もみじが俺を捨すてるはずがない！　これは悪い夢ゆめだ！

ＧＭ：だいたいそんな塩あん梅ばいで。では、次のハンドアウト。……（ころころ）じゃあモルガン。




▼モルガン用ハンドアウト

ロイス：三室戸もみじ　　　Ｐ：友ゆう情じよう／Ｎ：不安

　戦いを終えて戻ってきたアパートに、もみじの姿すがたはなかった。彼女は世界の真実を知り、姿を消してしまった。そして、彼女の存そん在ざいを示しめす証しよう拠こもまた、次々と消えていく。まずネットＲＰＧのアカウントが消え、次に表札から名前が消える。間ま違ちがいない。世界からひとりの少女が消えようとしているのだ。

　キミは真相を探さぐるべく、活動を開始した。




三田：ええええええ、アカウントが消えるじゃと!?　ばかな、わらわはこれから何をささえに生きていけばいいんじゃ！

矢野：落ち着いてください、これ、もみじのアカウントでしょう。モルガンのじゃない。

三田：もみじー！　もみじ、お主がおらんと連れん携けいが崩くずれるのじゃ！　あと、預あずけてあるレアアイテムが！

天：そっかー。もみじが世界の真実を知っちまったかー。ずっと話してたのになー（笑）。

三輪：知ることと理り解かいすることは別ですからね。

ＧＭ：まったくです。さて、次は……マーヤ。




▼マーヤ用ハンドアウト

ロイス：三室戸もみじ　　　Ｐ：好意／Ｎ：不安

　大いなる意志は倒れ、キミは元の時間軸じくに戻る……はずだった。だが目覚めたキミはあの懐かしい四よ畳じよう半はんの押おし入れにいた。一体何故なぜ？　何が起きている？　センサーを巡めぐらせたキミの知覚を、イーターの微び弱じやくな波動が震ふるわせる。

　キミは愛する人々と、時間の秩ちつ序じよを守るため、最後の戦いを開始した。




三輪：あ、ちょっと演えん出しゆつを変えていいですか？　原げん因いん不明でこっちに来たんじゃなくて、以蔵さまが女じよ性せいに興きよう味みがなくなったのをなんとかするためについてきたことに。

ＧＭ：お、それは構かまいませんよ。で、そこでイーターの存在を感知した、という流れですね。

三輪：ではそれで。なんとしても以蔵さまに未来を作っていただかないと！

天：いやもういいよ、女の子とかＰＣ①とかめんどい（笑）。

加納：わかりました。では僕が彼に代わって明日を作りましょう。

ＧＭ：タイムパラドックスを恐おそれないやっちゃなあ。ええと、次はシャル。




▼シャル用ハンドアウト

ロイス：三室戸もみじ　　　Ｐ：好意／Ｎ：不安

　クロドヴァへの帰国の途とにつこうとしていたキミを引き留とめたのは、愛するソフィアからの一本の電話だった。以蔵のアパートを中心に、これまでにない空間の異い常じようが検けん知ちされているという。さっそくアパートに戻もどろうとしたキミだが、タクシーの運転手はそんなアパートはないといい、歩いてたどりつこうにも、路地も町まち並なみも何もかもが違う。

　どうにかアパートにこそたどりついたが、一体、何が起きているというのか……!?




矢野：お、なるほど。基き本ほん的てきにロイスはもみじなんだな。

ＧＭ：はい、そういう趣しゆ向こうです。

矢野：しかし、町並みが変わってるってのは大がかりだね。案外別のステージに戻っちゃったのかな。

天：これでソフィアから「バケモノ！」って言われたら面おも白しろいな。

矢野：面白いっていうか、今さら何を言ってるんですか、お嬢じようさま、だよ（笑）。シャルとモルガンとマーヤはオーヴァードであることが日にち常じようなんだから。

ＧＭ：それもそうですな。さて、最後は勇。

加納：ふふ、主役ですからね。

ＧＭ：サイコロの結果だっつうのな！




▼勇用ハンドアウト

ロイス：三室戸もみじ　　　Ｐ：慕ぼ情じよう／Ｎ：不安

　キミは戦いの末に、愛する紅葉もみじを取り戻すことに成功した。もちろん、キミとＦＨの戦いが終わったわけではない。だが少なくとも、再さい挑ちよう戦せんのためにリングに上がることはできたのだ。

　そんなある日、紅葉がキミにこう言った。「あっちの私に、あの大いなる意い志しと同じ力が近づいている」と。それを知ったからには否いやも応おうもない。キミは紅葉の力で、ふたたび以蔵の元へと向かった。だが、その期き限げんは三日しかない……！




加納：（大げさに肩をすくめて）リアリィ？　パードゥン？

ＧＭ：なんで英語？

加納：なんとなく。ハリウッド映えい画がっぽいかなと。なんで僕は三日しかいられないの？

ＧＭ：時空間がどんどん遠ざかっていくので、三日ぐらいしかいられないの。

加納：じゃあ三日経たつとバチューン！　って弾はじけるんだ？

天：まあ勇、ゆっくりしていけよ。今回はちょっと歓かん待たいするよ。

加納：長なが居いなんかしないよ！（笑）もみじさんとシャルさんとモルガンちゃんとマーヤとソフィアさんを連れて帰るよ！（笑）

ＧＭ：前回綺き麗れいに終わったのにそれかよ！　未練たらたらだなあ。

天：そういえば、今回は全員ロイスがもみじなんだな。

加納：あ、そういえばそうね。

ＧＭ：まあ、ＰＣ番号均等化という意味もありますが、ひとつ仕掛けを思いついたので。詳しくは始まってから。

三輪：もみじさんのアパートが世界の中心みたいなものですからね。

ＧＭ：では、レベルアップ作業に入りましょうか。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：成長発表のコーナー！

加納（以下勇）：コーナー！

ＧＭ：今回はＰＣ番号などという愚おろかなものに縛しばられないため、ＧＭの左ひだり隣どなりから。

矢野（以下シャル）：我われ々われはついにその呪じゆ縛ばくから解とき放たれた。

三輪（以下マーヤ）：我々は自由だ！　フリーダーム！




▼国くに見み以蔵の場合

天（以下以蔵）：では便べん宜ぎ上のＰＣ①である以蔵から。で、帰ってくる途と中ちゆうに異い世せ界かいに迷まよい込こんで成長した（一同爆笑）。

三田（以下モルガン）：そ、それは新しいな！

以蔵：異世界の姫ひめ君ぎみを助けてほっぺにキスされて【感覚】が上がったりした。敏びん感かんになった。

シャル：微び妙みような表ひよう現げんだな。

以蔵：後、《折り畳たたみ》を覚えた。これは姫君の国からもらったマジックアイテムで、小箱になってて、どんなものも名前を呼よぶと吸すい込める。

マーヤ：ファンタジーかと思ったら中ちゆう華か風ふうなんですね。

以蔵：そうそう。で、意い気き揚よう々ようと帰ってきたらもみじにばけもの呼ばわりされる。ひどい！　あたしの何がいけないっていうの！

ＧＭ：人の話を聞いてないとこじゃないですかね（笑）。




▼久く坂さか勇の場合

勇：【肉体】が１上がって９になった。それから《血族》がレベルアップ。後、《夜や魔まの領りよう域いき》をおぼえてセカンドアクションができるようになった。そして僕は超ちようかっこよくなった。もう以蔵くんとは比ひ較かくにならない。

モルガン：必死じゃのう。

勇：うるさい！　僕はやっとつかんだ小さな幸せを守るんだ！　だからＧＭ、今回のセッションこそ僕はモテるよね！　モテると言ってくれ！

ＧＭ：あのな加か納のう。モテるモテないってのはハンドアウトとかで決めることじゃないだろ？

勇：あ、俺が決めていいんだ？　やったぁ！　僕、モテるんだ……うふふ……。

ＧＭ：夢ゆめの世界から適てき当とうに帰ってこいよ（笑）。




▼モルガン・ル・フェイの場合

モルガン：うむ！　ロストエデン以蔵がパーティに加わった！　具体的にはわらわの持っていたコネがロストエデン以蔵だったことになった！

ＧＭ：パラレルワールドとつながってるのか！

以蔵：というか、モルガンはロストエデンに取り込まれたりしないのか？

シャル：いや、別にオーヴァードがロストエデンを遊んだらプリズナーになるわけじゃないから。あれは正せい確かくには、オーヴァードの力と酷こく似じした力を使えるゲームの世界だし。まあ、なんで以蔵がもうひとりいるのかは知らん（笑）。

モルガン：やった！　戦力強化じゃ！　とか喜んでたらもみじがいなくなったのでもう必死で探さがす。で、その過か程ていで《壁かべに耳あり》が２レベルになった。もはや広大なネットの海もわらわの一部じゃ！

シャル：どこへ行こうというんですか。

モルガン：とにかくあらゆる局面で勝ちロールプレイを続けたいだけなんじゃー！




▼マーヤ・エンテュメーシスの場合

マーヤ：はい。エンドラインでたくさんデータが手に入ったので、人間を再さい生せいできるようになりました。《アウェイクン》です。これまでは牛肉しか作れませんでしたが、ついに人間の細さい胞ぼうが……。

ＧＭ：そういうとなんかエグいな。

マーヤ：ではここで解かい説せつをやめます。そして、メインプログラムを空間に刻きざみ込みました。これでチップが壊こわれても大だい丈じよう夫ぶ。具体的には《魂たましいの錬れん成せい》。

勇：これだけ４Ｄ10エフェクト持ってるＰＣはじめて見た。

モルガン：マーヤがジャームにならんことを祈いのるばかりじゃな。




▼シャルの場合

シャル：では、私だな。《集しゆう団だん統とう率そつ》を取りました。戦いの終わりが近いことを予感して、軍人としてなさねばならぬことをするために。

勇：おお、かっこいい。

ＧＭ：しかし、《集団統率》も代償がかなり厳しいでしょう。大丈夫ですか？

シャル：必要ならそうするさ。後、【精せい神しん】を１上じよう昇しよう。

ＧＭ：では、ＰＣ間ロイスですね。





＊　　　＊　　　＊






以蔵：あれ、順番はどうするんだ？　ＰＣ番号がないんだが（笑）。

ＧＭ：あ、それは決めてきています。以蔵から勇、勇からマーヤ、マーヤからモルガン、モルガンからシャル、シャルから以蔵。

以蔵：じゃあ俺おれは勇に対して友情と食しよく傷しよう。なに？　あんだけ大おお騒さわぎして別れたのに今さらこっちくんの？　帰れよ！　みたいな。

勇：へー。ところで、僕は向こうの世界の紅葉といい仲なんですが、君もこっちのもみじさんといい仲なんでしょう？　え、何？　化け物って言って逃にげた？　かわいそうー。

以蔵：いいだろう、その一言一言がお前をＰＣ①から遠ざけるんだ。

勇：いや、今のはプレイヤー発言なんで（笑）。

モルガン：加納、どこからどう聞いても、ただのＰＣ発言じゃ。

勇：なんですか！　なんですか！（ぷんすか怒る）

以蔵：いや、俺はもう悟さとりを開いた。モテるもモテないも一いつ緒しよよ、と。

マーヤ：な、なんとかしないと……。

勇：僕はそんなマーヤさんに慕ぼ情じようと恐きよう怖ふ。超かわいいんだけど、どっかでおっかない。

マーヤ：大丈夫ですよ（にっこり）。私は信しん頼らいと不安。不安は、最近あの人ネットＲＰＧばっかりやってるけど大丈夫かしら、と（一同爆笑）。

モルガン：大丈夫じゃー！　あと百年ほど遊んだら、五百年ほど眠ねむりにつくのじゃー！

ＧＭ：神話的なゲーマーですな、どうも。

モルガン：うむ！　ロストエデン以蔵もおるしな！　で、シャルについては有ゆう為いと脅きよう威いじゃ。今や人間でありながら竜りゆうや特とく異い点に匹ひつ敵てきする恐おそるべき勇者よ。

シャル：結局私だけＤロイスありませんからね。で、私は以蔵に同情と隔かく意い。前回のはさすがにかわいそうだな、と思ってるんだけど、異世界に飛ばされてパワーアップ、とか言い出したんでそれについては意味がわからない（笑）。

以蔵：ちなみに飛ばされた異世界の名前は決まった。異世界レネゲイディア（一同爆笑）。

シャル：それは面おも白しろい！（笑）

ＧＭ：わりとそれっぽく聞こえますね（笑）。おっと、そうそう。今回はシナリオ上にロイスを使ったギミックがあるので、あまり序盤にほいほい考えなしにロイスを結ばないようにしてください。

勇：最終話っぽいな。

マーヤ：わかりました、熟考します。

ＧＭ：では、ゲームを始めましょうか。







《折り畳み》　アイテムを縮小することで他人の目に触れさせないようにするエフェクト。

《夜魔の領域》　セカンドアクションを行なうブラム＝ストーカーのエフェクト。

《アウェイクン》　［昏倒］した味方を復活させることができるエフェクト。

《魂の錬成》　倒れても自らを錬成することによって復活するモルフェウスのエフェクト。

４Ｄ10エフェクト　読んで字のごとく、使用すると４Ｄ10点侵蝕率が上がるエフェクト。あまりにも扱いが難しいので、ほとんどＰＣには使われない。

《集団統率》　自分の指揮下にある味方を一気に行動させるノイマンのエフェクト。











　　　OPENING PHASE







◆Opening 01◆明日はどっちだ


Scene Player ─── マーヤ






　虚こ空くう。

　そこは、あらゆる次元と空間、時間と場所が交こう錯さくする数学領りよう域いき。

　無数の次元に並へい列れつして存そん在ざいするマーヤたちが、それぞれの情じよう報ほうを交こう換かんしあっていた。




ＧＭ：ではマーヤのオープニングから。イーターの情報を感知するところから。

マーヤ：以い蔵ぞうさまの押おし入れにある異い次じ元げん空間で、他の次元にいる自分と情報交換しています。議題は、こちらの以蔵さまが女の子に興きよう味みをなくしてしまったのでどうしようか、というもの。

シャル：……私はこのままでいいんだがな。

モルガン：とはいえ、マーヤが未来で作られないと我われ々われもどうなるかわからんでのう。

以蔵：大変だなあ（お茶飲んでる）。

マーヤ：で、延えん々えんと……五万時間くらい議ぎ論ろんした結果、とりあえずスッポンでも食べさせればいいんじゃない？　という結論を迎むかえます（一同爆笑）。

シャル：そ、即そく物ぶつ的てきだな！（笑）。

マーヤ：以蔵さまは若わかいですからまずは身体からだから。で、そこで現げん在ざいの空間の情報収しゆう集しゆうを始めたところで、イーターに気がつく、という演えん出しゆつで。

ＧＭ：なるほど。では、ほんのわずか、カケラもカケラ程てい度どですが、イーターの因いん子しがこの空間に残っていることにマーヤは気がつきますよ。

マーヤ：では、耳のアンテナがぴこぴこと動いて。イーターを確かく認にん。まだ残っていたなんて……。ＧＭ、それは即そく座ざに襲おそってくる感じですか？

ＧＭ：いいえ。ほんのかすかにイーターの匂においが残っている、とかそういうニュアンスですね。

マーヤ：とはいえ、以蔵さまのアパートにイーターが出現したのは、一巻かんのころのはず。今ここで匂いがするというのは変ですね。

ＧＭ：はい、そういうことです。

マーヤ：なるほど、了りよう解かいしました。




「危き険けん度どＣ、早めに対たい処しよしましょう」

　そうつぶやいて、マーヤは押し入れを出た。







◆Opening 02◆消えゆく思い出の日々


Scene Player ─── モルガン






　紺こん碧ぺきの空を切り裂さいて、巨きよ大だいなグリフォンのクチバシが迫せまる。

　モルガンの操あやつる魔ま法ほう使つかいが光の盾たてを張はると、岩をも砕くだくグリフォンの突とつ撃げきが静止した。

「今じゃ、ロストエデン以蔵！」

　モルガンが叫さけぶとともに、聖せい剣けんを手にした甲かつ冑ちゆう姿すがたの以蔵が跳ちよう躍やくする。袈け裟さ懸がけの一撃を浴びて、グリフォンは断だん末まつ魔まの悲鳴を上げて地に伏ふした。




ＧＭ：というわけでモルガン、あなたがネットＲＰＧで遊んでるシーンですよ。

モルガン：わ────い！

勇：本当にうれしそうですね、モルガンちゃん。

モルガン：うむ！　わらわのアヴァロンじゃからの！　ああ、なんとロストエデン以蔵は有ゆう能のうなことか！

シャル：プリズナーは普ふ通つうのキャラクターと違ちがって、思考と同じ速度で動きますからね。

モルガン：ログアウトできないということは経けい験けん値ちが無む限げんに溜たまっておるということであろうしのう。

ＧＭ：そうして聞くと、普通にパーティを組むにはいい相手ですね。ログアウトできないほうはたまったもんじゃないでしょうが。

モルガン：いいなあ、わらわもプリズナーになりたい！　そうじゃ、ロスト以蔵！　お主のアカウントをいじらせてくれ！（笑）

ＧＭ：「馬ば鹿か！　俺のアカウントが消えたら俺が消えて死ぬだろうが！」狼ろう狽ばいするロストエデン以蔵。

モルガン：ちょっといじるだけじゃ、ちょっといじるだけ！　……まあ、そんな生活を送りつつ、ソフィアともみじとチームでやってるんだけど、最近もみじがログインしてくれないんじゃ。

ＧＭ：（よし、本題に戻ったぞ）で、どうしたんだろうと思ってチームのアカウントを見ると、なんかもみじのアカウントが消えておるんですな。

モルガン：アルバート？　もみじの課金は十年分払はらったはずじゃろ？

ＧＭ：ローランドゴリラのアルバート先生ですね。では、チャットですぐに返信が。「いえ、そもそもロストエデンは無料ネットＲＰＧでございます」

モルガン：そういえばそうじゃった！　すばらしい！　退たい会かい記録は残っておるか？

ＧＭ：「いえ、そもそもアカウントの形けい跡せきがありませんなこれは」

モルガン：なんじゃとー！　管理会社は何をしておるんじゃ！　ぷんすか！

ＧＭ：「そもそも……失礼ですが、陛へい下か」

モルガン：ん？

ＧＭ：「もみじ、というのはどなたでしょうか？」

モルガン：は？　アルバート、おぬしまたウホホとか言い出す気か？　またドラミングか？

ＧＭ：まあ、その心配はわかります。特とく異い点てんパワーでカオスガーデンが無力化したのはついこないだですからね。「大だい丈じよう夫ぶです。頭ず脳のうは明めい晰せきです」

モルガン：一いつ瞬しゆん真ま面じ目めな顔になって。本気で覚えておらんのじゃな？　……わらわが住んでおるアパートに居きよ住じゆうしている人間の記録は残っておるか？　ほれ、振ふり込こみ先さきの住所があるじゃろう。三み室むろ戸ともみじじゃよ。

ＧＭ：「三室戸、三室戸……大家がそんな名前だったような気がしますな」

モルガン：……こりゃ明らかにおかしいぞ。ロストエデン以蔵！　しばらくの間離り席せきするぞ！　と言ってログアウト。




　ヘッドセットを外し、モルガンはひさしぶりに現げん実じつ世界に戻った。

　アパートに異い変へんが起きているのでは、のんきなネットＲＰＧ生活も続けられない。

　どうやら、自分が乗り出すしかないようだ。







アルバート　カオスガーデンに住む知性あるゴリラ。モルガンの副官的立場。











◆Opening 03◆帳とばりの彼方かなたへ


Scene Player ─── シャル






　ありとあらゆる人種と民族でごった返す成田国こく際さい空港。

　戦地に戻もどるべく、小さなトランクをひとつ下げて、シャルは第三国を経けい由ゆしてクロドヴァへと帰国する便を待っていた。




シャル：ＧＭ、戻ってきてからしばらく時間はあったのかな？

ＧＭ：一週間ぐらいですね。

シャル：なるほど。もちろんお嬢じよう様さまにはちゃんと報ほう告こくをした後で、しばらくはこの町とか世界情じよう勢せいを見守って、そろそろ帰っていいかなって、タイミングになったので帰ることにしよう。

ＧＭ：わかりました。では、空港に着いて国際線のロビーに入ったあたりでソフィアから電話が。「もしもし、シャル？」

シャル：なんですか、お嬢様？　今からそちらに向かうところですが。

ＧＭ：「実は、以蔵さんの部屋からまた空間の異い常じようが」

シャル：ま、またですか？　いや、実はなんとなくまだ終わりではない気はしていたのですが。《集しゆう団だん統とう率そつ》取るぐらいには。

以蔵：レネゲイディアに呼よばれてたからな。

ＧＭ：いや、そっちではなく（笑）。

シャル：空間異常とは？

ＧＭ：「前回より規き模ぼが小さいのですが、また別の世界にゲートが開いているような」

シャル：世界と世界の壁かべも、安くなったものですね。わかりました。マーヤとモルガンがいるので大丈夫だとは思いますが、一度そちらに戻ります。

ＧＭ：「すいませんシャル、いつもわがままを言って。ごめんなさい、よろしくお願いします」電話の向こうですまなそうにしてるのがわかる感じですね。

シャル：それには優やさしい声で返そう。どうぞお気になさらないでください。私はお嬢様のためならなんでもしましょう。と言って電話を切って、タクシーを捕つかまえて乗り込こむよ。

ＧＭ：では、アパートの近くにやってきますと、見覚えのある町まち並なみとは違ちがう感じ。

シャル：ん？　運転手、道が違うのではないか？

ＧＭ：「すいませんお客さん、この辺りでしたよね？」運転手のほうも、シャルが言ってるのと違うんじゃない？　という顔を。

シャル：えーと……そういえばアパートの名前なんだっけ。

マーヤ：三室戸荘そうでいいのではないでしょうか。

ＧＭ：それでいきましょう。

シャル：では、大通りから出てこの路地に入って、とナビゲートするよ。このあたりの地理は頭にたたき込んであるから。

ＧＭ：行くと、「いや、行き止まりですね」と板いた塀べいにぶつかります。

シャル：ん？　さすがにおかしいと思って、携けい帯たいのＧＰＳから地図を開こう。

ＧＭ：すると、携帯の地図には載のってないですね。

シャル：さすがに薄うすら寒いものを感じるな。いや、ここでいいと言って降おりよう。で、地図は違うけど、私の感覚は前のままなんだよね？

ＧＭ：そうですね。

シャル：じゃあ、自分の足と目で頑がん張ばってたどりつこうとしてみるよ。

ＧＭ：なるほど。ではアパートが特とく殊しゆなワーディングで隠かくされていることが分かります。

シャル：ワーディングか！　それじゃタクシーはたどりつかないな。では、そこで戦せん闘とうモードに切きり替かわって、油ゆ断だんなく遮しや蔽へいを取り始めるぞ。

以蔵：うお、シャルりん早！

シャル：これまでのすべてのトラブルは、以蔵かアパートを中心に発生しているからな。で、サポートスタッフを完全武ぶ装そうで招しよう集しゆう。アパートを包囲して、油断なく突とつ入にゆうの準じゆん備びをするぞ。

勇：まるで幽ゆう霊れい屋や敷しき扱あつかいですね。

シャル：自覚してないと思うが、あのアパートの危き険けん度はそれ以上だ（笑）。

ＧＭ：では、突入の構かまえを取ったところでシーンを切りましょう。







◆Opening 04◆もうひとつの世界から


Scene Player ─── 勇






　勇いさみは、紅葉をその手に取り戻もどした。

　そのことは、彼の記き憶おくの中にある暖あたたかい日にち常じようが戻ってきたことを意味しない。

　もしかしたらそれは永えい遠えんに戻らないのかもしれなかったが、それでも戦いをやめるわけにはいかなかった。

　久坂勇とは、そんな男だ。




ＧＭ：では次に、勇の導どう入にゆうとしましょう。エンドライン世界。まずは勇の日常から……。

勇：日常か。エンドラインってＵＧＮが普ふ通つうに学校にいったりもできないレベルなのかな？

シャル：基き本ほんステージで学校に行ってるＦＨみたいな感じだね。正体を隠して潜せん入にゆうしてるのはいるよ。

勇：すると僕ぼくは学校には行けないな。……じゃあカッ！　カッ！　カッ！　カッ！　とサーチライトが当たって。いたぞ、ブラストハンドだー！

以蔵：じゃあＦＨの連中が、ブラストハンドだ！　討うち取って名を上げろ！　と一いつ斉せいに飛びかかってくる。

勇：チャキン！　チャキン！　チャキン！　チャキン！（切り倒したポーズ）……ばたばたばたばたっ。さ、さすがブラストハンドだぜ……は～、かっこいいなあ僕。

マーヤ：最後の一言のせいで、妄もう想そうにしか聞こえませんね。

勇：そんなことないよ！　じゃあ僕はＦＨの収しゆう容よう所じよから色々仲間たちや子こ供どもたちを助け出したり、ＦＨの女エージェントといい仲になって、その子が僕をかばって死んだりしてる。

以蔵：（女エージェントになって）アディオス、勇。愛していたわ……。

勇：そんな感じそんな感じ。そんなわけで僕はＵＧＮでも調子に乗ってモテてるので、そのたびに紅葉に《漆しつ黒こくの拳こぶし》つきで殴なぐられたりする。あれ、以蔵と変わらないじゃん！

ＧＭ：いつになったらシナリオ進めるんだ、おまえは（笑）。

勇：すいません、お願いします。ボクがモテる話を。それが無理なら以蔵くんがモテない話を。

ＧＭ：えー（笑）。……じゃあ東京タワーの上あたりで。ひとつの事じ件けんを片かた付づけた後だと思いねえ。紅葉はまじめな顔をして「勇」。

勇：ん？　なんだい、紅葉？

ＧＭ：「今、あっちのもうひとりの私から……」

勇：あっちの？　あちらの、以蔵くんたちと一いつ緒しよにいるもみじさんですか？

ＧＭ：「うん……おぼろげにしかイメージが伝わってこないんだけど、何かとてもよくない気配が伝わってくるの」

勇：よくない気配？　彼女の腰こしに回そうとした手を引っ込めて真顔になる。

ＧＭ：あぶねえなあ。地上三百メートルだぞ。「そう、あの時私を取り込んでたイーターとかいう怪かい物ぶつと同じような気配に取り込まれているような気がするの」

勇：何だって！　イーターの仕し業わざか……それは確たしかに捨すて置けないと思うんですが、僕にはもうあちらに行く手しゆ段だんが……。

ＧＭ：「感じるの。彼女に向かって異い世せ界かいのエネルギーが流れ込んでいるのを」

勇：異世界のエネルギー？　それは特異点のような物？　それともまた違ちがうのか？

ＧＭ：「そこまではまだ分からない。でも、今ならその流れに乗せてあなたを送り込めるかも知れない」

勇：また、あそこに行けると？

ＧＭ：「……嬉うれしそうね」一いつ瞬しゆんこもる殺気。

勇：いやいや、気のせいですよ。

モルガン：（陰鬱な声で）「向こうのもみじさんの方がいいんでしょう？」

勇：いやいや、僕は君のいるこの世界が一番に決まってるじゃないか、ははは。それに向こうには以蔵くんがいる。また彼の顔を見るとなると、ちょっと憂ゆう鬱うつになる。と言いながら、少し嬉しそうになる。あ、今のはいいな。

マーヤ：（紅葉になって）「以蔵さんの方がいいのね？」

勇：（真顔で）そんなことはねえよ！　そこには行かない！（笑）

ＧＭ：やっべ、マジだ（笑）。ごめん、続けてくれ。

勇：……やれやれ。だが、あっちに行くとまた以蔵くんたちと関かかわることになるのかって言いながら苦く笑しようするんだけど、その顔はどこか嬉しそう。というちょっとツンデレっぽい挙動をして俺は人気取りを狙ねらう。

シャル：……小こ太刀だちくん、全部書け（笑）。

ＧＭ：そうっすね。

マーヤ：相変わらず捨て身の芸人魂ですね。

ＧＭ：すると紅葉は「勇」と言って手をきゅっと握にぎって。「あなたは、ブラストハンドだもんね」

勇：嬉しそうな顔になって。ああ、もちろん！　僕はブラストハンドだからね。分かった、じゃあ向こうのトラブルもきっちりブラストしてくるよ。さあ、どうやったら行けるんだ!?

ＧＭ：では紅葉がこう、差し出した手の中にきらきら輝かがやくゲートを生み出します。「でも……三日、それが限げん界かいだと思って」

勇：三日を過すぎるとどうなるんだ？

ＧＭ：「私たちのパラレルワールドは遠ざかっていってるから、三日経たつと……」

勇：帰れなくなる？

ＧＭ：「逆ぎやくよ。こっちに強きよう制せい的てきに引き戻もどされて、もう二度とあちらに行くことはできなくなる」

勇：なんと。

ＧＭ：「ただ、無む理り矢や理り戻った場合、あなたの体がどうなるかは責せき任にんを持てないわ。それこそ、五体がバラバラになるかもしれない」

マーヤ：時間が経つと、少しずつ向こうに戻っていくんですよ。まず片かた腕うでからとか。

シャル：時間を掛かけて細切れにされるのか、きつそうだな。

勇：痛いたーい！　怖こわーい！　だが、彼らを助けるために僕の力が必要だというのなら、僕はためらわないさ。

以蔵：良いこと言うな。

勇：君のためだよ（さわやかに）。




「すぐに帰ってくるよ。帰ってきたら……久ひさしぶりに紅葉の作った肉じゃがが食べたいな」

　そう言って、まるで隣となりのスーパーに豆とう腐ふでも買いに行くような気軽さで、勇は異次元への門をくぐった。

「本当、ヒーローなのよね……」

　残された紅葉が、すこし寂さびしそうに、そして、とても誇ほこらしげに、笑った。







《漆黒の拳》　重力波によって接近戦のダメージを上昇させるバロールのエフェクト。











◆Opening 05◆Back to Paradice


Scene Player ─── 以蔵






　みずからの日にち常じようを守り、そしてまた異世界においても少女を救った男、ブラストハンドこと国くに見み以蔵。

　だが彼の生活には、一分たりとも安息の時はなかったのだ。




ＧＭ：ではお待たせしました、以蔵先生。

以蔵：（間かん髪はつ入いれずに）じゃあそこで可か憐れんな少女がこう言う。「行ってしまわれるのですね、以蔵……」

シャル：本当にやるのか、その設定！（笑）

ＧＭ：お、面白いのでとりあえず続けてみましょう（笑）。

以蔵：ここは異世界レネゲイディア。ここはいいところだった、けれど、俺はもう行かなければならない。俺はプリンセスソラリスの前で別れを告げている。




　誰だれなんだ。




以蔵：さようなら、プリンセスソラリス。そこで、「いっちまうのかよ！」と勝ち気な女じよ性せいの声が。お前は勝ち気な女騎き士しサラマンダー！

勇：サラマンダーは双ふた子ごな。炎ほのおのサラマンダーと氷のサラマンダーの、褐かつ色しよくの肌はだをした双子。

ＧＭ：………………。

以蔵：そうそう、ツインサラマンダー。（サラマンダー姉妹になって）「やっと戦いにも勝って、この世界も平和になったじゃないか！　お前が行くなんてないよ！」

勇：「そうだよ！　お前、なんでこんなに早くいっちまうんだよ！」って顔を赤らめて。

モルガン：他にもブラックドッグと呼よばれる電でん撃げきを操あやつる女魔ま法ほう使つかいとかもいるね（笑）。

勇：小太刀が悟さとりを開いた顔になってる。




　どんなリアクションをすればいいというのだ。

　笑えばいいと思うよ。

　そうか。




ＧＭ：あれですか。帰り道に迷まよい込こんだとか？

以蔵：そうそう、次元の狭間とか落ちたんだよ。そんな感じの異い世せ界かいレネゲイディアを後にし。（ひとりで自分を抱きしめたりしながら）さよなら、以蔵。私の……そこから先は言っちゃ駄だ目めだ、プリンセスソラリス。またきっと会えるよ。

マーヤ：たとえ妄もう想そうでも、女の人に興きよう味みを示しめしたのはいいことです。

シャル：わからんぞ。永えい遠えんにあの妄想から帰ってこないかもしれん。

ＧＭ：そしてあなたが光の彼方かなたに消えて目覚めると、またいつもの汚きたない四よ畳じよう半はんの布ふ団とんの上にいます（一同爆笑）。

以蔵：……夢ゆめか！　じゃああっちでもらったアーマー姿で目覚める。

勇：面おも白しろいシーンだったなあ（笑）。さて、ミドルフェイズ（笑）。

ＧＭ：いや、何ひとつイベント起きてないから！（笑）

以蔵：ほんとだ！　ハンドアウトにレネゲイディアとか書いてない！（笑）




　当たり前である。




ＧＭ：さて、ドア越ごしに「以蔵？」といつになく真しん剣けんなもみじの声がします。

以蔵：ああ、なんだろう。とてもとても長い間離はなれていたような気がする。もみじとの思い出が走そう馬ま燈とうのように浮うかんで。そう、俺は彼女に会うために帰ってきたんだ。じゃあ、行こうか。といってそのまま扉とびらの方に。カツーンカツーンカツーン……。

ＧＭ：何、その足音（笑）。

以蔵：ブーツの足音。タタミの上だから、俺が口で言ってるんだけど（笑）。

ＧＭ：ではあなたがドアの方に近づいてくるともみじが言います。「待って、開けないで」

以蔵：どうしたの？　……もしかして、照れてる？

ＧＭ：「以蔵……」ドアに背せ中なかからもたれ掛かかる感じで開けさせないようにしたもみじが言います。

以蔵：あれ？　がちゃっがちゃがちゃがちゃっ。どうしちゃったの？　そんなに照れてるの？　がちゃがちゃっ。

[image: ]

ＧＭ：「以蔵、ふざけないで答えてね？」こう、いつもよりずっと真剣な声で。

以蔵：ああ、ふざけてないよ。いつも本気さ。




　すうっ、とドアの向こうで、一ひと呼こ吸きゆうする気配があった。

「レネゲイドウィルスって、何？」




以蔵：レネゲイドウィルスっていうのは、人を超ちよう人じんにする力さ。それがどうしたんだい？

モルガン：動じろよ！（笑）

以蔵：しょうがないだろ、いつもこうだったんだから！（笑）

ＧＭ：「こんな風に？」ともみじが答えると、あなたの部屋の片かた隅すみにあったゴミの山が、突とつ如じよ出しゆつ現げんしたマイクロブラックホールにのまれ、ごぼっと陥かん没ぼつします。

以蔵：な、何だ!?　ひぃっ！　こ、こ、これは……。

マーヤ：レネゲイドを知らない一いつ般ぱん人じんの反はん応のうだ（笑）。

以蔵：な、なんだこれはもみじ！

勇：以蔵くん、落ち着け！（笑）

以蔵：まさか！　開けて、開けて！　がちゃがちゃっ、がちゃがちゃっ！　開かない！　まるで大重力で押おさえつけたみたいに！　やめて、やめてよ！　……化け物───！

モルガン：お前か！　お前の台詞せりふなのかよ！（一同爆笑）

以蔵：先手を打ってやったぞ、この後お前が何を言っても説得力がなくなるぜ、もみじ！　はーっ、はーっ、はーっ。

ＧＭ：（まあ、この際さい拾ってしまおう）「………………」それには無言で答えない。

以蔵：いや、違ちがう！　化け物って一いつ瞬しゆん言いかけるけど、俺おれも実は化け物なんだから、化け物同士仲良くしよう。化け物だからって、もみじはもみじなんだ！

ＧＭ：（よし、ここだ）ではドアをがちゃっと開けて、もみじが手にブラックホールを纏まとってあなたをブン殴なぐります。「噓うそつき！　ずっと騙だましてたんでしょ!?」

以蔵：ごぶあっ！　吹ふっ飛ぶ。噓つき!?　どんな噓だ!?　俺は何も噓なんかついてないぞ？

ＧＭ：「そうやっていつも、冗じよう談だんってことにしてたんだよね」目の端はしにうっすらと涙なみだ。

以蔵：いや、冗談って思ったのは、お前、じゃん？

ＧＭ：「そうだよね、以蔵は優やさしいもんね」

以蔵：いや、あの、もみじ……さん？　いやほら、俺だってほら。見ろよ、ブラスト！　どぅぅぅんっ！　ほら、こんな能のう力りよく見せてたじゃん、お前が見ようとしなかっただけで。

ＧＭ：「……そんな風に言われたら……誰も見ようとしないよ」

以蔵：え、なんでなんで？　どうしたもみじ、なんか様子が変だよ？

ＧＭ：「そうやって真実から目をそらしてくれたんだね、ありがとう」

マーヤ：……よくないですね。ふたりとも、侵しん蝕しよく率りつが高まっています。

ＧＭ：（しぼり出すような声で）「でも……本当は、あたしのこと馬ば鹿かにしてたんだよね？」

以蔵：いや、どっちかって言うとお前が俺のことを馬鹿にしていたんじゃないか？　と言うんだが、その言葉は君の耳には届とどいているのだろうか？

ＧＭ：「分かったの。以蔵は、ずっとあたしのことを騙してた」

以蔵：まあ、一いち応おう黙だまって聞くけど。

ＧＭ：「本当のことを教えてくれなかった」

マーヤ：真実を隠かくすにはたくさんの噓の中に……。

ＧＭ：「あたしは以蔵のことを友達だと思ってたのに、大好きだったのに！」

以蔵：大好き！　俺だって好きさ、大好きさ！　愛していると言っても過か言ごんではない！

ＧＭ：「混まぜっ返さないで！　あなたは分かっていたはずだよ？　隠していたんでしょう、あたしが巻まき込まれないように。でも……教えてくれてもよかったのに」

以蔵：だから、何度も言ってるだろうこの馬鹿！　この世界には超ちよう人じん的てきなパワーもあって、俺は世界の正せい義ぎを守るヒーローだって、何度も何度も、口を酸すっぱくして言っただろう！

ＧＭ：「だから、そんな風に言われて信じる人間が、この地上のどこにいるって言うのよ！」

以蔵：じゃあ、どういえば君は信じてくれたんだ！

ＧＭ：泣き笑いになって、「分からないよ、そんなの……」

以蔵：そうか……でも、俺はお前のことをとても大切な存そん在ざいだと思っていた。

ＧＭ：「あたしはもう、そうは思えない」

以蔵：Why？　なんで？




「だって、分かっちゃったんだもん」

　嗚お咽えつ。

「以蔵はあたしの思っていた以蔵じゃなかったんだもん」




勇：ところで、君は今もみじさんが思いっきりエフェクトを使いまくっていることに何の疑ぎ問もんも抱いだかないのか？

以蔵：あ、うん。全然抱いてなかった。

シャル：以蔵は本気で他人に興きよう味みがないからな。

ＧＭ：もみじは目の端にじわっと涙をためて。

以蔵：え？　な、泣かないでくれよもみじ。

ＧＭ：「もう……以蔵とは会いたくない」

以蔵：あ……え……お……。

ＧＭ：「以蔵なんか大だい嫌きらい」

以蔵：それは、胸むねにずきゅーんと来るな。大嫌い……ここまで本ほん格かく的てきに拒きよ絶ぜつの言葉を言われるとさすがにくるなぁ。

マーヤ：さすがにジャームではありませんからね。

ＧＭ：「どんなにあたしのことを守ってくれても、どんなにホントにヒーローだったって言われても、そんなのあたしの好きな以蔵じゃない」

以蔵：………………。

ＧＭ：………………。

以蔵：俺たち……もう、やりなおせないのかな？

マーヤ：も、問題を日にち常じようレベルに戻もどした！（一同爆笑）

シャル：今まで何が始まってたんだ。

モルガン：多分何も始まっておらん。

ＧＭ：「元々あたしたち……なんでもなかったでしょ？」

以蔵：なんでもなかった……か。うん、でも君と過すごした日々はあったかくていい夢ゆめだった、ありがとう。このことは本当に感かん謝しやしてるよ。ただ、これだけは信じてもらいたい。俺は君のことはわりと……いや。

マーヤ：本音！　本音！

勇：この期ごに及およんで！　言葉を濁にごすな！

ＧＭ：じゃあ、もみじは「本当に以蔵は噓うそつきだね」と言ってそのまま立ち去っていきます。

以蔵：うおおおおお！　さ、さすがにショックだったんで慌てて追いかけて行くぜ！　でもハンドアウトに書いてあるんで見つからない！　ぎゃー！

シャル：ところで、一いち応おう聞くけどタイタスになったりする？

ＧＭ：この時点ではなりません。で、今回のシナリオでは同名のロイスはクライマックスまで取得不ふ可かとします。

以蔵：はいはい。あ、さすがにアーマーは脱いで探しに行くので。

ＧＭ：了解。あと、トンチも駄だ目めです。たとえ三室戸もみじじゃなくて愛するもみじとか俺のハニーとか、名字が変わったからオッケーとか。

勇：全人類とかは？

ＧＭ：ダメです（笑）。ではこれでオープニングを終わります。







　　　MIDDLE PHASE







◆Middle 01◆失楽園から


Scene Player ─── 以蔵






　もみじは去った。

　いつもの他た愛あいのないケンカではない。本当の意味で、彼女は去った。

　足を棒ぼうにして駆かけ回った以い蔵ぞうは、徒労感だけを背せ負おってアパートに戻ってきた。




ＧＭ：そしてミドル第一シーンは以蔵のシーンです。ハンドアウトに従したがって、街をさまよってもみじを捜さがして見つからなかった、というところで。

以蔵：とぼとぼとアパートに帰ってくるよ。

マーヤ：以蔵様、どこに行ってたんですか？　と言いながらすっぽん鍋なべを持って出てきます。

以蔵：じゃあ寂さびしそうに笑う。ああ、なくした物を捜しにいったけど、見つからなかったよ。

モルガン：以蔵、もみじのアカウントが消えたーっ！　と駆け下りてくる。

マーヤ：と、さきほどからモルガンちゃんが騒さわいでます。

以蔵：（超渋い声で）……もみじは……行っちまったよ。現げん実じつと虚きよ構こうの彼方かなたにな……。

シャル：いいから侵しん蝕しよく率りつ上げろよ（一同爆笑）。

以蔵：ごめん。あ、１上がった。

マーヤ：もみじさんが行ってしまったって……どういうことですか!?　と、鍋の熱さがつたわるぐらい接せつ近きんします。

以蔵：ちょっと待て。スッポン鍋で屋外でもまだ熱さが伝わってくるってことは、コークスで炊たいたやつか！

マーヤ：はい！　鍋の下は真っ赤に赤熱しています！　ちなみに温度は約二千度。

以蔵：ぎゃあああ！　やめろやめろ、それ以上近づくな！

モルガン：以蔵、どうするつもりじゃ！　このままではわらわのパーティが足りん！　と言いながらさらにスッポン鍋を以蔵に押おしつける。

マーヤ：いったい、もみじさんに何があったんですか!?　答えていただけるまで、このスッポン鍋を引っ込こめるわけにはまいりません！

以蔵：……あいつは……オーヴァードになった。

モルガン：え？

マーヤ：きょとんとした顔になります。

以蔵：（暗い顔で）……オーヴァードになって、俺を噓うそつき呼よばわりして出て行った。

モルガン：ちょっ、ちょっとおぬし。聞くのを忘わすれておったが、なぜ喧けん嘩かした？　おぬしともみじの喧嘩はいつものことじゃが、そのオーヴァードうんぬんは微び妙みように聞き捨ずてならんような気がしなくはないのじゃが。

以蔵：ここは特に脚きやく色しよくも交えず話そう。そもそもの事の起こりは俺が異い世せ界かいレネゲイディアから帰ってきて……。

シャル：そっからかよ！（笑）

マーヤ：い、以蔵さま？　なんですか、その異世界は？

以蔵：長い、キャンペーン五回分に匹ひつ敵てきするような戦いの後、俺は四よ畳じよう半はんのアパートに戻ってきた。

モルガン：ぐ────。うーん、ソフィア、おやつはあとでよいぞ。むにゃむにゃ。

以蔵：その時、俺おれの部屋の中に大重力場！　む、これは！　その瞬しゆん間かん、扉とびらの外から声がする。以蔵、以蔵……。これは君か？　そうよ、私がやったのよ。マイクロブラックホール。

モルガン：グ─────ゴ─────（爆睡）。

以蔵：モルガン、モルガン、こっからが本題だ。モルガン、モルガン、起きろ。……分かった、これは口づけでもしないと起きないのか？　ん、モルガン？

モルガン：ご────が────。ぼおおお（火を吐く）。

以蔵：熱い！　熱い！　ええと、何がなんだかわからなくなってきたぞ。そうだ！　マーヤ、空間記き憶おくを投とう影えいしろ！　俺の話じゃ要よう領りようを得ない！




　わかっているあたり、たちが悪い。




マーヤ：わかりました、と言って、虚こ空くうにさっきの顚てん末まつを映うつし出します。ほら、モルガンちゃん、起きて下さい。スッポンですよ。

モルガン：朝からこってりしすぎなのじゃー！　もぐもぐ。

以蔵：じゃあ俺もスッポンつつきながら画が像ぞうを見て、やっと冷静になる。……こりゃ怒おこるな。

マーヤ：怒りますよ！

モルガン：わらわの記憶の限かぎり、もみじは一巻かんの段だん階かいではワーディングで無力化しとった。つまり、この一週間ほどで覚かく醒せいしたことになる。

シャル：よし、そろそろ出よう。７点上がり。そこでやってきて、三人揃そろっていますね。

以蔵：この声はシャルりん！

マーヤ：シャルさん、お帰りになられたんでは？

シャル：なにか異い常じようは？

マーヤ：もみじさんがいなくなりました。とりあえず、スッポン鍋なべをどうぞ。

モルガン：しかもオーヴァード能のう力りよくに目覚めておった。何より肝かん心じんなことに、わらわのパーティのアカウントが消えた。

シャル：まあアカウントとスッポンはこのさいいいんだが。まず君たちに聞きたい。ここが《ワーディング》によって隠かくされているのに、なぜ気づかないんだ？

マーヤ：気づいていましたが、他に重要なことがあったので放っておきました。具体的には以蔵さまの子作りです。

シャル：……君はいつもそうだな。

モルガン：この一週間、部屋から一歩も出ずにずっとネットＲＰＧをしておったから気づかなかったんじゃ！

シャル：君もそうだな、いつも！（笑）

以蔵：俺は異世界レネゲイディアから帰ってきたばかりで……。

シャル：あまりにも、あまりにも痛つう切せつな理由が三つ揃って、すごく渋しぶい顔になります。ちなみにまだ《ワーディング》は張はられてるの？

マーヤ：《ＡＤワーディング》じゃないんですよね？

ＧＭ：いえ、通常の《ワーディング》です。原げん因いんについては、情じよう報ほうが集まらないと特定できないですね。

シャル：なるほど。実は、お嬢じようさまがこのアパートで空間の異常を検けん知ちしたと言ってきた。すぐに成田から戻もどったんだが、町まち並なみが変化していて、えらくたどりつくのに苦労した。

マーヤ：こちらもイーターの因子を確かく認にんしています。なんらかの因果関係はあるでしょう。

以蔵：この町がそんな風におかしくなってるのか。っていうか、俺さっき町中調べてきたんだよね？　町の様子変わってるって気づくの？

ＧＭ：いや、出てきて戻ってきたんで分かってるでしょう。さっきシャルがそうなったのと同じように、アパートが記憶と違ちがう場所にある気がします。

シャル：アパートを中心にして、異常が起こっているわけか。

マーヤ：だいたいの地図を空中に投影します。どうなってますか、ＧＭ？

ＧＭ：するてえと、ちょうどアパートを中心に、空間がゆがんでおります。

モルガン：ふむ。マーヤ、以蔵。特異点はどうなった？　わらわたちの周りでおかしなことが起こる場合、まず特異点の可か能のう性せいを疑うたがうべきじゃ。

マーヤ：特異点反はん応のうですか？　今まで計けい測そくされていたのとまったく同じものはありません。

シャル：で、君の中にその特異点がうっかり生えてきたとかそういうことはないのか？

以蔵：それなんだ。俺の中にあるかどうか分かるの、マーヤ？

マーヤ：今の時点では分かりませんが。探さがしてみますか？　とチェーンソーを取り出す。

以蔵：や、やめてやめて！　僕ぼくがふたりになっちゃう！

モルガン：そうすると、またぞろ勇あたりがどっかに転がっておるかもしれん。

以蔵：いやまさか、例えばこの下げ駄た箱ばこを開けたらいるっていうのか？

勇：よくわかりましたね、と言って登場。下駄箱に以蔵が手を掛かけた瞬しゆん間かん中から出てくる。

以蔵：お、お前は勇!?　どのツラ下げて戻ってきた！

勇：……話すと長いんですが……少しきょろきょろと見回して……もみじさんは？

シャル：いなくなった。状じよう況きようはこの通りだ、とマーヤに出してもらいつつ。

勇：コラーゲンがたっぷりだ。

マーヤ：それはスッポンの方です。こっちですこっち。

勇：あ、違うのか。ごめん。

シャル：……な、鍋じゃなくてな？　……勇、君はなぜここに来た？　いや、本当に君は勇なのか？

勇：とりあえずコラーゲンを摂せつ取しゆしながら。もちろん、あなたの勇です（さわやかに）。

シャル：以蔵の方を目で見て。どう思う？

以蔵：いや、見るからに勇……と言いかけて。違う！　違うよこいつ！　正体現あらわせ～！

シャル：じゃあ本物だな。

以蔵：は、迫はく真しんの演えん技ぎのつもりだったのに！

勇：久ひさしぶりです、あなたに会いに来ました、と言ってシャルの手を握にぎってしばかれる。

シャル：せいっ（投げ飛ばす）。

勇：ふっ、戯ざれ言はここまでです。で、もみじさんをどうした？

以蔵：こっちが聞きたい！　勝手に行っちまったよ、俺を捨すてて！

勇：君が守らないといけないんだろう、もみじさんは！

以蔵：もうあいつは自分で自分の身を守れるんだよ！

勇：どういうことだ？

以蔵：オーヴァードになったからな！　俺の力なんかもう必要ないのさ！

勇：それが君の結けつ論ろんか！　オーヴァードになったからってもみじさんを捨てるのか!?

以蔵：俺はもうブラストハンドじゃねえ！　本当のブラストハンドはあいつだよ……。

ＧＭ：ええええええ（笑）。

モルガン：それはそれとして勇、おぬしはもう戻もどらぬはずではなかったのか？　だからこそ特とく異い点てんと離はなれて悠ゆう々ゆう自じ適てきで過すごせると思っておったのじゃがの。

勇：そのつもりだったんですけれども、紅葉もみじに言われたんです。こちらのもみじさんに、あの大いなる意い志しと同じ影かげが近づいていると。

モルガン：大いなる意志と言うと、あの星ヶ丘沙織ほしがおか・さおりか。

以蔵：え？　だって前回倒たおしたじゃん、あいつ。

勇：まあ、あれと同じ物かどうかは分かりませんが。実じつ際さいにもみじさんの身に何かが起こったことは、このスカタンを見ていても確たしかなようですし。

以蔵：なんというか、売り言葉に買い言葉って感じでな。

勇：そんなわけで、実は僕に渡わたされたこの基き本ほんステージビザは三日間しか保もたないので。

マーヤ：そのようですね。空間フラクタルが非ひ常じように不安定ですので、このままですと勇さんがここにいられる時間は、せいぜい七十一時間近く。

以蔵：その時間を過ぎたら、勇はどうなっちまうんだ？

マーヤ：おそらく、ものすごい苦く痛つうと共に向こうの世界に還かん送そうされると思いますけど、その際に量子レベルで分ぶん解かいされる可か能のう性せいもあります。

以蔵：うーん、難むずかしい話はよく分からないが、とにかくゆっくりしてけ。

勇：できないっつってんだろ！　ぼやぼやしてたら！　僕は粉々になるんだ！

モルガン：ふーむ。そもそも一度、もみじはカルキめに乗っ取られておったからのう。

勇：僕はそのことを知らない気がする。

マーヤ：では勇さん、どうぞ、と言ってリプレイの一巻かんを差し出します。

勇：ああ、ありがとう。こんな本が出ているとは、便利な世の中になったものだ。

モルガン：そうそう、この時のわらわの活かつ躍やくじゃがの……。

以蔵：そう、あの時俺は危あやうくイーターに騙だまされるところだった。

シャル：いずれにせよ、もみじを捜さがすしかなさそうだ。それにしても以蔵。君はもう少し女性の扱あつかい方を覚えたほうがいい。

以蔵：でもシャル先生、あいつ最初からリーチかかっててテンパってたよ。

シャル：まあ、確たしかにな。だが危き険けん牌ぱいを思い切り振ふり込こんだのは君だ。

モルガン：（聞いてない）そうそう、一巻の[image: ]ページのわらわの決めポーズがいかにすばらしかったかというとじゃな……。

シャル：……モルガン、あなたは特異点から解放されたら、急に話の進行をやめましたね。そういうものだったんですか？

モルガン：だって、なんとなく今回はわらわが進行をしなくても勇とマーヤがやってくれそうな気がするんじゃよ。

勇：いいですか、僕はシナリオを進めようとする努力は出来ても、【社会】が１しかないんで情じよう報ほう収しゆう集しゆうはできないんです！

以蔵：大だい丈じよう夫ぶ、俺たちにはシャルりんとマーヤがついている、心配はいらない！

マーヤ：以蔵さま？　そういう他力本願がもみじさんを追い込んだんですよ？　とまたチェーンソーがぎゅいいいん、と登場。

以蔵：ひい。

シャル：ともあれ、もみじが以蔵の話を聞かなさすぎるのは確かだ。目の前で以蔵がキレているにもかかわらず、切々と自分の言いたいことだけを言うというのは、あの少女にしてはあまり考えられん。

マーヤ：いずれにしても、最悪の事じ態たいになっていなくて、まだよかったと思います。ジャームにならずにオーヴァードになれる人はほとんどいませんから。

モルガン：気になるのはそこじゃ。なぜオーヴァードになっておるんじゃ？　どのような段だん階かいで、どのようなきっかけを得ていつオーヴァードになった？　ＧＭ、わらわたちの知っている限かぎり、もみじの様子がおかしくなったのはいつの段階？

ＧＭ：ほんとうについさっき。以蔵のオープニングから、くらいの勢いきおい。

モルガン：わらわが最後に会ったときにはおかしくなかったのじゃな？

ＧＭ：そういうことです。

モルガン：それから以蔵に会うまでのほんの数時間の間にオーヴァードになり、急に以蔵の言うことを信じるようになった。

シャル：というか、むしろ微妙にねじ曲がった認にん識しきを。

モルガン：ねじ曲がった認識を覚えて、かつアカウントは消え始めて……。

以蔵：アカウントが消えたっていうのはいた形けい跡せきもなかったの？　それとも突とつ然ぜん消えたの？

モルガン：いた形跡がなくなったんじゃ！　記録どころか記憶まで消えておる！

以蔵：じゃあ、ちょっとだだーっともみじの部屋、三み室むろ戸との表札の前まで行ってどんどんどん！　と確たしかめてくる。

ＧＭ：するとついに初登場する大家さん、もみじの母親が出てきて。

シャル：い、いたのか……。

以蔵：大家さま。実は、ひとつ問いたき義ぎ、これあり。三室戸もみじなる人物は、この部屋の中におわしますでしょうか？　伏ふして、伏して、お尋たずねいたします。

ＧＭ：「あの、家や賃ちんなら待ってあげるから大だい丈じよう夫ぶだよ、以蔵くん。大丈夫？」と、おばさんは心配そうに以蔵を見ます。

以蔵：その答えですべてを察した俺おれは、はっ、ありがたき幸せにござる！　ざーっっ！　……いなかった。

シャル：というか、娘むすめがいるかどうか聞けばよかったんじゃないのか？

以蔵：それだ！　お、お母さん……娘を僕と作る気にはなりませんか!?

シャル：違ちがう！　思い切りブン殴なぐる。

モルガン：ああ、分かった分かった。《擬ぎ態たいの仮か面めん》を使って空中から以蔵の上にのっかかる。というわけでじゃ、わらわと一いつ緒しよにゲームをしておった娘さんはどうなった？

ＧＭ：「？　何かの間違いじゃないの、モルガンちゃん。うちに娘なんかいないわよ」

シャル：そう来たか。

モルガン：あい分かった！　じゃあお母様、アカウントを作ろう！

シャル：じゃあちょっとひっぺがしてくる。

モルガン：あーっ！　あーっ！　シャル、離はなして、アカウントをー！

シャル：子こ供どもの言うことなんで気にしないでください。失礼します。

ＧＭ：「……相変わらずにぎやかねえ、あの子たち」去りゆく一行を見送る大家さん。

マーヤ：これで分かったことがふたつあります。ひとつは通つう常じようのオーヴァードの能のう力りよくにしては、広こう範はん囲いすぎます。

以蔵：なんか特とく異い点てんみたいだな、それ。

マーヤ：近いです。そもそも、空間ポテンシャルに影えい響きようを与あたえられるほどのオーヴァードは、種類としてそんなに多くありません。もうひとつは、もみじさんは言動からして、明らかに情報ソースを外部に持っています。

シャル：その通りだな。誰かが教えたのでない限りは、あんな反はん応のうにはならんだろう。

モルガン：ねじ曲がった教え方をした者がおるということじゃな。

以蔵：そもそも、あれ本物だったのかな？

シャル：それすら分からんな。よし、調ちよう査さを開始するぞ！





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：では次のシーンに入る前に、今回のシナリオ用の、細かいステージルールを説明します。

勇：いやだなぁ、時間制せい限げんありそうだなあ。

ＧＭ：当たり前じゃん。一日を二ワークに分けます。昼と夜です。それから、シナリオ情じよう報ほう技ぎ能のうは〈情報：この街〉となります。

シャル：二ワークか。

ＧＭ：昼と夜の時間帯に一回ずつマイナーアクションとメジャーアクションを行なえます。で、今回は街をいくつかの場所に分けてあります。その場所ひとつに対して、各キャラクターがリサーチ可か能のうです。同じ場所に複ふく数すうのＰＣが登場してもかまいません。

モルガン：《壁かべに耳あり》を伸のばして正せい解かいじゃったな。

ＧＭ：時間は三日目のお昼までです。つまり、五回行動できます。

以蔵：つまり、三日目の第一ワークを終えたら終しゆう了りようだね。少なくとも僕は消える。

シャル：正せい確かくにはその時点でクライマックスに行くフラグが立っていなかったら、かな？

ＧＭ：そういうことです。もちろん場所ごとに情報が違ちがいますし、フラグが立った場合は、また別の情報が別の場所で出るようになったりします。

勇：今のところ分かっている場所を教えていただけますか？

ＧＭ：はい、現げん状じようは……。




　・学校

　・アパート

　・ショッピングモール

　・ＵＧＮ支部

　・エルキュールの部屋




ＧＭ：であります。

モルガン：エルキュールーッ!?

シャル：どこにいるんだあいつ？

ＧＭ：どこって、アパートの二階。

一同：まだいたのか！

以蔵：ＵＧＮ、懐なつかしい名だ。実はどこにあるか知らない。

シャル：そりゃ、以蔵には教えないだろ。

以蔵：うん。ＦＨのエージェントに本部はどこだ？　って聞かれたら所番地まで、冥めい土どのみやげに教えちゃうんで。

ＧＭ：それから、各ＰＣ専せん用ようの場所があります。シャル専用のクロドヴァ、モルガン専用のカオスガーデン、マーヤ専用のＴＦＴ、勇専用のエンドライン。

以蔵：マスターマスター、俺専用の世界がないんだが。

ＧＭ：ないです。この世界は君の世界なので。では、第一ワーク・昼間の行動を決定してください。行く場所を決めてからそれぞれの描びよう写しやを行ないます。

モルガン：どうしたものか。カオスガーデンに最初に行くべきか、他で情報を集めてからカオスガーデンに行くべきか、悩なやむのう。

シャル：専用の場所には何かしらの情報があるはず。逆ぎやくに言うと難なん易い度どが高い可能性せいがある。

勇：そうなると後になってダイスボーナスがついてから調べるほうが有利かもしれませんね。二度手間が一番おっかない。

以蔵：ＧＭ、情報技能はどこが何に対たい応おうしているのか教えて貰もらっていい？

ＧＭ：いいですよ。学校、アパート、ショッピングモールは〈情報：噂うわさ話ばなし〉と〈情報：この街〉です。

以蔵：はいはい。

ＧＭ：カオスガーデンは〈情報：自然〉です。エルキュールの部屋はあんなんでも一応〈情報：社交界〉と〈情報：クロドヴァ〉です。ＵＧＮは〈情報：ＵＧＮ〉。

モルガン：ならわらわはＵＧＮじゃな。コネがあるで。

ＧＭ：ＴＦＴは〈情報：宇う宙ちゆう〉で、エンドラインは一応〈情報：ＵＧＮ〉です。

マーヤ：とすると最初はアパートだな、私は。

シャル：まあ、エルキュールと話ぐらいはするか。まさかまだいるとは思っていなかった。

マーヤ：私はショッピングモールを調べてみます。

以蔵：俺はアパートを。で、始める前に少しぐらい真ま面じ目めな顔で、みんな、協力してくれるかい？　と聞く。もみじに謝あやまらないといけないみたいだからな。

マーヤ：当然です！　力強くうなずく。

勇：まあ、そのために来ましたからね。

シャル：大たい抵てい、君の関かかわるトラブルは世界に関わるからな。いたしかたなかろう。

モルガン：それにじゃ！　特とく異い点てんが失われた以上、わらわはもう働かずにすむはずだったんだじゃ！　なんとしても勇を追い返すんじゃ！

以蔵：お、お前……（笑）。

モルガン：働きたくないんじゃ───！　絶ぜつ対たいに働きたくないんじゃ────！

マーヤ：はいはい、ゲームするために働いてくださいね。

モルガン：あうーあうー。

以蔵：よし、じゃあ連続だけどオレから行くぜ！







コークス　石炭を蒸し焼きにして不純物を抜いた燃料。高い火力が得られるために、中華料理やスッポン料理には欠かせない。

ＡＤワーディング　イーターのみが展開できる、オーヴァード以外は完全に動作不能になるかイーターの支配下に置かれる特殊なワーディング。











◆Middle 02◆あの日、桜さくらの木の下で


Scene Player ─── 以蔵






　いつもの廊ろう下か、いつものアパート、いつもの角部屋。

　だが、何かが違ちがう。もみじのいないそこには、ぬくもりが感じられない。

　皮ひ膚ふから上ってくる不気味な焦しよう燥そう感に耐たえながら、以蔵はまっすぐ、彼女の部屋を目指した。




以蔵：もみじ、必ずお前を捜さがし出してやるぜハニー。で、アパートをくまなく捜そう索さく。ふふーん、どこかな？

ＧＭ：分かりました、〈知覚〉で判はん定ていしてください。難易度は８です。

以蔵：あ、王女のキスで敏びん感かんになった俺はダイス４個も振ふれる。よし、成功。

ＧＭ：では、あなたはかろうじてまだ彼女の部屋の場所は覚えています。

勇：げ、忘ぼう却きやくする判定があるのか！

シャル：え、何？　以蔵の認にん識しきもだんだんぼやけてるの？

ＧＭ：だんだんぼやけてきております。今は場所の記憶が曖昧になる程度でもみじのことを忘れたりはしませんが、この後はわかりません。

モルガン：やっばー！

シャル：やべっ！　ＰＣだから安心してました、はい。

勇：怖こえ────っ！　それは怖こわい！

ＧＭ：では、あなたがもみじの部屋のドアを開けると、そこはまるで誰もいなかったかのように綺き麗れいに片かた付づけられています。

以蔵：……空き部屋、じゃないよな？

ＧＭ：ただ、部屋の真ん中に見み慣なれたちゃぶ台がひとつあって、その上に生徒手帳があります。

以蔵：お、これは……？　手にとってみるよ。

ＧＭ：生徒手帳を手に取ると、名前も何も書いてありません。

以蔵：くんくん、もみじの香かおりがする。

ＧＭ：……そんな感じです。

以蔵：中には何も入ってない？

ＧＭ：写真が一いち枚まいだけ挟はさまっています。

以蔵：お？　ぱらり。これは……。

ＧＭ：そうですね、高校入学の時にしましょう。あなたともみじが桜さくらの前で並ならんで写っている写真です。

以蔵：じゃあ、もみじが俺と腕うでを組んでピースサインをしていて、俺がいやがってる感じで。

マーヤ：え、逆ぎやくだったんですか！

勇：お前、高校デビューで何変わっちゃったのよ！

シャル：さすがにちょっと意外だった（笑）。

勇：なんでそんな昔は純じゆん情じようそうなのよ？　こんな今はたぎってるのに。

以蔵：まだこの時は斜しやに構かまえてたんだよ！　そういうのが格かつ好こいいと思ってたんだ！

ＧＭ：あー、なんつうか高校生らしいっすね、それ（笑）。

以蔵：一いち人にん称しようが僕ぼく、だったのを俺に変えたり、弁べん当とう持ってかないで学食で喰くうのがかっこいいとか、Ｊ─ＰＯＰやめて洋楽にするとか！（笑）

勇：本当にわかりやすいな、君は（笑）。

シャル：しかし、あれだな。この写真からもみじが消えるときはやばいな。

モルガン：うむ。以蔵が全然関係ない女の子と腕組んでたり、小太刀右京之介こだち・うきようのすけと入れ替かわったりとかじゃな。

マーヤ：人の認識や自じ我がは記き憶おくに依い存ぞんしますからね。

以蔵：じゃあ、誰だっけ……？　そうそう、もみじだ、もみじ、と言いながらその写真を懐ふところに入れるよ。で、部屋を出て行く。

ＧＭ：わかりました。ではシーンが閉とじますよ。







◆Middle 03◆学園にて


Scene Player ─── 勇






「懐なつかしいな」

　まぶしそうに、勇はほんのわずかな間通った校こう舎しやを見上げた。

　青々と茂しげった街がい路ろ樹じゆからは、降ふるような蟬せみの声。夏休みももう近い、そんな平和な昼下がり。

　ひとりの少女が消えたことなど、誰も気がつくはずがない。




ＧＭ：では次は学校、勇のシーンとしましょうか。あなたが学校に行くと、ちょうど授じゆ業ぎようを終えて校門から出てきた女生徒たちが「あ、勇くんどうしたの!?」と駆かけ寄よってまいります。

勇：じゃあ僕はここで再ふたたび女生徒たちにロイスを取ります。前回昇しよう華かしちゃったんで。

ＧＭ：そ、そうか。

勇：（いきなり女生徒になって）「もう、突とつ然ぜん転校しちゃうなんて、すごくショックだったんだからー！」（勇に戻ってさわやかに）ちょっと忘わすれ物をしてね。

ＧＭ：なんだこのひとり芝しば居い（笑）。落語じゃないんだから。

シャル：いやあ、ひからびたヒトデに水を与あたえるとぷくぷく膨ふくらむよなぁ……。

マーヤ：矢や野のさんがものすごい味のある顔をしていて、読者のみなさんにお見せできないのが残念です。

ＧＭ：「忘れ物？」「えー、それって何？」「また学校に戻もどってくるの？」と女生徒たち。

勇：実は、ずっとここに帰ってくるってわけじゃないんだ。ごめんよ、僕の子こ猫ねこちゃんたち。で、判はん定ていをしますよ。もみじさんについて聞き込こみます。

ＧＭ：難なん易い度どは８です。〈情じよう報ほう：噂うわさ話ばなし〉か〈情報：この町〉で。

勇：判定は成功です。三室戸もみじさんについて聞きたいんです、ほら、クラスメートの。

ＧＭ：では彼女たちは「もみじ？　誰だっけその子？」「うーん……あ、なんかクラスの隅すみの、目立たない子だったような気がする」と、反はん応のうを返します。

勇：ええ、そんな子だったっけ!?　違ちがうような気がするぞ。

マーヤ：コンパクトにたたみ込んだ、キレのあるフックを放つ子です。

ＧＭ：違うよ！　さらっとウソを織り交ぜるな（笑）。で、分かるのはなんとなくみんながもみじのことを忘れつつある。進行形でだんだんあやふやになってるんですね。「あれ？　一組だったっけ？　それとも三組だったっけ？」とか。

勇：これはまずいですね。他の友達にも聞いてみましょう。おーい、小太刀右京之介くん、右京じゃない之介くん！

ＧＭ：……ま、まあいいんすけどね。「俺おれたちにいったい何の用だ」と下校中のふたりが。

勇：いや、忘れ物を取りに来たついでに、もみじさんに挨あい拶さつしたいんですが。三室戸もみじさんですよ？

ＧＭ：「もみじ？　ああ、もみじなあ……いたようないなかったような」

勇：思い出してくれ。ほら、以蔵くんに関かかわってたあの奇き特とくな女の子だ。そう言って、携けい帯たいに保ほ存ぞんしたもみじさんの写真を見せるよ。判定に成功したから持ってていいよね？

ＧＭ：構かまいませんよ。しかしいつ撮とったんだ。

勇：いいじゃないですかそんなこと。

ＧＭ：じゃあ、右京じゃない之介が、「ああ、この子だったら屋上の方で見たような見なかったような」と答えます。「たしか屋上だったと思う。ついさっきだよ」

勇：屋上!?　ついさっきと言いましたね、右京じゃない之介くん！　と言って、屋上目指して走り出します。

ＧＭ：わかりました。では、屋上につくのは次のワークとなります。

勇：了りよう解かい了解。ありがとう小太刀兄弟！

モルガン：しかし、あの二人って同時に存在することがあったんじゃなあ……。







◆Middle 04◆ドラゴンとリヴァイアサン


Scene Player ─── モルガン






　モルガンは焦あせっていた。

　ついに取り戻したはずのアヴァロンが、こぼれる砂すなのように消え去ろうとしている。

「この時代に、竜りゆうの居い場ば所しよはもうどこにもないというのか？」

　あきらかにズレた自問自答をしながら、モルガンは街を疾しつ走そうする。




ＧＭ：では、モルガンのシーンですね。ＵＧＮに向かって調ちよう査さするんでしたっけ？

モルガン：うむ！　わらわはネットＲＰＧがしたい！　ネットＲＰＧさえできれば、セッションの進行などどうでもいい！　もっとゲームがしたいんじゃー!!




　どうでもいいのか！




シャル：どっちかというと三田さんの本音にしか聞こえないんですが（笑）。

モルガン：もっと暇ひまでもいいよね！（カメラ目線で）

勇：帰ってこい三田さん！　ほら、黒くろ飴あめだよー。

モルガン：黒飴あまーい。というわけで〈コネ：ＵＧＮ幹かん部ぶ〉を使って霧きり谷たにに電話じゃー！　わらわのネットＲＰＧ環かん境きようを回かい復ふくさせるためにＵＧＮの総そう力りよくを動員するのじゃ！

ＧＭ：では霧谷は涼すずしい声で「分かりました、いいでしょう。難なん易い度どは12です」と答えます。

モルガン：12!?　高いな。

ＧＭ：なんせ再さい試し行こうできますからね、今回の難易度は基き本ほん的てきに高いですよ。

モルガン：《壁かべに耳あり》も使おう。これで７個こ振ふれる。……だめじゃ、８！

シャル：駄だ目めか！

モルガン：なんじゃと、霧谷！　分からんじゃと！　おぬしまでわからんとはどういうことじゃ！　三室戸もみじについて調べてくれればいいんだ！

ＧＭ：「すいません。うちも市役所ではないので、オーヴァードじゃない人間までは」

モルガン：オーヴァードなんじゃ！　ついさっきから！

ＧＭ：「そっちの担たん当とうの方に後で連れん絡らくさせますんで」こう、あきらかに忙いそがしそうに。

モルガン：ちょっと待て、おぬしは最近ロストエデンにも来てないくせに、何が忙しいと！

勇：（突然霧谷になって）「はい、おっしゃることはごもっともなんですけれど、申し訳わけありませんがこちらの方で承うけたまわることができませんので、今から申し上げます電話番号の方に、お手数ですがお掛かけ直し願えますでしょうか？」（すごく流麗な口調）

モルガン：霧谷！　霧谷！　霧谷ーっ！　ツーツーツー。

ＧＭ：ではシーン閉とじて、マーヤ行きましょうか。







◆Middle 05◆ぬくもりの欠片かけらを探さがして


Scene Player ─── マーヤ






　昼下がり、夕食の買い物をする客でそれなりににぎわっている郊こう外がいのショッピングモール。

　いつもマーヤが、もみじとともに買い物をしていた場所だ。




ＧＭ：ではマーヤですね。ショッピングモールか。

マーヤ：がっしょんがっしょんと、買い物かごを持って買い物しています。

シャル：（子供になって）「ねえママ、ロボ……」

勇：（母親になって）「指さしちゃいけません！」

マーヤ：耳がピコピコ動いて。

ＧＭ：まあ、いい加か減げん周りも慣なれてるんじゃないでしょうか。

シャル：基本ステージにもロボット兵器とかあるからなあ。「そういうものなんです」と言われたらそれ以上突つっ込まない……のかも。

マーヤ：では空間にアクセスして、もみじさんの記き憶おくをダウンロードしようと試みます。

ＧＭ：わかりました。《サイコメトリー》を使うのであれば、追加で情じよう報ほうが出ます。難易度は８です。

マーヤ：……ダイスが厳きびしいので、ここでジェネシフトします。

勇：ええええ!?　それ、ちょっと無む謀ぼうじゃないですか？

マーヤ：今振れるダイスが２個なんです。せめて３個は振りたいですし、時間は無む駄だにできない。……19％上じよう昇しよう。侵しん蝕しよく率りつが64％に。

モルガン：《サイコメトリー》なら得られる情報があると言われるとのう。

マーヤ：そういうことです。《サイコメトリー》＋《錬れん成せいの掟おきて》で達成値ち８。あぶないあぶない。

ＧＭ：成功ですね。ではマーヤのモニターに情景が映うつります。数時間前の光景ですね。もみじがなんか売ってるものを手にとって、「以蔵、これ好きだったな……もう一回ぐらい作ってあげればよかったかな」とか言っている。

以蔵：うおおお、お、思い出になっちまってる!?

ＧＭ：あんこの入っているプリンを取って。「以蔵、これ好きだったな……何が美味おいしいのか分からないけど」と、くすっ、と笑う。

マーヤ：まだ未練はある。大だい丈じよう夫ぶですよ以蔵さま……とか考えてる。

ＧＭ：で、最後に立ち去るときにそこらのおばちゃんが、「あ、もみじちゃん。今日は学校は？」って声をかけます。

シャル：ん？　おばちゃんたち反はん応のうしてるの？

ＧＭ：はい。反応しております。で「うん、もういいんだ。ありがとう」と笑ったもみじが、おばちゃんたちに《忘ぼう却きやくの彼方かなた》。

一同：あ───────！

モルガン：ソラリス／バロールか！

勇：しかし、恐おそろしいことが分かってきましたよ。もみじさんがみんなに《忘却の彼方》を使っていくとすると、もみじさんの侵蝕率がうなぎのぼりですよ。

マーヤ：これはまずいですね。買い物を終えて、みんなと合流しましょう。

以蔵：そういえばマーヤ、何買ってるの？

マーヤ：以蔵さまの荷物には限げん界かいがありますし、空気や雑ざつ草そうだと効こう率りつが悪いので、合成の元になる分子構こう造ぞうが目的物に近いものを買ってるんですよ。

以蔵：……えーと、よくわからん。

マーヤ：つまり、タンパク質しつで出来た絹きぬや毛糸の端は切ぎれとか野菜屑くずとかですね。

勇：それがあのスッポン鍋なべの材料だったんですか。

マーヤ：はい。あと、データがないものは作れないので、こまめにお料理の本とか調味料とかは仕入れてます。

ＧＭ：なるほどなあ。聞いて納なつ得とくの舞ぶ台たい裏うら。では最後がシャルかな。







ジェネシフト　マイナーアクションを消費して、侵蝕率を上げる行為。











◆Middle 06◆エルキュールふたたび


Scene Player ─── シャル






　ある時は頼たよりない味方、ある時はそれなりに有ゆう能のうな敵てき。

　シャルとエルキュール・ド・サンドリヨンはそんな関係である。

　その腐くされ縁えんがこうも込こみ入った関係になったのも、元はといえば以蔵のせいだと気がついて、シャルは何とも言えない顔になった。




シャル：じゃあエルキュールの部屋に行くよ。なんとなく行ったらドアにまだエルキュールって表札が出てて、いるのかな……？　と。

ＧＭ：がちゃっと開けると、四よ畳じよう半はんが金の力で改造されていて、ロココ調のシャンデリアとかがぶら下がっていたりしております。

シャル：………………。




「君は、何をやっているんだ？」

　うんざりした表ひよう情じようで、シャルはデスクのノートパソコンに向かってなにやら作業をしているエルキュールに声をかけた。




ＧＭ：ではエルキュールは「どうした、シャル？」と不思議そうに。

シャル：いや、どうしたじゃなくて……。

ＧＭ：「私は、今アメリカの小麦相場に介かい入にゆうするので忙いそがしいんだが」キーボードを叩たたきながら。

モルガン：ま、まともな仕事をしておる！　このリプレイが始まって以来じゃ！

シャル：……君はアパートがワーディングで覆おおわれていることに気づいていないのか？

ＧＭ：「気づいていたが」冷静な声で。

マーヤ：もしかして、部屋から出られなくなったんでしょうか？

ＧＭ：いや、そうじゃなくて。「何かが動き始めているのは間ま違ちがいない」と真ま面じ目めな顔で。

シャル：そんなことは分かっている。君はここで何をしているんだ？　小麦相場なのか？　小麦相場なのか!?（笑）

ＧＭ：じゃあ、つーって汗あせが伝って。「何か起きているのは分かってるんだ！　だが！」




　ちょっと泣き出しそうな声でエルキュールは答えた。

「何をしていいのかわからんのだ！」




ＧＭ：「とりあえず仕事でもしておくしかないじゃないか！」

シャル：（頭を抱えて）根は真面目なのだな、君は……。

モルガン：事じ態たいを改かい善ぜんさせない類たぐいのまじめさじゃな。

シャル：ひとつだけ確かく認にんしておこう。ここの大家の娘むすめのことを知っているか？

ＧＭ：「三室戸もみじだな。何を今さら確認しているんだ？」ちょっと不思議そうに。

シャル：覚えているか。まあ、さすがに一度は誘ゆう拐かいしただけのことはあるな。

ＧＭ：「名前程てい度どだがな」ここで、〈交こう渉しよう〉判はん定ていを行なって下さい。難なん易い度どは８です。

シャル：よし、ＦＨ戦せん闘とう服ふくがあるからサイコロは増ふえるぞ！　成功だ。もみじの異変について話すよ。何か知っていることはないか？

ＧＭ：ではエルキュールは作業の手を止めて。「この地上にいるほとんどの人間が、潜せん在ざい的てきにレネゲイドに感かん染せんしている可か能のう性せいがあることを知っているか？」と聞きます。

シャル：クロドヴァで聞いたことがある。十数年前、ジェット気流でまき散らされたレネゲイドウィルスが地球上に広がったと。

ＧＭ：「そうだ。財ざい団だんもそれを調ちよう査さし、オーヴァードの秘ひ密みつを知った。オーヴァードがジャームになるかどうかは、我われ々われの研究によるならば、記き憶おくにその多くが拠よっているらしい」

シャル：ふむ。続けてくれ。興きよう味み深ぶかい話題だ。

ＧＭ：「覚えられているかどうか、つまり、周囲を含ふくめた記憶そのものが、個こ人じんの人じん格かくを規き定ていしているのだ。これは脳のう医学的に証しよう明めいされている。我々は人間関係を含ふくめて、我々なのだ」

シャル：……では、今のもみじの状じよう態たいが進行すると、どうなる？　彼女が誰だれからの記憶からも消えてしまったとすれば？

ＧＭ：「考えられることはふたつだ。ひとつは彼女がジャーム化する」

シャル：ありそうな線だな。

ＧＭ：「もうひとつだが、仮かりにジャーム化しても、我々はそのことに気がつくのだろうか？」

シャル：ほう？　さすがに表情が変わる。

ＧＭ：「たとえば、お前が私の部屋がここにあることにこの一週間気づかなかったように、誰だれも彼女のことを覚えていなければ、そもそも彼女がジャーム化しようがしなかろうが、世界にとって何の影えい響きようも与あたえないのだ」

シャル：なるほど、それは考えなかったな。ジャーム化して影響を与えない。暴ぼう走そうして誰かに倒たおされたとしても、誰も覚えていなければ問題がないわけだ。

以蔵：や、やべえ！　これはやばい！

勇：やばいよ。わりとマジでやばい。殺されるよりたちが悪い。

シャル：ではイヤな想そう像ぞうをした後で。ありがとう、役に立った。で、そこまで予よ測そくできていて、君はいったい何をするんだ？

ＧＭ：彼女は少し困こまった顔をする。「このアパートにいて……大分、楽しかった気がするのだ」

シャル：そこも曖あい昧まいなのか。まあ、続けてくれ。

ＧＭ：「もう少し、何か思い出してみようと思う。何か、心にひっかかるものがあるんだ」

シャル：エルキュール、私はお嬢じよう様さまの命で動いている。全力でこの事じ件けんを解かい決けつするつもりだ。協力してもらうぞ。君はせいぜいここで迷っているがいい。と、傭よう兵へいっぽく突つき放はなして締しめます。

マーヤ：なぜもみじさんは自分の記憶を消して回っているんでしょう？

シャル：結局そこだな。あ、ＧＭ。このワークで得られた情報は共有しておいていいのかな。

ＧＭ：はい、構かまいませんよ。マーヤを介かいして通信でもしたということで。

勇：以蔵くん、一いつ緒しよに屋上に行こう！　戦せん闘とうの可能性もあるし、もみじさんがいるなら説得してもらわないと困る！

以蔵：お、おう！

シャル：そっちは任まかせた。私はＵＧＮに行って、霧谷ともう一度掛かけ合ってみよう。

モルガン：うむ！　わらわはカオスガーデンと一度連れん絡らくする。

マーヤ：私はエルキュールさんを説得します。構いませんか、ＧＭ？

ＧＭ：そりゃ構いませんよ。ロールプレイ的なアクションってやつですね。

勇：じゃあ、僕ぼくらは最後にしてください。そのほうがよさそうだ。

ＧＭ：了りよう解かいです。では反時計回りにいくとちょうどいいですね。シャルから行きましょう。







《忘却の彼方》　対象から指定した記憶を奪い取るソラリスのエフェクト。











◆Middle 07◆忘ぼう却きやくという名の泥どろ沼ぬま


Scene Player ─── シャル






　モルガンは正せい攻こう法ほうでＵＧＮの前に敗れ去った。

　こちらが礼れい儀ぎを尽つくしても相手がそうでないならやむを得まい。

　シャルは早々と、この国の治安組そ織しきへの礼儀を捨すてることにした。




シャル：では、サポートスタッフに連絡をしてＵＧＮにハッキングをさせます。

ＧＭ：その前に、第二ワークからは処理はひとつ追加されます。各ＰＣは登場するたびに〈ＲＣ〉で難易度９の判はん定ていを行なってください。

シャル：お？

ＧＭ：失敗するともみじのロイスがタイタスになり、彼女の記憶を完全に失います。判定を行なうのは、それぞれが各ワークで最初に登場したシーンの頭。

以蔵：よかったー。俺おれ、それなりに〈ＲＣ〉高いわ。

勇：君が忘わすれたら本当にどうにもならんだろうが！

ＧＭ：時間がたつごとにもみじの影響力が増大してるという表現なので、ワークが進むごとに難易度が増加します。三ワーク目は10、その次は11。

勇：キビシー！

シャル：よし、判定には成功した。で、サポートスタッフにハッキングさせるよ。〈社会：ＵＧＮ〉で達成値ち15。

ＧＭ：では、三室戸もみじの名前はやはりＵＧＮのデータから消えています。潜せん在ざい的オーヴァードのリストや、以蔵の関係者としてのデータからも含ふくめて。

シャル：綺き麗れいさっぱりだな。イリーガルである以蔵の関係者としてのデータくらい把は握あくしていると思ったが、これは本ほん格かく的てきだ。

モルガン：……しかもじゃ。もみじはいくらなんでもそんなファイルの存そん在ざいを知るまい。それまで消えているということは、無む意い識しきのうちにも自分の記録を消していることになる。

ＧＭ：そして、三室戸荘そうを中心にオルクスの〝領りよう域いき〟が拡かく大だいしていることが判明します。これは特とく殊しゆなワーディングと同時に展てん開かいされています。ＵＧＮはこれを監かん視し中。

シャル：監視中？　本格的には動いてないの？

ＧＭ：ルカーン財団の大物エルキユールが滞たい在ざいしてるんで、財団の計画の可か能のう性せいが高いと判はん断だんし、遠とお巻まきに見守ってるようです（笑）。

マーヤ：……実態を知らなかったら、あの人は超ちよう大おお物ものですからね……。

シャル：了解。これ以上のハッキングは無意味だ、と部下たちを撤てつ退たいさせて、次の情報収しゆう集しゆうに移い行こうしよう。







◆Middle 08◆黒こく影えい蠢うごめく


Scene Player ─── マーヤ






　エルキュールがその青い髪かみをしたロボットと出会ったのは四度目だった。

　いつの間にか月光を背せにして立っていたその姿すがたに、彼女は本能的な恐きよう怖ふを覚えた。




ＧＭ：じゃあマーヤが夜中にエルキュールの部屋を訪おとずれるシーンかな。

マーヤ：はい記憶を維持する〈ＲＣ〉判定は成功です。気がついたらエルキュールさんが仕事してる側そばにいます。すいません、よろしいでしょうか？

ＧＭ：しばらく首をひねってから、「君は、このアパートから消えたものだと思っていたが」。

マーヤ：正せい確かくには消えたとは言えません。私はずっとここにいたとも言えます。いずれにしても、あなたにはひとつお願い事があります。

ＧＭ：「なんだ？」

マーヤ：貴き族ぞくである以上、弱き者を守るのはあなたの義ぎ務むですよね？　そして、あなたの名めい誉よにかけて、借り、というものは返さなければならないのではないでしょうか？

ＧＭ：「その通りだ」

マーヤ：あなたはかつて、三室戸もみじという少女を誘ゆう拐かいして、恐おそろしい目にあわせてしまったはずです。その償つぐないをしてはいただけませんか？

以蔵：お、そうだったそうだった。あの時、エルさんはまだ敵てきだった。

シャル：今も味方とかじゃないはずなんだがな……（笑）。

ＧＭ：なるほど、エルキュールの性せい格かくを読んだいい説得ですね。では、〈交こう渉しよう〉で難なん易い度ど10としましょうか。

マーヤ：了りよう解かいです。達成値ちは17、成功ですね。お願いします。あなたの誇ほこりを見せてはいただけませんか。

ＧＭ：するとエルキュールは「……三室戸もみじを誘拐……？　そういうことをしたような、気がする。そうだ、確たしかにあの時私は……そうだ」と彼女はホラー映えい画がの被ひ害がい者しやのような顔になって。

モルガン：なるほど、そのことを忘わすれておったのか。

マーヤ：深く、もっと深く。




　マーヤのとろんとした目が、エルキュールを見つめる。

　封ふう印いんされていた記き憶おくが、強きよう制せい的てきにほどかれる。

「私は……私は見たんだ！」

　恐怖に震ふるえるエルキュールが、尻しり餅もちをついた。




マーヤ：その分だとイーターのことも忘れていましたね。

ＧＭ：「やめろ！　その話をするな！」

マーヤ：いいえ、しゃべってもらいます。思い出してもらいます。忘れさせるわけにはいきません。

[image: ]

以蔵：おーいロボ子、なんか交渉って感じじゃなくなってきたぞ。

勇：ホラー映画みたいだ（笑）。

ＧＭ：エルキュールは血相を変えてそこから遁とん走そうしようとします。

マーヤ：ぎゅるんと人間ではあり得ない動きで前方に立ちふさがります。

ＧＭ：「私は見た……」

マーヤ：何を見たんですか？

ＧＭ：「数時間前だ、あれと同じ影が……もみじくんを取り込こむのを見た……」

モルガン：……イーターに取り込まれた!?

マーヤ：では彼女の周囲に無数のディスプレイが開きまして、そこにイーターの映えい像ぞうがばっと映うつります。これですか？

ＧＭ：「やめろ！　マジ怖こわい！　ＧＭが！」（笑）後ずさるエルキュール。

マーヤ：後ずさろうとすると、背はい後ごにあるモニターにぶつかる。

ＧＭ：ひぃっ！　「私は、あの時彼女を救おうとしたんだ……」

マーヤ：ええ、あなたは高こう潔けつな人ですからそうするでしょう。

ＧＭ：「そして、奴やつらは私の中にも入ってきた……こんな風に！」と言って口の中からごぼっとイーターが出てきます。

勇：ぎゃーっ！

マーヤ：データありますか？

ＧＭ：本来ここで不意打ちの戦せん闘とうのつもりだったんだけど、どう見てもそういう流れじゃないんで、イベントとして処しよ理りしましょう。〈回かい避ひ〉で難易度６。かわしたらエキストラになります。

マーヤ：判定成功。で、襲おそってきたイーターを、すでに張はられていた空間電でん磁じネットワイヤーがそれを受け止めて、キュルンと包み込みます。……ようやく出てきましたね。

モルガン：そういえばこやつは対イーター兵器じゃったな。

マーヤ：にっこり笑って、あなたはサンプルと情じよう報ほうデータだけを残して……抹まつ消しようします。と言って蒸じよう発はつさせます。ことさらに機械的な動きでエルキュールの方を見てキュイイィィィと。さあ、協力してくれますね？

ＧＭ：エルキュールはガクガクと、「わ、わかった」とうなずきます。

勇：脅きよう迫はくじゃないか、これ？（笑）

マーヤ：おかしいな、そんなつもりはなかったんですが（笑）。







◆Middle 09◆因いん果が律りつを統すべるもの


Scene Player ─── モルガン






　霧きりの島カオスガーデン。

　それは動物オーヴァードの楽園であるとともに、世界の海を移い動どうする浮ふ遊ゆう島とうでもある。

　モルガンはカオスガーデンを東とう京きよう湾わんへとふたたび呼よび出していた。




ＧＭ：ではモルガンですね。さっそくですが〈ＲＣ〉判はん定ていをどうぞ。

モルガン：この忘れる判定は……リアクション扱あつかいでよいのかな？

ＧＭ：そうですね。

モルガン：ならば《ニンバス》を２レベル覚えるぞ！　これでダイスが５個こになった。達成値ち９で成功！

シャル：これは大分怖いですね。

モルガン：じゃが、因果律を統べるものとなったわらわに因果律変へん換かんなど無力よ！　わらわは誰だれにも支し配はいされぬ！　ふははは！

勇：本当に三田さんは超ちよう人じん演えん出しゆつを忘れないなあ。

モルガン：登場したからには超人演出をせんともったいない。で、女王のご帰き還かんじゃ～、ぐらいの勢いきおいでばっさばっさとカオスガーデンへ。今からカオスガーデンの総そう力りよくをもって、もみじという人間を捜さがせ～！

ＧＭ：ではアルバートが出で迎むかえてくれます。「お帰りなさいませ、女王陛へい下か」〈情報：自然〉でどうぞ。難なん易い度どは８です。

モルガン：《壁かべに耳あり》を使って〈情報：自然〉で調べる。成功じゃ！

ＧＭ：そうすると待つことしばし、動物たちが戻もどってまいります。

モルガン：うむ、どうであった？

ＧＭ：「陛下のおっしゃる人間は、陛下の通っておられる高校の屋上に向かったそうです」

モルガン：しまった────！　同じ情報か！

ＧＭ：「また、今日に入ってからひたすら町の中を移動しており、街からは出ていないとのこと。以上です！」

モルガン：なるほど。あの町でかたっぱしからロイスを削けずってる可か能のう性せいが高いな。うむ、分かった！　ご苦労、しばらくアヴァロンは東京湾に待機し、この場で身を隠かくしておるがよい！

ＧＭ：「ははーっ！」

モルガン：なんとなく以蔵と勇がやばい気がしてきた！　屋上へ急ぐのじゃー！







《ニンバス》　あらゆるリアクションにダイスボーナスを得る古代種専用のエフェクト。











◆Middle 10◆夜の校こう舎しやにて


Scene Player ─── 勇






　勇と以蔵が合流する頃ころには、太陽はすっかり沈しずんでいた。

　静まりかえった学校に、ふたりの足音だけが響ひびく。




ＧＭ：では〈ＲＣ〉判定からどうぞ。

勇：よっし成功！

以蔵：俺おれも成功。ここで忘わすれたら何しに来たのかわからない。……まさかお前とこうして歩くとはな。

勇：君のためじゃない。もみじさんのためだ。というわけで屋上についたことにしてくれ。話してるとまたボロが出て人気が下がる（笑）。

ＧＭ：わかりました。では、屋上のドアを開きます。




　ゆっくりと、油の切れた鋼こう鉄てつの扉とびらがきしみを立てて開く。

　かび臭くさい空気を吹ふき飛ばすように、屋上の風が吹き込んできた。

　そして、二人の視し線せんの先には、さびしそうに町を見下ろす少女がひとり。

　三室戸、もみじ。




以蔵：見つけたぞ、もみじ！

ＧＭ：「以蔵……それに、勇くん？」困こまった顔で。

勇：じゃあにっこりと笑う。莞かん爾じとして笑う。スマイル、ミー。

以蔵：さあ、迎むかえに来たよもみじ。勇もお前を心配して来てくれたんだ！　帰ろうぜ！

ＧＭ：「……帰るところなんてどこにもないわ」目をそらす。

勇：アパートがあるじゃないですか。

以蔵：俺の胸むねの中があるじゃないか！

ＧＭ：（吐き捨てるように）「冗じよう談だんはよして、気持ち悪い」

以蔵：キモいそうだ。

勇：君はもう少し自分を見つめ直した方がいい。いきなり、この状況で俺の胸の中はないだろう。ここで言ってあげるべきはアパートだろう？　どう考えても、常じよう識しき的てきに考えて？

以蔵：（唇をとがらせて体をシェイクさせ）マジ説教されると困こまるんですけどねー。俺だって精せい一いつ杯ぱいやってるんですよー？　自分なりっつうか？

マーヤ：あの、ここで今時の若わか者もの風になられましても。

以蔵：じゃあもみじさん、アパートでみんなが待ってるよ。

勇：うん、それでいい。

以蔵：（だんだん棒読みに）どんなにお前が俺たちにもみじ自身のことを忘れさせようとしても……。

モルガン：なんでそこまで棒読みなんだよ！

勇：いや、これでいい！　もう少しがんばれ！　そこで自分に疑ぎ問もんを持ってはいけない。もっと、君のパッションをぶつけろ！

以蔵：（突然ロック風に）俺たちはー！　お前をー！　アイニージュー！　ウィーニージュー！（一同爆笑）

シャル：以蔵……いや天、お前本当に緊きん張ちように弱いな……（笑）。

勇：……見ての通り、以蔵くんはいつもの以蔵くんで、特に何かが変わったわけではないんですよ。

以蔵：ナイスだ勇。もっと俺を持ち上げろ。

勇：だから、もみじさんも別に、いつでも帰ってきていいんですよ。あのアパートはもみじさんの家なんですから。何をそんなにかたくなになる必要があるんです。

ＧＭ：「勇くん、教えて」そこで振ふり返かえってあなたを見て。

勇：なんでしょう？

ＧＭ：「あなたもあたしや以蔵と同じ化け物なの？」

勇：僕は……人間ですらないですからね。軽く自じ嘲ちよう。

ＧＭ：「じゃあ、なおさらじゃない……」彼女は手の中にマイクロブラックホールを出して。「あたしは、もう、こんなの耐たえられない」

勇：君の前の前にいる……と以蔵を見て。彼が、まったくそんなことを思わなかったとでも思ってるんですか？




「分かってるわ、そんなこと。以蔵はあたしに噓をついてくれた。世界の真実から、ちゃんと目をそらしてくれたわ。あんな風に言われたら、誰だれも信じる人はいないでしょ」

　もみじの目に、涙なみだの粒つぶが光る。




勇：それも、以蔵くんなりの優やさしさなんです……。

ＧＭ：「でも、それとこれとは関係ないわ」彼女はマイクロブラックホールをしまって。「だって、これは人殺しの力でしょう？」

以蔵：違ちがう、それは人を守ることも出来る力だ！

勇：力ってのは結局使い方次し第だいなんですよ。

以蔵：横からずざざざと。勇も言った、力に善ぜん悪あくはないと。

勇：そうそう、その通り。

ＧＭ：「でも……」

以蔵：事実、俺は守ってきた。勇も守ってきた。

ＧＭ：「分かってる。あたしを守ってきてくれたんだよね、あたしたちを、か……でも、そのために人を殺したり、人を傷きずつけたりしたんだよね？」

以蔵：それはちょっと言葉に詰つまる。

勇：確たしかにそうです。でも、そのことをいったいもみじさんは誰に聞いたんですか？

以蔵：そう、一体誰がもみじ、君にそんなことを吹ふき込こんだ？

ＧＭ：「誰からでもないわ。知っちゃったの」

シャル：大いなる意い志しか、イーターか……。

以蔵：冷静に思い出せ、それは本当にただ知ってしまっただけか？　誰かいなかったか、もみじ、お前にささやきかけたやつは？

ＧＭ：彼女はそこで沈ちん痛つうな面おも持もちになって一拍ぱく黙だまり、「いなかったわ、そんなの。あたしはこの力でそれを理り解かいしたの」

勇：いったい、いつからそれを？　いつからっていうか……。

ＧＭ：「今日になって、突とつ然ぜん、かな」

以蔵：俺の部屋に来る前のことか。

ＧＭ：「うん。前まえ触ぶれみたいなのは前からあったの。不思議な夢ゆめを見たり、変に熱っぽかったり。で、起きて全部が分かったの」




「そう、あたしが日にち常じようだと思っていたことは日常なんかじゃなかったのよ」




勇：それは違ちがう！　あなたが過すごしていた日常は守るべき日常で、その日常を守るために僕や以蔵くんは戦ってきたんです。僕たちだけじゃない、マーヤさんもシャルさんもモルガンちゃんも。

ＧＭ：言われて、彼女は答えます。「でも、もうあたしにはその日常はないわ」

勇：なぜ？

ＧＭ：「だって、どうやって今さら同じ顔して学校にいけばいいのよ」

以蔵：いや、そんなことはない。戻もどれるさ！　道は、自分で築きずこうと努力するものだ！　俺が言うのも何だが！

勇：実じつ際さい以蔵くんはそうだからね。

以蔵：そう、確かにもみじ、今日のお前は駄だ目めだったかもしれない。でも、明日がある。生きてれば明日があるぞ。明日からがんばろう、一いつ緒しよに！

ＧＭ：じゃ、じゃあ彼女は「以蔵は、強いからそんなこともできるだろうけど、あたしは無理。もう……」

以蔵：そんなことはない、俺は弱い！

ＧＭ：「じゃああたしはもっと弱いわ。もうあなたにはついていけない」

勇：いや、そうじゃない！　僕らはみんな弱い。だから、他人とのつながりが必要になるんですよ！

以蔵：お前がいるから、俺や勇は強くいられるんだ。だから、頼たのむからすぐにさよならなんて言わないでくれよ。

ＧＭ：「あたしはもういなくなるから。私のこともみんなが忘わすれたら、そんな風に考えなくて良いから大丈夫だよ」そう言って、ふたりに《忘ぼう却きやくの彼方かなた》を打って退たい場じよう。達成値は18。〈意志〉でリアクションしてください。

勇：しまった、《夜や魔まの領りよう域いき》を取ってなければ……《ブラッドコントロール》が取れたのに。クリティカルしない、駄目だ！　失敗！

以蔵：まあ、俺は忘れないよ、絶ぜつ対たいに！　駄目だ、終わったーっ！　２、１、１！

ＧＭ：では、ふたりはすぱっときれいに、もみじのことを忘れ去ります（笑）。

以蔵：忘れない、お前のことを絶対に──っ！（素に戻って）……あれ？　あそこに可愛かわいい子がいる？

勇：誰だっけ？

ＧＭ：そう思った時にはもう退場して誰もいません。

勇：あれ、可愛い子がいた気がしたけど……。

以蔵：気のせいだったかな？　俺おれたち、なにしに来たの？

勇：あれ？

以蔵：お前とランデブー？

勇：いや、そんなはずはない。

以蔵：そんな気持ちの悪いことはやめてくれよ。

以蔵：俺、お前が勇ってことは分かるんだよ。

勇：以蔵くんだよね？

以蔵：だよね？　そもそもなんでお前この世界……あれ？

マーヤ：俺たちどういう関係だったっけ？

以蔵：あ、僕国見以蔵です。

ＧＭ：そこまで戻もどらなくていいんだよ！　エンドライン紅葉とか、他のＰＣは覚えてるよ！（笑）

勇：じゃあほら、見ろよ以蔵。俺の彼女だぜ？　って言って紅葉の写メを見せる。

以蔵：うお、名前なんて言うの？

勇：三室戸紅葉。

以蔵：あ、いーなー。俺にもこんな可愛い子いりゃあいいのになあ。

勇：はっはっは。

以蔵：あれ？　でもなんかちょっと哀かなしいや。

ＧＭ：ただ、タイタスとして残っている限かぎりは、つまり昇しよう華かしない限りは何か大事な物がなくなったってことは理り解かいできます。

以蔵：何か俺の中で、すごい空くう虚きよなからっぽが、どんどんと大きくなる。これは……なんだ？

勇：おなか空すいてるんじゃないのかな？（一同爆笑）

以蔵：……そうだな、トンカツでも食べに行くか。

勇：トンカツ、だな。

以蔵：カツを食わないと俺のこの体のうずきというか……僕の下半身がモンスター？

ＧＭ：（笑いながら）ひ、ひどい……（笑）。

以蔵：じゃあ、男同士ふたりで肩かたを組みながら町へトンカツを食いに出かける。そこで吹ふいた風が、俺の懐ふところから一いち枚まいの写真を落とす。

勇：あれ、何か落ちたよ？

以蔵：え？　何だろう？　拾い上げて見てみる。

ＧＭ：見てみると、そこにはアパートの前で、ひとりで格かつ好こうをつけて写真を撮とっている以蔵が。

以蔵：あ、これ俺が高校に入ったときの写真だわ。

勇：なんで君はひとりでテンション上がってるんだ？

以蔵：ほんとうだ。嬉うれしかったんじゃないかなぁ。

勇：そうか、僕には高校に入った思い出とかないからなあ。

以蔵：これから作ればいいじゃないか？

勇：いや、僕はレジスタンス中なんだ。

モルガン：こいつら仲いいなぁ。

勇：まあいいや、トンカツ食べに行こう！

以蔵：うん、行こう！　新しい友ゆう情じようの始まりだ！

勇：トンカツの始まりだ！

モルガン：こやつら、争う女がいなくなった瞬しゆん間かんにめちゃくちゃ仲よくなったのう。

シャル：……もみじ嬢じよう自身のことを考えなければ、このままのほうがいいんだが……（笑）。

ＧＭ：で、ではシーンを終わります。







《ブラッドコントロール》　脳の血流をコントロールして〈意志〉判定を有利にするエフェクト。











◆Middle 11◆トンカツ屋の邂かい逅こう


Scene Player ─── 以蔵






　学校にほど近い繁はん華か街がい。

　以蔵と勇はすべてを忘わすれて、ショーウィンドウのメニューとにらめっこをしていた。




ＧＭ：ええ、これはあれですね。ワーク外で、記き憶おくを失った以蔵と勇に合流するシーンをしましょう。したがって、ここで記憶を失ったりはしませんが、情報収しゆう集しゆうもできません。

モルガン：了りよう解かいじゃ。では町の上空をドラゴン形けい態たいで飛んでいたら、のんきにトンカツ屋に入っていくのを発見する。あやつらは、何をしておる！

以蔵：店の前の今日の定食とかを見ながら。やっぱりヒレカツかなぁ……とわいわいしゃべってる。

勇：どうだろう以蔵くん。僕はこのヒレカツとエビフライの定食を頼たのむから、君はこっちを頼たのんでおかずを少しずつ交こう換かんしよう。

以蔵：おまえ天才！　じゃあ後は特製コロッケをつけるかどうかだが……。

モルガン：登場した。上昇は２で済すんだので《擬ぎ態たいの仮か面めん》も使う。い～ぞ～お～、い～さ～み[image: ][image: ]！　空中千メートルぐらいから落ちてくる。

以蔵：お、ドラ子の奴やつ。あいつもおなかが空いたんだな。

勇：ああ、トンカツが食べたいんだろう。

モルガン：おぬしら！　もみじはどうした!?

以蔵：……お前は何を言ってるんだ？　俺たちは、これからいかにして勇にとっての紅葉さんみたいなイカす彼女を作るかって対たい策さく会議をするところなんだが。

モルガン：忘わすれてしまいおったのか、ふたりそろって！　おぬしを毎日起こしてくれたのは誰じゃ!?

以蔵：いや、こっちに来てから毎日自分で起きて弁べん当とう作って学校に通ってたぞ？

ＧＭ：もみじがいないとそうなるのか！（笑）

シャル：そろそろ出るか。

以蔵：店の前で。いや、俺たちは飯を食うんだ。カツを！　カツを[image: ][image: ]！

シャル：とかやってると、じゃあギャギャギャギャッ！　と急停車をして私が駆けつける。

勇：あ、シャルさんはカツ丼どんですか？

シャル：……なんてことだ。今の一言でなんとなく察します。本当に忘れてしまったのですか、モルガン!?

勇：いや、忘れはしませんよ。僕はヒレカツとエビフライの定食に決めてます（さわやかに）。

モルガン：完かん璧ぺきに、忘れておる。そうじゃ、おぬしら、屋上では何があった？

以蔵：え？　こいつと……。

勇：屋上で合流してトンカツを食べることに……。

シャル：しまった、情報の共有ができない！　もみじがいたことを忘れてるから、何があったかわからんぞ！

以蔵：本当だ！

モルガン：いや、わらわがカオスガーデンで聞いたところでは、屋上にはもみじが向かっておったはずなのじゃ！

シャル：よかった、あの情報つかんどいて!!　マーヤに大あわてで電話します。

マーヤ：分かりました。そのへんの公こう衆しゆう電話が物ぶつ質しつ変換によって私に変身します。登場。事情は理解しました。一度、屋上に移い動どうしましょう。

勇と以蔵：え、俺たちこれからトンカツを……（笑）。

モルガン：ええい、トンカツならマーヤが作ってくれるわい！　全員をひっつかんで屋上へと移動するのじゃ！

マーヤ：了解です。では、そこにエルキュールさんも呼よんでおきましょう。




　抵てい抗こうする勇と以蔵の口にトンカツを押おし込こみ、モルガンは屋上へと飛来した。

　そこにはもう、誰だれの気配もない。
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勇と以蔵：うめー！　トンカツうめー！

ＧＭ：「……一体、こんな夜中になんなんだ？　まさかあのふたりにつきあえ、というんじゃないだろうな」とエルキュールがうんざりして。

マーヤ：では、《サイコメトリー》で前のシーンの映えい像ぞうを投とう影えいします。

シャル：とりあえず、前のシーンであったことは分かった。

以蔵：で、俺たちはそれを見てびっくりするんだな。何これ！

勇：あれは、僕の紅葉？　顔は一緒なんだよね？

ＧＭ：ほぼ一緒。

勇：紅葉？　もみ、じ？

シャル：じゃあモルガンとマーヤと三人で相談を。ちゃんと思い出させるのは無理でしょう。

モルガン：わらわもそんな気がしておる。

シャル：とりあえず、女の子を助けるということならあのふたりは腰を上げるはずです。それでなんとか説得というコースでいきませんか？

マーヤ：明らかにかわいそうな女の子だと思いますので、それでいけると思います。このままだと私や勇さんは、そもそも存そん在ざいしなかったことになりかねません。

モルガン：それはぞっとせんのう。

シャル：ＧＭ、これはＧＭに直ちよく接せつ聞いて良いのかな？　それとも《デジャ＝ヴュ》使わないと駄だ目めかな？　これ、要は全員忘わすれたらゲームオーバーだよね？

ＧＭ：全員忘れたらどうなるかについては《デジャ＝ヴュ》を使ってください。

シャル：なるほど、ではモルガンの方に聞くか。

モルガン：そうじゃな、これは使っておくべきじゃな。《デジャ＝ヴュ》！

シャル：全員が忘れても復ふつ帰き方法があるのと、全員忘れたらゲームオーバーかでは、リソースの消しよう耗もうの仕方が変わりますからね。

ＧＭ：ではお答えしましょう。全員忘れるとゲームオーバーです。ようするに、最初から誰もこのキャンペーンを覚えていなかったことになるわけですな。

マーヤ：文字通りなかったことになるわけですね。

シャル：あとひとり忘れたら、それこそタイタス使ってでも記憶を死守ですね、これは。

モルガン：その意味では、あのふたりだけですんでよかったのやもしれん。……かつて約束の王だったふたりよ。ひとついい話がある。

勇：なんでしょう？

以蔵：いい話なら聞くー。

モルガン：おぬしたちにしか助けられぬ、実に美しい少女がおる！

勇：美しい少女、略して美少女！

以蔵：話を聞かせてもらいましょう。

マーヤ：まずはその姿すがたを見てください、と立体等身大映像を。

以蔵：うん、この可愛かわいい子がどうしたんだ？

モルガン：最近になってレネゲイドに目覚めた。

勇と以蔵：なんと！

モルガン：そして、イーターのせいで、この子は今正気を失いつつある。

勇と以蔵：なんだって!?

モルガン：よって、我われ々われが早めに庇ひ護ごせねば、彼女はジャームになってしまう。

以蔵：映えい像ぞうを見ながら俺は思う。なんだろう、不思議と懐なつかしい。思えば、俺おれはこいつを助けるために生まれてきたような気がする。この子の名前はなんていうんだ？

勇：僕も……そうか、分かったぞ！　僕は、彼女を助けるためにここに来たのか！　名前は？

マーヤ：三室戸もみじさんと言います。

勇と以蔵：三室戸もみじ！

モルガン：というわけで、現げん状じようこの子はこの町をさまよっておって、我らは情報収集をしておる。是ぜ非ひ協力してくれ！

勇：わかりました、もちろんです！　僕の大事な紅葉と同じ名前と姿だなんて！

以蔵：もう、俺のソウルはスタンディングオベーションだ！

シャル：（目をそらして）じゃあ、明日からこうしようという相談をしたという演えん出しゆつでシーンを終わろうか。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：では、フラグが立ちましたので新しい場所が増ふえます。アパートの事件現げん場ばです。

モルガン：事件現場？　ああ、もみじとエルキュールがイーターに襲おそわれたというところか！　事件現場はどの技ぎ能のうで調べられる？

ＧＭ：行ってみないとわかりませんね。

モルガン：なるほどな。情報技能以外だとわらわは弱い……。しょうがない、以蔵と組んで調べよう。

マーヤ：私はＴＦＴにアクセスします。

シャル：こちらもクロドヴァかな。

勇：では、僕がエンドラインに。

ＧＭ：じゃあ現場は最後にしますかね。シーンプレイヤー続くし。

一同：はーい。







《デジャ＝ヴュ》　ＧＭに直接質問することができる古代種専用のエフェクト。











◆Middle 12◆世界を超こえて


Scene Player ─── 勇






　いったい自分は何をしに来たのか。

　そもそもそれさえわからなくなった勇は、紅葉に連れん絡らくを取ることにした。




ＧＭ：ではエンドラインです。どこにしますか、エンドラインと交信する場所？

勇：そういえば、紅葉から、私と連絡が取りたい時はこれを開いてねってハートマークつきで渡わたされたお守り袋ぶくろを開くと、その中には一いち枚まいのカードが。そこから小さな紅葉の立体映像が。

ＧＭ：わかりました。では、場所は勇の部屋ですね。「どうしたの？　今ひとり？」

勇：はっはっは、もちろんひとりです。僕は、いつになったらそっちに戻もどれるんでしょう？

ＧＭ：「いつになったらって、そっちの私を助けたらでしょう？」きょとん、と。

シャル：あ、覚えてた。さすがに異い世せ界かいまではそうそうパワーが届とどかないか。

勇：え、僕はそういう目的で来たんでしたっけ？

ＧＭ：「他にどういう目的があるのよ」

勇：いや、それが……で、ですね。僕はですね、ここに来て初めて知ったんですが、三室戸もみじっていう、君と同じ名前で同じような外見をした女の子が最近オーヴァード能のう力りよくに目覚めてしまって、このままではジャーム化してしまうというのです。

ＧＭ：「えーっとね……」紅葉は、「力説しても分んねーか、こりゃ」みたいな顔をして。「あのね、その私と同じ子に私に取り憑ついてたのと同じ……イーター、だったかな？　あの怪かい物ぶつと同どう質しつのエネルギーが流れ込こんでいるみたいだって話はした？」

勇：イーターエネルギーが流れ込んでいる？　そんな話は初めて聞きました。

ＧＭ：「そう、私が言ってなかったね。じゃあ今言ったから大だい丈じよう夫ぶね？」

勇：だ、大丈夫！　うんうん！

シャル：だ、段だん々だん話し方が子供をしつけるお母さんみたいになってきた（笑）。

ＧＭ：ここで〈ＲＣ〉判はん定ていを行なってください。難なん易い度どは７。

勇：マーヤちゃんの所と同じ敵か？　……判定は成功。

ＧＭ：では、誰かがあなたを見ている。悪意と敵てき意いのこもった目だ。

勇：……のぞき見とは趣しゆ味みがよくないですね。

ＧＭ：では、カードの中から黒い染しみが漏れ始めます。

勇：何!?　紅葉！　紅葉ーっ！

ＧＭ：「この空間のチャンネルを誰かが見てる！」

勇：なるほど、あまり長いこと会話は出来ないということですね。だが、ある程てい度ど理り解かいはしました。どうやら、僕もなんらかのエフェクトの影えい響きよう下にあるようです。

ＧＭ：「分かればいいのよ！　がんばってね、ブラストハンド」そして通信が切れます。







◆Middle 13◆開かい催さい、マーヤ会議


Scene Player ─── マーヤ






　事じ態たいは加速度的に悪化している。

　だが、考え方によっては、以蔵ともみじをもう一度出会わせれば、女の子への興きよう味みを取り戻もどすかもしれない。

　マーヤの戦いは、続いていた。




ＧＭ：ではマーヤのシーン。オープニングにつづいて、自分会議のシーンとしましょうかね。他のマーヤが言います。「現げん在ざい、前回あなたが解決してくれた、他のパラレルワールドの可か能のう性せいが消えていくことによって、未来全体が消えてなくなる現象は回かい避ひされました」

マーヤ：忘わすれる判定は成功です。ええ、了りよう解かいしています、と返事を。

ＧＭ：「ただし、今度は急きゆう激げきな勢いきおいであなたのいるパラレルワールド、つまりこのステージが他の世界から離はなれつつあります」

マーヤ：私の未来はあの楽しい日にち常じようの先にあるので。

ＧＭ：ぶっちゃけて言うと、このステージはもはやすでに基き本ほんステージではなく、ストライク一巻かんの最後ぐらいからもうストライクステージという独自のステージだったんですが、このままだと基本ステージになる！　というわけです（笑）。

勇：そんなのいやだ！　俺たちは他の、アライブとかオリジンとかの連中みたいに悩なやみたくない！　あれは格好いいけど正直ガラじゃない！（笑）

以蔵：そう、苦く悩のうはしたくない！　楽な道を行きたい！

マーヤ：それはそれで苦悩ですね以蔵さま。さて、情じよう報ほう収しゆう集しゆうは行なえますか？

ＧＭ：もちろん。〈情報：宇う宙ちゆう〉で難易度12。もちろん《サイコメトリー》で代用できますよ。

マーヤ：……ここで失敗するのも厳きびしい。《サイコメトリー》！　成功です。

ＧＭ：ではマーヤネットワークから情報が入ります。記き憶おくが消えていくのはもみじと親しくない人間から消えてます。例外は、もみじと直ちよく接せつ接せつ触しよくしちゃったうっかりさんだけです。

シャル：なるほど、直接接触するとその場で消される。そうでない奴やつはじんわりかかってる何かによって、段だん々だん消えてるのか。

マーヤ：ということは、消して回っているだけではなく、自然に消えているわけですね。

ＧＭ：で、それがなぜかと言うと、この町全体、正せい確かくには彼女の行動範はん囲いに広がっているオルクス能のう力りよくの因いん子しによるものです。

シャル：そうだな。もみじはバロール／ソラリスだから。他にオルクスがいることになる。

マーヤ：そして、その中心はアパート。ということはアパートに誰かいる？

モルガン：現げん場ばの調ちよう査さは正解のようじゃな。







◆Middle 14◆シャルの戦い


Scene Player ─── シャル






　錯さく綜そうする情報、一向に見えてこない黒くろ幕まく。

　軽い焦しよう燥そうと一いち抹まつの不安を覚えながらも、シャルはクロドヴァへと連れん絡らくすることにした。




シャル：うし、じゃあお嬢じようさまに話をしよう。クロドヴァに電話をするよ。

ＧＭ：分かりました。

シャル：……ん？　電話じゃいやだ。顔を見たいからパソコンか何かで通信をする。

ＧＭ：は、じゃあネット電話か何かで。

マーヤ：シャルさんがだんだん取り繕つくろわなくなってきた。よいことです。人は素す直なおであるべきです。

勇：そりゃ、僕らになびかないわけだ。

以蔵：心に決めた女がいるからな。

シャル：そりゃそうだ。一生尽つくすとちゃんと約束はした。あ、もみじを忘わすれるかどうかの判はん定ていは成功してる。

ＧＭ：「はい、ソフィアです。以蔵さんの状じよう況きようはどうなりました？」

シャル：やっかいなことになりました。以蔵がもみじと接触して、彼女の手によってその記憶をなくしました。色々調べてみた結果、イーターが彼女に何かをした可か能のう性せいがあるのですが、そちらで何か分かったことはありませんか？

ＧＭ：「もみ、じ……？」とちょっと首をかしげるソフィア。「ああ、アパートの娘むすめさんですね」

モルガン：まずい！　ソフィアも忘れつつある！　同じパーティの仲間じゃろうに！

シャル：……お嬢さまも、お忘れですか？

ＧＭ：彼女は困こまった顔をして。「でも……そう、その人が以蔵さんと一いつ緒しよにいると胸むねがもやもやしました。それは覚えています」

シャル：そこは、お好きなようにとはこのシャルは申せません。負ふ担たんを掛かけることにはなりますが、なんとか思い出していただきたい。

勇：シャルさんかっこいいなあ。

シャル：起きている現象は、ただのオーヴァードでは出来ない代しろ物ものです。例によって、特とく異い点てんが関かかわっていそうな気配ですが、そちらの方で何か分かることはありませんか？

ＧＭ：「特異点の反はん応のうは、先週出現した勇さんのものひとつだけです。そして、特異点の力そのものは急速に薄うすれつつあります」

シャル：なるほど。勇ともみじが切り離はなされていたからな。

ＧＭ：「それだけではありません。ちょうどもみじさんがいなくなる数時間前に、特異点の影えい響きようがすべて消えています」

シャル：……やはり、その時じ刻こくに異変があったのですね。

ＧＭ：「それから……人間は、それを誰がやってるにしても……多分もみじさんだと思うんですけど、その人自身も覚えていなければ記き憶おくを消して回ることはできないはずです」

シャル：それはどういうことですか？

ＧＭ：つまり、思い出が消えると、もみじがいた証しよう拠こが消えるじゃないですか？　学校のクラスメートが忘れたら、生徒手帳が消える。親が忘れたら、部屋から物がなくなる。そういう風に、もみじがいたという証拠がどんどん消えていくわけですよ。

シャル：うんうん。

ＧＭ：でも、全部の証拠が消えちゃったら消して回れないので、何か彼女がこの世界に残っている証拠があるわけですよ。

シャル：逆ぎやくに言うと、そういう物が残っているところに来るという話ですね。なるほど。彼女はまだ世界から完全に忘れられてはいない。私たちが覚えている限かぎり。

ＧＭ：「そして、おそらく最後に残るのは彼女にとって一番大事なものじゃないでしょうか」

勇：僕ぼくはまた、怖こわい結けつ論ろんにたどり着きました。大切な物を消して回ってるなら、以蔵くんの記憶じゃなくて以蔵くんそのものを消しに来ないかな？

マーヤ：ジャーム化したらそうなるでしょうね。

ＧＭ：まあ、そんな感じです。最後にソフィアが「シャル。ありがとう、本当に一いつ生しよう懸けん命めいになってくれて」

シャル：なぜ、急に？

ＧＭ：「いえ、実は私の方が一生懸命になる理由を段だん々だん、忘れつつあるからです。私の方の思い出が、おぼろげになっていくんです」もみじの記憶があいまいになってるんで、記憶もあいまいになってるんですね。

シャル：さて、どう答えようかなぁ……では私はこの辺のメンツにはほとんど見せないような優やさしい微笑ほほえみを浮かべつつ。……何？（勇と以蔵を見て）

勇と以蔵：見せてよー。

シャル：せいっ！　とふたりを殺して……優しく笑います。お嬢様が一生懸命になる理由が少しでもあるのであれば、このシャル、動くことに何の痛つう痒ようも感じません。

モルガン：おお。いいセリフじゃ。

シャル：それに、と微び妙みように苦笑いになりながら。縁えんもゆかりもある面めん子つです。見み過すごすこともできません。傭よう兵へいらしからぬ言葉ですが、出来うる限り、私は彼を助けたいと思います。

ＧＭ：では、ソフィアもにっこり笑います。「ありがとう、シャル」

シャル：では、そこで真ま面じ目めな顔になって。時間がありません、では私はまた調査の方に戻もどります。重々お気をつけを。

ＧＭ：ではこっちも切ります。シーン閉とじますよー。







◆Middle 15◆錯さく綜そうまた錯綜


Scene Player ─── モルガン






　崩くずれかかった物もの干ほし台。

　もみじがいなくなった今、使うものもないそこに、これまた洗せん濯たくとは縁のない以蔵とモルガンが姿すがたを現わしていた。




ＧＭ：では事じ件けん現げん場ばの調査からですね。モルガン、忘わすれるかどうかの判はん定ていをどうぞ。

モルガン：く、ＧＭが忘れてたらとぼけ倒たおすつもりじゃったのに！《ニンバス》～！　達成値ち……７？　なあ、以蔵？

以蔵：ん～なぁんだい、モォルガン？

モルガン：さっきからずぅっと言ってるもみじって、誰のことじゃ？

シャル：モルガン─────ッッッ！（一同爆笑）

以蔵：（気取った声で）それをこれから調べるのさ。

モルガン：さすがは我わが約束の王じゃ、頭がいいのう！　なかなか冴さえておるではないか！

以蔵：おいおい、困こまるぜエクスカリバー。ウィンク。

シャル：モルガンも馬ば鹿かになっていく！（一同爆笑）

モルガン：しかしこの物干し台に何か変わったところがあるかの？

ＧＭ：〈知覚〉で難なん易い度ど８であります。

モルガン：〈知覚〉だったか。以蔵を連れてきてよかった。まあ、わらわも３個こは振ふれる。

以蔵：まーかしとけ。……あれ、５以上がひとつもない。失敗だ。

モルガン：ギャース！　この役立たず！　えい、達成値９で成功じゃ！

ＧＭ：では、物干し台の隅すみに空間がねじれ歪ゆがんでいる痕こん跡せきがあります。二巻かんの最後に出てきた、敵てきがいっぱい出てくるゲートあったじゃないですか。あれのすごく小さいやつ。

モルガン：ワームホールができておるな。

以蔵：ワームホール？　なんだいそりゃ？

モルガン：ほれ、前に戦車が来たときがあったろう？

以蔵：ああ、あったあった。あのナチスの連中がいっぱい来たとき。

モルガン：あれと同じようなことがここにも起きておる。

以蔵：ここにその穴あなが繫つながってるって事は、ここから何か出てくるってこと？

モルガン：ほれ、前も言っておったではないか。このアパートが妙みようなことになっておると。これがその中心なのかも知れん。他に何か分かることはある？

ＧＭ：もう一ワークつぶして〈情じよう報ほう：宇う宙ちゆう〉の判定で調べるか、《デジャ＝ヴュ》を使うかせんとわかりませんね。

モルガン：いや、これ以上ワークを潰つぶしたくないし、マーヤにこれ以上エフェクトを使わせるわけにはいかない！《デジャ＝ヴュ》！

ＧＭ：なるほど。ではちょっとナレーション的な演えん出しゆつが入りますよ。




　それは、前回の話で数十億年ごしの恋こいに破やぶれたひとりの少女であった。

　名を〝大いなる意い志し〟。あるいは星ヶ丘沙織と呼よばれた娘むすめである。




以蔵：お、さおりん！




　彼女は以蔵を独どく占せんする術すべはひとつしかないと悟さとった。それは以蔵の愛する少女、もみじと一体化することである。

　幸い、本来ならばもみじが特とく異い点てんとなるべきだった。融ゆう合ごうするのに不ふ適てき当とうはない。




シャル：それはそうかもしれんが、何で生きてるんだ？

ＧＭ：もちろん、本体は前回の話で倒されております。わずかな残留意志だけが、こちらの世界に移動してきたんですね。

モルガン：幽霊みたいなものか。

ＧＭ：そんなもんです。ですから、もう特異点も作れないし、他の体に移動も出来ない。もみじに寄生するだけの生命体。




　そしてお気づきかもしれないが、前回のパラレル以蔵たちはもみじには一言も言げん及きゆうしていない。そう、あらゆるパラレルワールドに、もみじはストライクとエンドラインのふたりしか存そん在ざいしていないのである。




モルガン：おお、そういえばそうじゃった！　あくまで、以蔵とわらわのペアなんじゃよな。

ＧＭ：で、もみじの世界移い動どう能のう力りよくも本来は特異点パワーを使って、パラレルワールドがおかしくなりすぎたときに、他の世界とリンクしあって情報を補ほ完かんするためにあるんですな。

マーヤ：ずれすぎた場合他の世界を参照して修しゆう復ふくするんですね。おそらく、私の能力そのものが、もみじさんの力を解かい析せきして後に開発されるんでしょう。

シャル：おお、つじつまがあった。その通りだ。

ＧＭ：あの時、エンドラインの紅葉には勇の特異点がジャマして近ちか寄よれなかったので、ここに逃にげてきたわけでありますよ。

モルガン：わかったぞ！

以蔵：どうしたドラ子！

モルガン：どうやらおぬしはもみじという女と仲良しだったらしいな！




　まあ、そうなんだが！




以蔵：……えっ!?　そうなのか？

モルガン：うむ、因いん果が律りつネットワークで情報を収しゆう集しゆうするに、元々もみじという女はおぬしに一番近かったらしいぞ！

以蔵：なるほど！　そしてその女はさおりんと合体して姿すがたを消した！　ガッデム！

モルガン：となれば、後はいかにして〝大いなる意志〟を見つけ出すか、じゃな。

以蔵：そうか。とりあえず全員にメールを打とう。




「……もみじって、誰だれ？　俺もドラ子もよく分からなくなった」




ＧＭ：じゃああれですね、次は情報交こう換かんのシーンということで。







◆Middle 16◆明日を探さがせ


Scene Player ─── マーヤ






　以蔵のメールを見て、一同はともかく物もの干ほし台に集合した。

　室内でないのは、ひとえにあまりにも狭せまいからだ。




勇：（ナレーション風に）その時、不思議なことが起こった。リサーチに出かけたモルガンが、すべてを忘れて帰ってきた。

ＧＭ：というわけで全員登場です。

モルガン：うむ！　もみじとは誰やらさっぱりわからんが、その娘にどうやらあの大いなる意志がとりついたらしいぞ！　えへん！

勇：まだ生きてたんですか、彼女。しぶといなあ。

シャル：じゃあ、このボンクラどもって顔で見て……どうしよう。

マーヤ：とりあえずお鍋なべ食べますか？

以蔵：鍋しか出さないロボ子だ。

シャル：いや、そんなに鍋ばかり食えないが……お嬢じようさまの分ぶん析せきによると、特異点による影えい響きようがほぼすべて消えたらしい。それも、もみじ嬢がいなくなるしばらく前だ。

以蔵：うーん、そういや実は生きていたさおりんって、なんですぐに俺の所にこないの？

シャル：体が保たもてないのではないですか？　我われ々われは、きちんと彼女を殺すところまでは行きました。再さい構こう成せいするにしても時間がかかるはずです。

モルガン：精神寄生体的な欠片かけらと言っておったしの。

シャル：ならば、その本来の器うつわとやらがあるのだとすれば、そちらに戻もどって力を蓄たくわえるなり乗っ取るなりした方が早い。

ＧＭ：それはいい考えなんでヒントをあげましょう。《デジャ＝ヴュ》か《サイコメトリー》で裏うら付づけ情じよう報ほうが出ますよ。後者の場合、難なん易い度どは９。

マーヤ：後々のためにここで情報を得ておきましょう。最悪、私が戦せん闘とうに参加しなければすむこと。達成値ち33です。

ＧＭ：ではサイコメトリーによってもみじの記き憶おくというか想おもいが再さい生せいされます。

マーヤ：もみじさんの立体映えい像ぞうを作ってそれにしゃべらせましょう。ビデオみたいな感じで。

モルガン：あやつはどうしようとしたんじゃ!?

ＧＭ：で、彼女は決けつ断だんしたわけです。自分の力でこいつを消してしまおうと。

シャル：ああ、なるほどね。

ＧＭ：そうそう。誰からも忘わすれられてしまえば、この危き険けんな物体、自分の頭の中に大いなる意い志しとか言ってくるこの女をなんとかできるはずだと。

モルガン：つまり、もみじと沙織は現げん在ざい融ゆう合ごうしているから、もみじが完全に忘れ去られてロストしてしまえば、一いつ緒しよに沙織もロストするってわけじゃな。

シャル：なるほど。我々が全員忘れた場合でも、世界は平和になるわけですね。歴史が変わってマーヤが消えたり、誰ももみじを思い出さなくなるとしても。

ＧＭ：ええ、どちらかというと負けても世界の危き機きとかではないんです。ひとりの女の子がいなくなるかどうかっていう問題。

モルガン：忘れ去られていく謎なぞの現象についても、これでほぼ全部分かったな。

シャル：そうですね。お嬢さまの分析とあわせれば、おそらく沙織のオルクス能のう力りよくをある程てい度ど使って、見知らぬ人間の記録や記憶を改ざんしているのでしょう。実じつ際さい、ちゃんと覚えているのは私とマーヤだけです。

以蔵：なんだかわからんが、けなげな女の子なのはわかったぞ！　おおお、こんな良い子に心配かけるなんて、この以蔵って奴やつは死ぬべきだな！

勇：はっはっは、僕ぼくもこの娘こは知らないけど、飛び降おりるなら背せ中なかを押おしてあげるよ。

シャル：……で、ですね。お嬢さまの分析によれば、もみじ嬢が最後のよりどころにしている、一番大切な場所がどこかにあるはずなのです。最後に消えるのはそこのはずだ、と。

ＧＭ：そうですね。そして映像は、こんなセリフで締しめられます。




「だから以蔵、あたしを捜さがしにこないで」




以蔵：けなげな子だったんだなぁ……。

マーヤ：以蔵さま、もう一度よく見てください。

以蔵：じゃあ画像をじっと見て。……俺はなんとなさけないやつだ。

マーヤ：本当に、もみじさんのことを思い出せませんか？

以蔵：うーん……こんなけなげな女の子だ。思い出してやりたいが思い出せない！　それとも思い出せる？

ＧＭ：この話で何度か出てきましたが、記憶とは環かん境きように依い存ぞんするものであります。人間は周囲の環境を通じて物を覚えているのであって、脳のうみその記憶だけで物を覚えているわけではないのです。

マーヤ：そうですね。だから連想で思い出したりするわけで。

ＧＭ：基本的に、ここまででヒントはおしまいです。後は、適切な行動をすることが、もみじへのロイスを取り戻す鍵になります。

シャル：記憶を取り戻す＝ロイスを取る、なんだよね。

ＧＭ：そういうことです。

モルガン：そうすると、もみじを連想する何か、が必要なんじゃな。

勇：しかし、話を聞いているとあらかた行った気がしますね。学校、スーパー、このアパート、彼女の部屋……。

シャル：いや待て。肝心な所を忘れてるぞ。

以蔵：ん？　どこだ？

モルガン：お主の部屋じゃ！　このキャンペーンは、お主が部屋でぐうたらしているところにもみじが来るところから始まったのじゃから！

勇：それだ！

以蔵：で、でもさ。戻ってみたら、綺麗に整頓された俺の部屋があるって可能性のほうが高いんじゃないのか？　ほら、俺、几帳面なやつだし。




　もみじがいないとしっかりするのか。




モルガン：少なくとも、もみじがまだこの世界に存在しておる以上、どこかには昔と変わらぬ場所があるはずじゃ！

シャル：そう、そしてこれまで確認していた場所は、すでに〝もみじのいない風景〟になっていた。とすれば、可能性はもはやひとつしかない。

勇：いくぞ以蔵くん！　真実に直面するんだ！　というわけで、以蔵くんの意志を無視して部屋のドアを開けます（笑）。

ＧＭ：了解。では、あの懐かしい四畳半のドアを開くと……。







◆MIDDLE 17◆あの懐なつかしい四よ畳じよう半はんから


Scene Player ─── 以蔵






　日焼けしてケバだった畳たたみ。

　敷しきっぱなしの万まん年ねん床どこに、脱ぬぎ捨すてたまま固まっている学ラン。

　大量に積み上げられた古ふる雑ざつ誌し。

　いつもの光景、いつもの部屋。だが、そこには大切なものが、ない。




ＧＭ：では、四畳半は、その部屋だけは何ひとつ変わっておりません。入ってくるなり、皆さんの頭の中に怒濤のようにもみじの記憶が蘇ってまいります。

勇：おお、やった！

モルガン：これで外れじゃと、侵蝕率が大分きつかったからのう……。

以蔵：あらためて自分の部屋に入り直してみるとあれだな、自分が初めてここに引っ越こしてきた時のことを思い出す。……って感じのことをやりたいんだけどいい？

ＧＭ：あ、いいですよ。それは、あなたが信州の山の奥おくから希望に燃もえて出てきた頃ころ……。

以蔵：何もないがらんとした部屋に入ったときに思った。あのときもこうして部屋に入って、誰だれかと話していた気がする。

マーヤ：どうしました、以い蔵ぞうさま？　急に立ち止まって。

以蔵：いや……と部屋の中をじーっと見ながら。

ＧＭ：では、目の辺りにだけシルエットのかかった女の子の姿すがたが。

以蔵：じゃあ……そうだな、ここから回想に入る感じでクローズアップして。




　記憶の中で、うんざりした顔をしてアパートを見上げる自分がいる。

「なんだよ。山奥から出てきたら、お前の父さん母さんのアパートか。代わり映えしねえなあ。東京に来た気がしない」




ＧＭ：「相変わらず変わらないわね、その態たい度ど。生意気なんだから」と笑うもみじ。

以蔵：うるさいな、他の生き方が思いつかないんだから仕方がないだろう。う、うぜーっ！　なんだこのイタい高校生（笑）。

ＧＭ：いや、こんなもんだと思いますよ、若い時は（笑）。




「まあ、お前みたいなのに会うのも腐くされ縁えんって奴やつかな」

「まったくその減へらず口、変わらないわね」

　ふふ、と笑って、もみじは軽トラックの荷台から荷物を降おろした。

　花びらが、少しこぼれる。

「感かん謝しやしなさいよ、大家の娘むすめがあたしでよかったって」




勇：（もみじになって）「で、今日の食事とかどうするの？」

以蔵：ああ、そんなもんはどうでもいいさ。なんとでもなる。

ＧＭ：ほ、本当に今と根底から違う（笑）。

以蔵：そんなんじゃ嫁よめのもらい手がなくなるぞ？　と言うと、馬ば鹿か……ってなって。なんだよ、黙だまりこくって。変な奴だな。

シャル：ついにひとり芝しば居いになった（笑）。

勇：……あのさ、以蔵くん。僕、なんとなく分かった。もしかして、俺に関かかわるな、とか口走ってませんでしたか？。

以蔵：ちょ、ちょ、ちょ、ちょ……。

モルガン：ああ、シケた町だぜ……とか。

勇：俺に関わってもいいことなんかないぜ、とか。

以蔵：まさにそれだ……。む、昔の俺はなんて意味のない反はん抗こう期きを過すごしてたんだ……み、身もだえするほど恥はずかしい……！

勇：（過去の以蔵になって）言っておくが、俺には力があるんだぜ？　俺は普ふ段だんはその力を抑おさえて生活している。地じ獄ごくに行っても覚えておけ。俺の名はブラストハンド！　ニュアンスが違うんだ、はーずーかーしーい！（一同爆笑）

以蔵：だから、そんな恥ずかしい思いを全部払ふつ拭しよくするために、俺はこんなおちゃらけた人間に敢あえてなったんだ！

モルガン：そんな理由だったのか！（笑）

以蔵：努力して努力して、心底思えるようになった！　……そのタイミングでこれかよ！

ＧＭ：まあ、そんな状じよう況きようで見放さずにつきあってくれる幼なじみは大事ですね、ええ。

勇：何をしみじみしてんだＧＭ。というわけで、僕はもみじさんに誠せい意いで取りますよ。

ＧＭ：はい、記憶を取り戻したので取ってもらって構わないですよ。

以蔵：俺は真ま面じ目めにもみじに純じゆん愛あいと恐きよう怖ふでロイスを取った。で、恐怖がポジになっている。なぜなら俺は当時怖こわかった、この力がバレた時にあいつに拒きよ絶ぜつされるのが！　だからつれない態度を取ってしまったんだ！

勇：いい話になった！

以蔵：だから、俺はあいつにとっての俺は調子のいいことばかり言うお調子者、ほら吹ふきでよかった。ただ、そんな男として生しよう涯がいを終えたかった……。

マーヤ：いいじゃないですか。以蔵さまは以蔵さまです。場所は特定できたのですから、ソフィアさんに回線を開きましょう。あ、エルキュールさんに手伝ってもらって。

ＧＭ：では、ソフィアがマーヤ特とく製せい空中モニターに出しゆつ現げんします。

シャル：すみませんお嬢じようさま。あの時のように、もみじからイーターを引きはがすことはできないのでしょうか？

ＧＭ：「前回とは違うことがひとつだけあります」とソフィアは困こまった顔をする。

シャル：それは？

ＧＭ：「前回は、無む理り矢や理りもみじさんに取り憑ついていたわけです。ですが、今回はもみじさんの方から意い識しき的てきに張はり付いているので……」

シャル：ああ、なるほどね！　もみじ嬢はこのイーターは誰にも倒たおせないと思っている。だから、自分が何とかしなければならないと思っていると。なるほど、やっと私みたいな一いつ般ぱん人じんにも分かる話になってきましたよ。

ＧＭ：と言われてエルキュールが言います。「まあ、人間関係になんらかの変化が起きた以上、ちゃんとそれをケアしてやって、新しい関係を構こう築ちくするしかないだろう」

シャル：……すごいパチクリした目でエルキュールを見ていいですか？

ＧＭ：「な、なんだ？」

シャル：まともなこと言ったんで。

ＧＭ：「いや、ちょっと待て。私は初登場時から、一いつ貫かんしてまともなことしか言わないＮＰＣとして通っているはずだ」

勇：ああ、今やっとあなたについてよく分かった気がします。ひょっとして、あなたは基き本ほん的てきにかわいそうな人なのではないですか？　どうですか、僕ぼくと社会勉強でも？

シャル：せいっ（勇を殴る）。だがそうだな。ともかく以蔵、これは君の仕事だ。そしてその手伝いをするのは私の仕事だろう。

以蔵：しかし新しい関係って言われてもな。愛じゃなくて信しん頼らいすればいいのか？

シャル：そういう問題じゃない。以蔵、君の言葉にはどこにも誠せい意いがないんだよ。

以蔵：ないよ！（一同爆笑）

シャル：まるで自分のことしか見てないからね。だから、そこには何か裏付けが欲しい気がするな。演出だけじゃなくて、ロイスとかさ。

以蔵：そうだよなあ。正直、俺の名演技でもみじが俺に惚れるならとっくに惚れてる気がする。

ＧＭ：そりゃそうです。もちろんロイスギミックで処しよ理りできるように考えてありますよ。

以蔵：誠意で取ればいいのか？　違うなあ……。

勇：逆ぎやくにネガティブをどうするかだよ。ネガティブの恐怖はどういうのなの？

以蔵：失う事への恐怖と不安だね。

マーヤ：では、それでいいんじゃないですか？　ネガティブを表にしたら。結局、以蔵さまが本音を出してないから、もみじさんが不安なんでしょう？

モルガン：そうじゃな、以蔵が調子のいいことばかり言うのは常つねにポジティブだからじゃ。

勇：そうそう、以蔵は実は弱いところを見せてないんだもん！　以蔵のネガティブなところなんか見たことないよ！

モルガン：ネガに変えた上で、もう一回ポジに戻もどす？　ネガとポジは切り替かえがきくし。

以蔵：もみじの前でネガにして、失いたくないんだって言って……反はん応のうを見てポジにする。




「俺の弱い所……か」

　いつになく、以蔵が沈んだ顔を見せた。怖がっている、と言ってもいい。

「本当に、それで大丈夫なのか？」




勇：何を君らしくもないこと言ってるんだ！　当たって砕けろ！　これは本気で言うが、僕は君のその無鉄砲な勇気だけは尊敬しているんだぞ。

以蔵：勇……。

シャル：私も勇に同意だ。ここで逃げるなど許さないぞ。いいか、私は本気でもみじ嬢に同情しているんだ。貴様がいらんなら、私がクロドヴァに連れ帰ってもいいくらいだ。

マーヤ：ソフィア博士も私も、未来のあなたの子孫も同じ気持ちです。自分をさらけ出すことを恐れないで下さい。

モルガン：うむ！　皆、お主のそこに惹かれてこの四畳半に集まったのじゃからな！




「わかった……」

　ゆっくりと、だがきっぱりと以蔵は言った。

「行こう！　もみじを取り返しに行こう！　俺は、あいつがいて、はじめて俺なんだ！」




勇：行けそうじゃないか。よし、応おう援えんするよ以蔵くん。ここで君にロイスを取っておこう！　尽じん力りよくで、ポジティブが表だ！

ＧＭ：ではソフィアが、「マーヤを通して、〝大いなる意い志し〟をトラップしました。異い次じ元げんへのゲートを開きます。みなさん、もみじさんを助けてあげてください！」と言います。

シャル：お嬢さま、任にん務む了りよう解かいです。

ＧＭ：で、エルキュールが「シャル、以蔵。悪いが、君たちが戻もどらなかったらこのアパートを爆ばく破はする。君たちが敗れた場合、あのイーターがこちらの世界に出現する可か能のう性せいはきわめて高い」と言います。ひさしぶりにまじめな顔で。

シャル：わかっている。私が君の立場でもそうするだろう。……爆ばく薬やくをケチるなよ。




　ソフィアを通して送られてきたデータを元に、マーヤのシステムが空間の門を開く。

「もみじさんのいる亜空間へのゲートを確保！　行きましょう、以蔵さま！」







　　　CLIMAX PHASE







◆Climax 01◆何よりも大切なもの


Scene Player ─── 以蔵






　虚こ空くう。

　ひとりの少女のさびしさを映うつし出したような、ワイヤーフレームの広大な大地。

　ゲートを抜ぬけると、まずはそれが目に入った。




ＧＭ：で、その広大な空間の中にあなたがたがいるアパートがあって、入り口のところでもみじがひとり立っております。

以蔵：うぉう！　もみじい！　と言って飛び降おりるよ。

ＧＭ：「来ちゃったの……？」

以蔵：ああ、来たさ！

勇：追いかけて飛びおりる。ええ、あなたを助けに来ました。ここで《血の絆》を未使用経験点で従者を出しておきますね。

ＧＭ：従者については了解。で、もみじが「どうして忘わすれてくれないの？」

以蔵：おいおい、勝手なこと言うなよ。一度は忘れちまったけど、やっぱりお前のことを忘れられるわけなかったんだ。大事な幼おさななじみなんだから。

ＧＭ：もみじは黙だまって聞いていますよ。




「俺おれはお前に謝あやまらなきゃいけないことがある。ごめんな、もみじ。お前のことを信しん頼らいしていなくて。思えば、俺は俺自身の正体がバレるのが、お前との関係が壊こわれるのが怖こわくて、ずっと噓うそをつき続けてきた」




モルガン：うぐぐぐぐぐぐ……。

勇：何も言わないで。モルガン、何も言わないで。何か言いたいのはわかるけど、僕も言いたいけど言わない。




「おちゃらけた感じで、世界の真実とか言っておためごかしばかり言っていた。……俺は臆おく病びようだった」

　以蔵はしぼり出すようにそう言った。

「今いま更さらそんなこと言われても……それに……」

　彼女が押おさえていた自分の胸むな元もとから手を離はなすと、そこからイーターの触しよく手しゆが伸のびる。その体のほとんどが、漆しつ黒こくに染そまっている。




シャル：もうそこまで来てるのか。

ＧＭ：「あと、一日もしたら抑えられなくなってしまう。そしたらこいつは、外の世界にあふれ出すわ。まっさきにあなたを吞のみ込こんで」

以蔵：そうだな、俺ひとりじゃ勝てないだろうな、そいつには。けれど、知ってるか？　俺たちは、そいつと同じような存そん在ざいをこれまでに倒たおしてきたことがあるんだぜ？

ＧＭ：「そうかもしれない。こいつもそう言ってるわ。でも、あたしはあなたを傷きずつけたくない。あなたに傷ついて欲ほしくない。……だって、以蔵は普ふ通つうの高校生じゃない。あなたが世界の命運なんかのために戦う必要はないのよ！」

以蔵：ま、そうだな。世界の命運なんか知ったこっちゃない。ただ、女の子のために戦うのは悪くないだろう？

ＧＭ：じゃあ言われたもみじが……。

勇：それじゃ駄だ目めだ以蔵くん！　と俺は言っておこう。

マーヤ：無理してるのがバレバレです。

モルガン：い、以蔵。背せ中なかにめちゃめちゃ汗あせが！

シャル：ああ、顔はかっこいいんだけど、汗がだんだん、だらだらだらと。

ＧＭ：「あんたはいつもそうよ！　どっかで聞いたようなことばっかりしゃべって！」ついに怒おこり出すもみじ。

以蔵：どっかで見たような人生にばっかりあこがれてたんだからしょうがねえだろ！

ＧＭ：「………………」何かを期待するような目でみつめて。

以蔵：だから！　俺が言いたいのは！（がばっ、と拝む姿勢で）頼む、帰ってきてくれ！　俺、マジお前がいないと駄目なんだよ！　で、ここでネガティブが表になる。だから！　俺が言いたいのは！　頼たのむ、帰ってきてくれ！　俺、マジお前がいないと駄目なの……。で、ここでネガティブの恐きよう怖ふが表にでる。

ＧＭ：もみじは感情を必死にこらえて、以蔵を見ています。

以蔵：お前がいなくなったら、どうなっちまうのかもう不安で不安でしかたがない！

ＧＭ：ではもみじは以蔵に背を向けて、手だけぷるぷる震ふるわせて聞いてる感じで、押し殺すような声で「あたしだって、あんたがいないといやよ……」。

以蔵：なんか、そういう変なところばっかり同じだな、俺たち。と言いながらおそるおそる上を見る。

ＧＭ：「でも……だったらなおさら、こいつをあんたのところに行かせるわけにはいかないじゃない。大丈夫だよ、以蔵にはたくさん素す敵てきな人がいるもの」

以蔵：そりゃ素敵な人はいっぱいいるさ！　俺の後ろにもいるし、クラスにもいっぱいいる！　これまで冒ぼう険けんしてきたところにもいっぱいいた！　いろんな出会いがあった！　でもやっぱり、やっぱり、お前がいないと駄目なんだよ！　お前のことしか思い出せない！

シャル：よし、いい流れだ以蔵！　そのまま、お前の気持ちをたたきつけろ！　思い出を語るんだ！

マーヤ：日にち常じようを取り戻もどすんです、以蔵さま。

以蔵：そうだ、前に俺が委員長に告白した時の話、したよな？

ＧＭ：「う、うん……」

以蔵：結果は駄目だった。でもどこかでほっとしてた。あの後お前に慰なぐさめられて、本当に嬉うれしかった。俺はお前が起こしてくれなきゃ全然駄目だし、いつの間にかお前が作ってくれた飯でなきゃ本当に駄目になっちまった。

ＧＭ：「そう、なんだ……」

以蔵：確たしかにマーヤが作ってくれる飯はそりゃ美味おいしい、心もこもってる、最高だ。科学的にもイカす配合だ。

ＧＭ：もみじはひとまず黙って聞いておりますよ。

以蔵：学校で何度も同じクラスになった時、あの時の俺はイヤそうな顔をしていたけど、本当はとても嬉しかった！　小こ躍おどりして喜びたかった、でも言うわけにいかなかった！　だから今言う、すごく嬉しかった！

ＧＭ：「そりゃあたしだって嬉しかったわよ。あんたが引っ越こしてくるって聞いて、本当に嬉しかった……でも、あたしはあんたにひどいことを言ったわ。あんたが辛つらいのを何も分かってなかった」

以蔵：わかってねえのはお互い様だろ！　俺だって、お前が俺のことであんなまじめに悩んでるなんて思ってなかったよ！　聞き流してくれたらよかったんだ！

ＧＭ：そこはちょっとはっとした顔になります。

シャル：そろそろ、私が口を挟むかな。以蔵の後ろまで来て、以蔵の頭に手を置いて。……君は、情なさけないときが一番かっこいいのはどうなんだ？　とぼそりと。

以蔵：かっこいいですか？（顔が喜びに輝く）

シャル：頭に載せた手をギリギリギリギリと。今君が見るのはあっちだ、と首をもみじのほうに強ごう引いんに、ゴキッって音がするほど向ける。

以蔵：ひゃ、ひゃい！

シャル：もみじ。私は彼と共に、いくらか戦いに赴おもむいたことがあったが……初めてなんだ、彼が他人のためにみずから戦う決意をしたのは。それだけのことでも、彼が君のことをどれだけ大切にしているかを、分かって欲ほしい。

モルガン：では次はわらわが行こう。以蔵はのう……決める前毎回泣いておるのじゃよな。こんな女の子ばかりの所は夢ゆめだと思っていたが、やっぱりいやだったー！　電車に乗って逃にげてギターを弾ひきながら泣く！　やっぱり　スペースシャトルに乗りたくない！

ＧＭ：「……何やってるのよ、以蔵……」ちょっと、泣き笑いっぽく。

モルガン：が、まあ……泣いた後は、一いち応おうなんとかしおったの。そこだけがこやつの取り柄えじゃ。そこは信じてやってくれい。

マーヤ：もみじさん。以蔵さまは、あなたにだけは噓をつかず、裏切らず、ずっと生きてきたんです。いつだって、以蔵さまは本気なんです。

勇：では、一歩踏み出して、めがねを直して。以蔵くんの肩を叩いて彼に言います。




「さて……そろそろ結論を出すときだ。以蔵くん、君の言葉には相変わらず真実味が足りないな。もう少ししっかりしてくれないと困る」




以蔵：勇……。

勇：そうじゃないと……ここで眼鏡めがねが反はん射しやして勇の顔が見えなくなる。そうじゃないと、もみじさんを譲ゆずれないじゃないか。いいか、踏ふみ込め！

以蔵：わ、わかった！　よし、もみじの前までジャンプするぜ！

ＧＭ：「え？」っていう感じで戸と惑まどって。




　以蔵は、いつになく真しん剣けんな表ひよう情じようで、もみじの肩かたをつかんだ。

「君が好きだ、もみじ」




以蔵：ここでロイスをポジティブに変える。愛している。ラブユー。愛していると言っても過か言ごんではない。LikeではなくLoveだ。Ｌ・Ｏ・Ｖ・Ｅ！　他にも言う。アモーレとも言おう！　我愛称ウオーアイニー！　ジュテーム！

モルガン：まあ……文字通り以蔵じゃのう。

シャル：……これがいいというのは未だにわからないんだが……。

勇：まあ、その、なんです。

マーヤ：以蔵さまですから（にっこり）。

以蔵：……ふぅやっと言えた。じゃ、もみじ。今度はお前が胸むねに抱かかえているもんを放してくれ。

ＧＭ：「えっ……」

以蔵：ん？　お前の中でお前を苦しめてるそいつだよ。そいつを放してくれたら、俺たちとお前でそいつをぶっとばしてやれるんだ！

ＧＭ：「じゃあ……わかった。以蔵、あなたを信じる。だから、その……あたしも、以蔵が好きだよ」

以蔵：マスター、これは真ま面じ目めな提てい案あんなんですが、キスをしてそいつを中から引きずり出すというのはいかがですか？（すごい勢いきおいでＧＭににじりよる）

ＧＭ：……ＧＭから離れてくれれば構かまいません（笑）。

以蔵：ああ、今おまえを解かい放ほうしてやる！　と言ってもみじにキスする。




「もみじ……目を閉じろ」

「え、ええっ、以蔵!?」

　そして、ふたりの距離は急接近した。

　お互いの体温が伝わり、鼓動が聞こえてくる。吐息が、耳にかかった。

　唇が、重なり合う。




以蔵：今だ！　口から、もみじの中に巣くってるイーターを引っ張り出すぞ！

ＧＭ：オーケー！　では、それで完全にフラグが成立します。以蔵の歯に引っ張られるようにして、黒い奔流がもみじの体内から飛び出します。




　それは、黒い泥どろ沼ぬまだった。宇う宙ちゆうの悪意が形をとったようなそのおぞましいプールからは無数の触しよく手しゆが伸のび、以蔵への怨おん念ねんを語り続ける。




ＧＭ：「以蔵[image: ][image: ]わたしのものにならないならこの世界ごと吞み込んでやるわ[image: ][image: ]」その声ばかりは沙織のもので、それが余計におぞましさをかき立てます。そして、ぼたりぼたりと沙織の左手から滴したたったイーターの群むれが光る人型、カルキの姿すがたを取る。

勇：おお、これがカルキですか。噂うわさには聞いていました。しかし光る以蔵くんだと考えるとありがたくもなんともありませんね。

ＧＭ：そして右手から滴ったものが、シャンカラの姿を取る。

シャル：ボスオンパレードか！　だがふたりまでだったら！　どうせ全部以蔵だ！（笑）

マーヤ：やりましたね、以蔵さま。あとはマーヤにおまかせください。

以蔵：マーヤ！

マーヤ：一度倒たおした者たちです、恐おそるるに足りませんよ。あなたがたは未来の扉とびらを開きました。それでいいでしょう。

以蔵：よし！　なら、後は未来への扉をこじあけるだけだぜ！　もみじ、下がってろ！

ＧＭ：では衝しよう動どう判はん定ていをして、最後の戦せん闘とうに入りましょう！





＊　　　＊　　　＊






◆第１ラウンド

[image: ]

マーヤ：ではセットアップですね。すみませんが敵てきのイニシアティブを教えてください。

ＧＭ：カルキが17、シャンカラが39、沙さ織おりが22。

マーヤ：それならカルキを《灰はい色いろの庭》で拘こう束そくします。イニシアティブを８まで低下。あなたの解かい析せきは終わっています。

モルガン：ではわらわがセットアップで因いん果が律りつをねじ曲げて、《ルーラー》！　ダイスペナルティ４個こ！　もはやわらわこそ、唯ゆい一いつのモルガンぞ！

勇：セットアップで《血の戦馬》！　乗ります！

ＧＭ：セットアップで全員《ヴァイタルアップ》。

シャル：よし、まずシーン攻こう撃げき持ちのカルキから潰つぶすぞ！

ＧＭ：では、帰ってきたシャンカラから。《早はや業わざ》＋《カームダウン》＋《アーマークリエイト》！　全員のダイスを８個減へらします。




　模も造ぞうとはいえ、特とく異い点てんの力が居い合あわせた人々のレネゲイドの力を奪うばっていく。

　疾しつ風ぷうのごとき速度で、シャンカラが走った。




ＧＭ：で、《ブレインシェイク》＋《獅し子し奮ふん迅じん》＋《かまいたち》＋《一いつ閃せん》他で、エンゲージから離れつつＰＣ全員を攻撃します。「……ブラスト」達成値ち38。




　爆ばく炎えんが噴き上がった。

　シャルと以蔵がそれぞれに防ぼう壁へきを作り出し、マーヤと勇を守って立ちふさがる。




ＧＭ：ダメージは30点装そう甲こう値無む視し。

モルガン：リアクティブアーマー！　うお、20点止まった！　これなら無事じゃ！

以蔵：で、俺おれとシャルが《リザレクト》だな。へ、本物のシャンカラはもっとたいしたもんだったぜ！

モルガン：うむ！　お主などわらわの主ではないわ！




「以蔵くんは私のものよ！　私だけのヒーローなのよ！」

　沙織の声で、黒い泥でい濘ねいが吼ほえ猛たける。

　無数の触手が、愛する人を引き込こもうと伸びた。




ＧＭ：沙織が《魔ま王おうの理ことわり》＋《大地の牙きば》＋《茨いばらの輪》あといろいろ。《茨の輪》はＤロイス：複ふく製せい体でコピーしてきた。達成値は28。

マーヤ：フィールド全開！　パワードスーツで盾たてになります。《孤こ独どくの魔ま眼がん》！　回かい避ひは失敗です。

ＧＭ：ダメージは25点！

マーヤ：それは、私の装甲を貫つらぬけません。演えん出しゆつ的にはボディが一度破は壊かいされます。その後光が集中して再さい構こう成せいされるということで。あなたの攻撃では、人類の力を打ち消せません！

ＧＭ：だが《茨の輪》は効きく。クリンナップに６点だ。

以蔵：……俺か。しかし、《カームダウン》でダイスがほとんど振ふれないんだよな。ギリギリまで待機しよう。

マーヤ：では、露つゆ払はらいを致いたします。《黒星粉ふん砕さい》！　カーラチャクラの向こうに帰れ！　対象は沙織とカルキのエンゲージ！




　マーヤのパワードスーツに組み込まれた一対のキャノン砲ほうの中心に、小さなブラックホールが生まれた。

　それは永遠に逃れることの出来ない重力の牢獄、何人たりとも回避も防御も叶わぬ究極の攻撃。

　そのシュヴァルツシルト半径が、カルキと沙織を飲み込んでいく。




マーヤ：ダメージは40ぴったり。そして侵しん蝕しよく率りつが[image: ]％に！

以蔵：うおおおお！　しっかりしろー！

マーヤ：全身から火花を散らしながら、以蔵さまの、ためですから、と。

シャル：ならばここで一気にたたむぞ！　《高速錬れん成せい》＋《インフィニティ・ウェポン》＋《ダブルクリエイト》。そしてメジャーで、使えるのを全部組んで沙織とカルキを攻撃！　達成値は36！

ＧＭ：まず、沙織が《暗黒螺ら旋せん》。リアクションを放ほう棄きして15ダメージを食らわせます。カルキは《ゆらめき》＋《全知の欠片かけら》で回避。でも失敗。

シャル：じゃあダメージが65点装甲無視。

以蔵：ところでその15ダメージは《波は紋もんの方ほう陣じん》する？

シャル：必要ない。その15ダメージを喰くらって倒たおれ、《ラストアクション》！




　シャルの棒ぼうが、運命をもてあそぶ偽いつわりの神々を切り裂さき、打ち据すえ、引き裂く。

　黄金の髪かみが、虚こ空くうになびいた。




シャル：同じ攻こう撃げきで、ふたりに70ダメージ！　で、倒れます。

ＧＭ：うおおおお。ええと、沙織はまだ無事。カルキが《魂たましいの錬成》。

勇：ならばこれでとどめだ！　19点消しよう費ひ《赫あかき剣けん》を握にぎり、《一閃》＋《さらなる波》＋《マシラのごとく》他でカルキに突とつ撃げき！　達成値は37！

ＧＭ：カルキは避よけられない。

勇：ダメージは……81点。

ＧＭ：はい、カルキが倒れます。




　真しん紅くの剣が、輝かがやけるイーターを貫つらぬく。

「ブラスト」

　言葉と共に、イーターは赤い柱になって、消えた。




以蔵：よし、続けて行くぞ！　勇の側に《高速錬成》＋《アーマークリエイト》しながら走り寄よって、《錬成の掟おきて》＋《インスタント・ボム》をシャンカラにたたきつける！　達成値ちは40。




　空気の爆ばく弾だんが舞まい、シャンカラの周囲を業ごう火かで包む。

「すごい……以蔵、本当にすごい……」

　もみじの唇くちびるから、感かん嘆たんの吐と息いきが漏もれた。




ＧＭ：うう、37ダメージか。わりときついな。

以蔵：鮫さめのようににやりと笑う。おれがトゥルーブラストハンドだ。

マーヤ：また入学当時に戻もどってますよ。

モルガン：では、《完全獣じゆう化か》！　めきめきめき、とカルキ自身と完全に一体化し、見よ！　これこそ真の神の力なのじゃー！　とか言いながら、《フルパワーアタック》＋《オールレンジ》他でシャンカラを殴なぐる！　達成値は35。

ＧＭ：カルキをなんだと思ってんですか（笑）……回避は12です。

モルガン：ダメージは割わりといい、46。残念ながら装そう甲こうは有効。

ＧＭ：まあ、それは食らっておきます。まだ大だい丈じよう夫ぶ。で、セカンドアクションですね。

勇：ではいきます！　ＨＰが残り１になりますが、《夜魔の領りよう域いき》＋《さらなる波》＋《音速攻撃》＋《血族》＋《ブラッドバーン》でさらに沙織さんに斬きりつける！　達成値39！

ＧＭ：はい、《暗黒螺旋》。触しよく手しゆが取り込みにかかるよ。

勇：じゃあ４Ｄ＋36。ダメージは65点！

ＧＭ：声にならないＧＭと沙織の悲鳴が響きます。《黒星招しよう来らい》！




　真紅の剣が、闇の衣を切り裂いていく。

　一歩また一歩と、白い衣をまとった勇の進撃は止まらない。




シャル：よし、使わせられたか。

モルガン：たたみかけるぞ！　エクスカリバーの力、見るがよい！　剣に変形して攻撃じゃ！《オールレンジ》＋《フルパワーアタック》＋《大だい蛇じやの尾お》＋《増ぞう腕わん》。

ＧＭ：それは《時の棺ひつぎ》で運命をねじまげて回避します。

モルガン：なるほど、それがおぬしに残った最後の因いん果が律りつの欠片じゃな？　だがもう使えまい！　おぬしの最後じゃ！

以蔵：限げん界かい点てんだ！　ピシリ、空間にヒビが。

勇：そして《不死者の恩おん寵ちよう》。よし、ＨＰが半分まで戻もどりましたよ。

シャル：私もエミール・カサド・カンテミール司令のロイスをタイタスにして復ふつ活かつ。司令、今回はボランティアです。傭よう兵へいとしての戦い方はしませんよ。出血大サービスです、とつぶやく。




◆第２ラウンド

[image: ]

ＧＭ：ではセットアップです。こちらは沙織が《重力の沼ぬま》でセカンドアクションを禁きん止しします。

以蔵：うわ、地道にうざいな。

モルガン：引き続き《ルーラー》！

シャル：それならたたんでしまおう。一点集中で大いなる意志を叩たたけ！　というわけで、《集しゆう団だん統とう率そつ》！　よし、[image: ]％ですんだ！　これで《カームダウン》より先にやれるぞ！　で、モルガン、勇、以蔵、私、マーヤの順番にします。

勇：そうですね、シャルさんとマーヤが動くのは以蔵くんで仕し留とめられなかった時の保ほ険けんでしょう。

モルガン：では……勇、おぬしのために剣を渡わたすのもこれが最後じゃろう。

勇：そうですね、では最後の大一番、以蔵くんのために切り開いてあげましょう！　またモルガンが僕ぼくの前に、少女の姿に戻って馬に跨またがって。

モルガン：ゆくぞ、エクスカリバー！《融ゆう合ごう》！

勇：で、ふたりで握にぎって斬りつける。使うのは、《さらなる波》＋《音速攻こう撃げき》＋《ブラッドバーン》＋《血族》！

モルガン：《フォース》＋《フラットシフト》＋《命の剣つるぎ》＋《フルパワーアタック》他！　イニシアティブは０になるが、《集団統率》優ゆう先せんじゃ！

勇：僕の愛する、みんなの愛するもみじさんを、返してもらいます！　達成値ちは……あ、あれ？　あのね、１回回ったのを８個こ振ふって、２、３、４しか出てない。だから18？

シャル：（笑いながら）演出でかっこよく行こう。勇！　お前の存そん在ざいはもう！

勇：馬ば鹿かな……早すぎる！　この空間にまだいなければ……持ってくれ、僕の体！

マーヤ：大だい丈じよう夫ぶです、勇さん！　空間の揺ゆらぎを作って、その間かん隙げきに落とし込みます。《時の棺》！　リアクションを失敗に！

勇：……ありがとう、マーヤ！　くらえ、93ダメージ！




　光の剣が、闇やみを切り裂さく。

　天地開かい闢びやくもかくやという爆光が、虚こ空くうの闇を照らし出す。

　それは聖剣エクスカリバー。運命そのものをも切り裂く力。

「たとえお主が約束の王を産む者でも、王は王だから輝くのじゃ」

　モルガンの声がした。

「そうです！　僕たちは、僕たちの力で生きている！」

　勇が、剣を振り抜いた。




ＧＭ：うおおおお、《イモータルライフ》！

勇：やはりか！

モルガン：だが、じゃからこそもうひとり、わらわと同じブラストハンドが待っているというものさ。

勇：そういうことですね……以蔵くん、お願いします！

以蔵：ああ、ありがとよ。時間が稼かせげたぜ！　と言うと《サポートデバイス》によるでっかい時じ限げん爆ばく弾だん用の時計がすでにシャンカラと沙織についている。そろそろ時間だぜ。

モルガン：じゃあ以蔵に振り向いて。ああ、以蔵。よいから、一度ぐらいはわらわの助けなしに決めてみせろ。

以蔵：おう、見てろよ？　お前ら惚ほれるぜ！　と言いながら攻撃。《錬れん成せいの掟おきて》＋《インスタント・ボム》＋《スプリットアタック》＋《マシラのごとく》他。で、ミドルで一度うしなったもみじのタイタスを昇しよう華かしてクリティカル値を５に。

勇：おお！　５なら行けるはず！

以蔵：ああ！　新しい関係になったからには、古い関係を切り離すよ！　もみじを弄もてあそんだ償つぐないはしてもらう！　達成値36！

ＧＭ：シャンカラは42、沙織は18です。

以蔵：シャンカラには外したか！　だが本体に行った！　ダメージは67点装そう甲こう値ち無む視し。

ＧＭ：ではすさまじい火柱が上がり、その中にイーターの本体が消えていきます。で、本体が消えると同時に幻げん影えいだったシャンカラも消えていきます。




「……ブラストハンド。それが俺おれの名だ。地じ獄ごくに行っても忘わすれるな」

　いつものように、不ふ敵てきな笑えみを浮うかべ。

　いつものように、少し笑って。

　以蔵は、闇を吹ふき飛ばした。

[image: ]




ＧＭ：では、大いなる意い志しの封ふう印いんされていたこの亜あ空くう間かんがわきゃわきゃわきゃと割われていきます。

以蔵：あばよ沙織。好きでいてくれたこと、忘れない。

勇：では、僕のほうも消え始めます。別れを惜おしんでいる暇ひまはないみたいですね。

ＧＭ：ではもみじがちょっとだけ目を開けて。「勇くん……ありがとう」

勇：笑え顔がおでうなずいて。

以蔵：もう行っちまうのかよ。

勇：まあ、あまり時間もないですし……僕もほら、紅葉もみじを待たせてますし、春日恭きよう二じとも決着をつけないといけませんから。

以蔵：春日恭二か……いや、そうだな、お前の宿しゆく敵てきなんだな。まあ、がんばれ。

シャル：また会おう。どうせ、私のお嬢じようさまがそれほど時間が経たたないうちに、君の所への通路を開けるはずだ。

勇：そうですね、でしたらその時にはＦＨが支し配はいしているふざけた世界も変わってますよ。

以蔵：何、お前ならやれるさ。

シャル：まあ、君ももう少し成長していることを期待しよう。

勇：はっはっは、これ以上僕がどう成長すれ……とそこまで言って消えます。

モルガン：消える瞬しゆん間かんの手にジャンプして、パチンとハイタッチする。多分、エクスカリバーを握ったときの感かん触しよくと同じだった。




　きらり、と歯とメガネを光らせて、久坂勇は消えた。

　もう二度と交わることのない時空の彼方、平和なき修羅の世界へと、帰っていったのだ。




マーヤ：さて皆みなさん、そろそろこの空間も限げん界かいなので扉とびらを開きます、離り脱だつしてください。私は大いなる意志を回かい収しゆうしていく必要がありますのでここでおわかれです。

ＧＭ：ではもみじがマーヤの方を見る。「ありがとう、マーヤ」

マーヤ：いえ、当然のことです。さようなら、みなさん、お幸せに。




　マーヤの姿もまた、光となって消えていく。

　いつかまた、時間が交差する先で出会うことはあるのだろうか。




モルガン：で、ハイタッチまでは《融合》の演出ということでドラゴンに戻って翼を広げる。《完全獣じゆう化か》しとるしな。帰るぞー！　さっさと乗れー！

以蔵：おう！　じゃあマーヤの方に向かって、もみじを抱だき寄よせながら。必ずお前につなげてみせるからな、期待しておけよ？

シャル：マーヤもここで帰るのか。……ロボットだが、あえてこう言おう。元気でな。

マーヤ：みなさんの作る未来が、私につながっています。いつかまた、お会いしましょう。

ＧＭ：では、エンディングにしましょう。







《血の絆》　事前に従者を展開しておくブラム＝ストーカーのエフェクト。

《カームダウン》　シーンに登場しているあらゆるキャラクターにダイスペナルティを与えるエフェクト。

《獅子奮迅》　高速で攻撃し、エンゲージ全体を攻撃するエフェクト。

《暗黒螺旋》　リアクションを放棄する代わりに、相手にもダメージを与えるエフェクト。

《完全獣化》　完全な獣となり、道具が使えなくなる代わりにパワーアップするエフェクト。

《黒星招来》　ブラックホールによってダメージを吸収するエフェクト。

《時の棺》　対象の行なった判定を強制的に失敗させるエフェクト。

《イモータルライフ》　不死の生命力によって死亡から復活してくるエフェクト。











　　　ENDING PHASE




ＧＭ：それでは本当に終わりです。ありがとうございました。ＰＣ①の発表はあとがきにゆだねるとして、自律判定行ってみましょう！

以蔵：最後に一個ロイス取れるんで、レネゲイディアの人々に取るよ（笑）。今[image: ]だから……よし、振り足しなしで成功だ！

シャル：……本当に気に入ったんだなレネゲイディア（笑）。

モルガン：やった────！　わらわはまたも１倍で帰ってきたぞ───！　《フラットシフト》は偉大じゃなあ。

勇：僕は[image: ]超えてますからね、二倍にしましょう。……よし、88下がって成功。

モルガン：問題はマーヤじゃな。《黒星粉砕》やら《時の棺》やらで[image: ]％を超えておる。

以蔵：４Ｄ10エフェクトのてんこもりだもんなあ。

マーヤ：これでも自律判定のダイス目はいいんですよ……えいっ。97！

一同：おお！

ＧＭ：じゃあ、これで全員めでたく無事ですね。名残惜しいですが、最後のエンディングに入ります！







◆Ending 01◆戦いの果てに


Scene Player ─── シャル






　戦いは終わった。今度という今度こそ、特とく異い点てんの力はこの宇う宙ちゆうから消え去り、彼らにはそれぞれのステージにおけるそれぞれの日にち常じようが戻ってきた。




シャル：じゃあ、私のエンディングから行きますか。




　夏とはいえ、クロドヴァの大気は日本のそれよりも乾かわいていて、気温ははるかにおだやかだ。

　空港に降おり立ったシャルは、泣きそうな顔で自分を出で迎むかえるソフィアを本当にいとおしく思った。




シャル：では帰りました、お嬢様。四シナリオ振ぶりぐらいにようやっと帰ってきました。

ＧＭ：「お帰りなさい、シャル」とソフィアがあなたに抱きついてきます。

シャル：ではその頭をポンポンと叩たたいて。何もかも解かい決けつできたようですよ。これで全部が終わりとは、あまりみんな信じていませんが。

ＧＭ：「ええ。でも今は、このクロドヴァの問題を解決することに邁まい進しんしましょう」

シャル：それが元々の役目ですから。ですが、ここだけが我われ々われの世界ではないということを、今回の事じ件けんで思い知りました。落ち着いたら、またあの騒さわがしい町に行きましょう。

ＧＭ：「はい！　そうだ、エルキュールから手紙が来ていますよ」

シャル：ん？　まあ、あいつは手紙爆ばく弾だんとかやらないだろうが、偽ぎ装そうという線もあるから……と言って警けい戒かいして開きます。

ＧＭ：では、流りゆう麗れいな筆ひつ致ちで、「休戦の時は終わった。いよいよ貴き族ぞくとして、正々堂々の決着を戦場でつけようではないか。エルキュール・ド・サンドリヨン」とあります。

シャル：あのバカも変わりませんね。決着ならとっくについているのに。では、まずは原隊復帰の報ほう告こくをしてまいります。久ひさしぶりにこの服を脱ぬいで戦場に行ってきます。

ＧＭ：「いってらっしゃい、シャル。待っています」




　傭よう兵へいは戦場に戻る。

　いつか自分が不要になる日を目指して。







◆Ending 02◆メビウスの環わの中で


Scene Player ─── マーヤ






　虚きよ無むの世界。

　何もないそこで、空間にたゆたうレネゲイドの記き憶おくとなったマーヤだけが、すべてを見つめている。




ＧＭ：ええと、マーヤのエンディングなんだがどうしよう。マーヤ軍ぐん団だんとか考えてなかったから、イベントがずれてるな。

マーヤ：じゃあ自由にやっていい？

ＧＭ：いいっすよ。

マーヤ：では、暗い画面に謎なぞのテロップが出ます。




〝ビッグクランチ〟。




一同：宇う宙ちゆうの終しゆう焉えんかよ！（笑）

勇：とんでもない未来だ。

マーヤ：で、私は持って帰ってきたデータ状じよう態たいの大いなる意い志しを解放します。さあ、次の世界を作ってくださいね。

ＧＭ：この宇宙を形作っていたのはイーターだったのか！　正せい確かくには次の宇宙か。

以蔵：スケールのでかい妄もう言げんだ……。

マーヤ：あなたがたがいたから、生命が生まれて、喜びが生まれて、そしてあんな楽しい人たちが生まれたんですから、今回もがんばってくださいね。と言って送ってから。さて、では次があることを伝えに行きましょう！　そう言ってこの場から消えます。




　そしていつか、果てしない時の彼方かなた。

　新しい宇宙が、また開かい闢びやくする。







ビッグクランチ　誕生のビッグバンの後にいつか訪れる宇宙の収縮。そこからまたビッグバンが起きるのではないかと言われている。あくまで仮説。











◆Ending 03◆モルガンの飛ひ翔しよう


Scene Player ─── モルガン






　永えい劫ごうの時とともに、モルガンは特とく異い点てんとともにあった。

　そして今、彼女自身が特異点の因いん子しを取り込こみ、あらたなる存そん在ざいへと進化した。

　彼女を阻はばむものは、もはやない。




モルガン：あー、わらわのエンディングなんじゃが。カオスガーデンではなくて、エンドラインでよいかのう？

ＧＭ：いいんじゃないですかね。さっきの宇宙開闢を見た後だともう何を却きやつ下かしても理り屈くつが通らない気がする。

マーヤ：ほほほ。

モルガン：ではモルガンのある一日。

勇：ある一日。

モルガン：東京の中心にあるファルスハーツタワー。リベンジに来たぞ～！　ばっさばっさばっさ。

勇：（通行人になって）何だあれは？　鳥だ！　怪かい獣じゆうだ！　いや、モルガンだ[image: ][image: ]！

モルガン：まず過か去このモルガンを回かい収しゆう！　続いて月にあるロンギヌスの槍やりも全回収。ああ！　これが！　ずっと！　わらわの！　心残りだったーっ!!

シャル：ちょっと待って三田さん！　六話やって綺き麗れいにオチがついて、心残りはそこか!?

モルガン：そこだよ！　そして過去のモルガンと融ゆう合ごう！　パーフェクトモルガンとして復ふつ活かつ！　襲おそいかかってくるＦＨの戦せん闘とう機き部隊を次から次へと、ごおおおお、とやっつける！　やった！　わらわが負けたという事実が闇やみに葬ほうむられた！

勇：これはね、もうモルガンとかじゃなくて、三田さんのエンディングだ（一同爆笑）。

モルガン：負けて、ないもん！　モルガンは負けないんじゃー!!　って叫さけんで、そのまま次元を超こえてアパートへと飛来。そして窓まどから飛び込んで、ネットＲＰＧをはじめる！（笑）

勇：色んな世界、色んな時代、色んな空間を駆かけめぐって、やったのは自じ己こ主しゆ張ちようだけ！

マーヤ：すると、モルガンがネットＲＰＧを起動したらポーンと音がして。「マーヤがログインしました」

モルガン：……よし！　これでわらわのネットＲＰＧが今から始まる！　以い蔵ぞう！　お主もゲームをやるぞ！







◆Ending 04◆果てしなき戦いの中で


Scene Player ─── 勇






　復活したモルガンによって焼け野原となったファルスハーツの中ちゆう枢すう基き地ち。

　勇いさみはひとり、そこに立っていた。

　いや、ひとりではない。その彼をにらみ据すえる、スーツ姿すがたの男。




ＧＭ：ではとりあえず勇。次はお前のエンディングだ。一応俺おれとしては、せっかくお客さんの希望があるんであれを出そうと思うんだが。

勇：ん？

ＧＭ：最強の男だよ。春日恭きよう二じ（一同爆笑）。

勇：そうですね……では僕ぼくは《赫あかき剣けん》をもって赫き戦馬ホーリーグレイルに跨またがって奴やつをにらみ据える。

ＧＭ：では春日恭二が言うわけですよ、勇に向かって。「まさか、モルガンを復活させるとはな」

勇：世の中には、あなた程てい度どの常じよう識しきでは測れないことが色々あるんですよ、と言いながら眼鏡めがねを外して懐ふところにしまう。

シャル：すごい説得力だ。

ＧＭ：「ほう、少しは成長したようだ。相当泥どろを飲んだようだな」春日恭二は冷れい笑しようする。

勇：ではそこを基き本ほんステージの春日恭二とかぶせて言おう。あなたと同じにね。

ＧＭ：「何のことだ？」

勇：なに、こちらの話ですよ……ただ、ひとつ教えてあげましょう。あなたのように常つねに挫折を知らず、完かん璧ぺきに生きてきた人は、暴あばかれたときもろいものです。

ＧＭ：「ブラストハンド、それはおまえが敗れたときに俺が言った台詞せりふではないか。お前は紛まがい物のエリート、俺は本物のエリートだ」

勇：なるほど、彼は一度あなたに敗れていましたか。これって多分シャンカラのことだよね。

ＧＭ：うん、モルガンがおのれ春日恭二とか言ったから。

シャル：じゃあ勇の後ろにいる紅葉もみじが、気をつけて、春日恭二はブラストハンドを唯ゆい一いつ倒たおした男よ！　と言う。

勇：ブラストハンドが唯一敗れた男……だが、今は僕は誰だれよりも強いブラストハンドを知っている！　うおおおっっ！　と駆け出し、いくぞ、ディアボロス！「来い、ブラストハンド！」と言ってカキン！　と交こう錯さくしたところで一いつ瞬しゆんモノローグが入って。




「以蔵くん、待っていろ！　すぐに行く！」







◆Ending 05◆夢ゆめ


Scene Player ─── 以蔵






　ゆっくりと、目を覚ます。

　見み慣なれたいつもの木もく造ぞうの天てん井じよう、いつもの町の喧けん噪そう。

　鳥の声がして、なんとなく自分が自分でないような気がする。




ＧＭ：では最後に以蔵のエンディング。これは用意してありますんで、以蔵がまた起きるところから始めましょう。

以蔵：え？　キャンペーン全部夢ゆめ？

ＧＭ：いや、違ちがいますよ。普ふ通つうに寝ねてて起きるんだよ、翌よく日じつが来るんだよ！（笑）

モルガン：お前がわらわの夢なことはあっても、逆ぎやくはない！

ＧＭ：「以蔵、起きて。以蔵、起きて」で、もみじの声がする。

以蔵：ああ、起きてるよ……朝、か。めずらしくぱっと目が覚めた。

ＧＭ：もみじが「どうしたの？　一いつ緒しよに学校行こう？」と小さくドアを開けて声をかけます。

以蔵：お、なんだろう？　今日のもみじはなんだか優やさしいぞ。

シャル：そりゃそうだろう。だっておたがい告白して上手うまくいった後じゃないか。

以蔵：そうか、もみじ！　俺たちは彼氏彼女になったんだな!?

ＧＭ：そう言われると真っ赤になるですよ。「ば、馬ば鹿か……」

以蔵：いや、照れる、照れる。これはちょっと照れる。布ふ団とんの上でどったんどったんどったんどったん。うおー、照れる！　あ、見ないで見ないで！　寝ね間ま着きだよ寝間着！

勇：お前、パンツ取ってとか言ってたじゃん！　はかせてとか！

以蔵：一歩進んだ関係になったからにはちょっと恥はずかしがらないと。

勇：義ぎ務む感で恥ずかしがるな！

以蔵：そ、それとも……く、来るかい？

ＧＭ：「い、いかないわよ馬鹿……」

以蔵：だよね、だよね？

ＧＭ：「じゃあ、お弁べん当とうここに置いておくから、着き替がえ終わったら降おりて来なさいよ？」

以蔵：おお、ちょっと待ってくれ。もう少しこの幸せを嚙かみしめさせてくれ。……いや、昨日と同じ今日、今日と同じ明日がずっと続くと思っていたが、けっこう変わるもんだな。俺、なんか幸せだぞ！　悪くないな、この幸せ。

ＧＭ：で、もみじが以蔵の腕うでにしがみついて。

以蔵：腕にしがみついた！　うおおっ、赤面するわ！　なんてはしたない子だろう。やらしい、やらしい！　うわ、そんな子に育てた覚えはないよ！

シャル：お前、もみじのことを嫌きらいなのかよ！

以蔵：大好き大好き！　もみじ、大好きだ────っ!!　太陽に向かって叫さけんでみる。

ＧＭ：じゃあほくほく顔の以蔵と、赤面してもじもじしているもみじが一いち応おう手を組みながら通学路を歩いている。

以蔵：じゃあ恥ずかしいのでちょっと離はなれようとしているもみじをがちっと超ちようロック。放さな～い、離れな～い。さあ、行こうか学校へ！　やあ、通学路の諸しよ君くん！　気にしないでいい！

ＧＭ：「ば、ばか！」

以蔵：気にしないでいいが、気にしてくれ！　我われ々われは……もう、言わせるなよ！　恥ずかしいな、恥ずかしいな！　とか言いながら人通りの多いところに行って。どけ、そこどいてくれ！　プレスか!?　やめろ、彼女は関係ないんだ！　撮とるな、撮るな！

一同：（笑いすぎで動けなくなる）

以蔵：新聞部はここか、ばぁん！　撮るな！　撮るんじゃない！

勇：お前は、お前は大だい丈じよう夫ぶなのか……（笑）。

以蔵：やめろ、彼女とはまだそんな関係じゃないんだ！　清らかなんだー！　ただこれからふしだらになるんだーっ！

ＧＭ：じゃあもみじがパンチを食らわして、耳元にささやきます。「ば、ばか！　さっさと教室へ行くわよ！」

以蔵：おぶぁ！　ふぅぅぅ、はぁぁ（深呼吸）。よし、教室に入ろう！

ＧＭ：で、教室に入っていくと「席に着け」と言われて。「転校生を紹しよう介かいします」

勇：そうか、転校生か。でも俺はもうもみじに首ったけ。他の所に目なんかいかない。もみじ、もみじ、照れてるの？

ＧＭ：「転校生の、星ほしヶが丘おか沙さ織おりです！」入ってくるのは、あの日と同じ沙織の姿すがた。

以蔵：…………。




　硬直。

　恐慌。

　対応。

　以蔵の顔が、くるくると変わる。




ＧＭ：「以蔵くん、会いたかった！」

以蔵：……お、俺もさ！　あ───……アハハハハ、キラキラキラ、クルクルクル。アハハウフフ。

勇：（もみじになって）ゴゴゴゴゴゴゴゴ……。

以蔵：もみじ、ごめんなさい！

シャル：面おも白しろいから乱らん入にゆうしたいかなって思うんだが。

モルガン：うむ、ぜひわらわも乱入したい（笑）。これはみんなまとめて乱入した方がいいんじゃね？

マーヤ：それは是非やるべきでしょう。

以蔵：待てもみじ、これは違ちがうんだ！　……なあ？

シャル：ところで、転校生がもうひとり。

以蔵：え、転校生が他にも？

シャル：で、ガラガラって扉とびらが開いて、ソフィアがなぜか私と同どう伴はんで入ってくる。

以蔵：俺の腕は二、本しかないのに！　ソフィア、会いたかった！

マーヤ：すると隣となりのクラスからつかつかつかと足音がして。何やってるの、騒さわがしいですよ！

以蔵：マーヤ先生！　うおお、マーヤまで！　宇う宙ちゆうの法ほう則そくが乱みだれている！

勇：では反対のクラスの担たん任にんの先生が来る。おいおいお前たち、うるさいぞ。で、入ってくるのは美形の先生なんだけど、八年たった僕。やあ以蔵くん、君は変わらないなあ。




　いつもと同じ昨日、いつもと同じ今日。

　そんな日にち常じようは、今まさに木こっ端ぱ微み塵じんに崩ほう壊かいしようとしていた。




以蔵：昨日別れたばかりだよ！　ばっさばっさばっさ……この羽ばたきは!?

モルガン：ばっさばっさばっさ。い～ぞ～お～！　学校の中にどぎゃーん！　とドラゴンが。

以蔵：ど、ドラ子!?

モルガン：大変じゃ！　ブラックサタン以蔵とかいうのと、モルガンダブルエックスとかいうのが攻せめて来たんじゃ！　わらわの、わらわの誇ほこりが！　エクスカリバーが～！

ＧＭ：「ちょっと待って、以蔵くんをどこに連れてくのよ！」と沙織がしがみつき、さらに「待って下さい、私も行きます！」とソフィアが。

シャル：お嬢さまがいくなら私も行かないとな（ニヤリ）。

ＧＭ：じゃああれですね。エルキュールがモルガンの背中になぜか乗ってて。「行くぞ！　敵は異世界レネゲイディアだ！」




　そしてもみじが、怒気をあらわに以蔵につかみかかる。

「いーぞーうー！　これはどういうことよ！」




モルガン：では、ゆくぞレネゲイディアに！

マーヤ：では門を開きましょうか。

以蔵：こ、こんなのってねえよ[image: ][image: ]!!

















　こうして。

　特とく異い点てんをめぐる物語はひとまず終わりを告げた。

　だが、果てしない時空のどこかで、今日も彼らのドタバタは続いている。
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　　　あとがき




　改めてこんにちは。著者の小太刀右京です。後書きから読んでらっしゃる方のために一応ご挨拶を。

　繰り返しになりますが、本来なら一巻読み切りで始まりましたこのシリーズは皆様のご声援に支えられて、なんと当初の三倍、全三巻というスケールに拡大いたしました。筆者個人の作品としてはもっとも長く続いたシリーズであります。本当にありがとうございます。

　大げさな話でなく、ここまでこぎつけられたことはひとえに喜びであります。実際、現在も目頭が熱くなり、ともすれば感動によってタッチタイピングを行なう手が震えるのを止めることができません。

　とはいえ、感動だけで紙面を終えるわけにも参りません。

　読んでいただいた皆様のために、本書の構成を振り返って、幕にしたいと思います。

　なお、これからの内容には本書のネタバレを含む、内容についての詳細な解説が含まれております。後書きからお読みの方は、できればまず本書をお読みになっていただけると嬉しく思います。




第五話「鏡像の世界で」

　一話まるまるエンドラインのお話であります。前巻の最後で本来なら余韻程度ですますはずだった「あちら側のヒロイン」三室戸紅葉を救うため、プレイヤー一同の総意でこちらに来ることになってしまったことから生まれたシナリオです。

　コンセプトとしてはまず、〝エンドライン〟という近くて遠いステージをはじめて紹介するリプレイということを意識しました。幸い、春日恭二のスクリーン演説以降プレイヤーもノリノリになって、いろいろなアイデアが出ました。シザーリオ、上月兄弟、ネームレスなど懐かしい名前のほとんどは、プレイヤーのアイデアによるものです。

　もちろん、〝ダインスレイフ〟や〝運命の導き手フエイト・インジケーター〟が敵に回っていたりする展開は当初からの予定通りのものでした。歯車の掛け違いによって敵は味方に、味方は敵に。これがエンドラインの魅力だと思います。

　もっともエンドラインに一同が永住してしまっては話になりませんし、この魅力的なステージをリプレイのＰＣたちが平和にしてしまってはもっと話になりませんので、敵はあくまで大いなる意志とイーター、ＦＨはどちらかといえば第三者的な背景として登場してもらうことになりました。これをお読みの皆様は、是非本書をヒントにして、魅力あるエンドラインの物語を作り上げてください。

　以蔵バトルは前からやりたかったネタで、単に紅葉を力押しで解決しないためのネタとして仕込ませていただきました。こういうとなんですが、以蔵は本能に忠実なので、演じていて楽しいです。こんなふうに生きられたらいいですね！（笑）

　漠然と設定だけは考えてありながらも登場しなかった以蔵としては、




・何かの間違いでデザートミラージュに売り飛ばされた以蔵。日本に帰るための違約金百五十万ドルを手に入れるため以蔵バトルに参戦。何かあるとポエムを詠む。

・現実の女性にまったく興味が無くなった以蔵。毎日のようにアキバに通い、背中のリュックにはビームサーベルのようにポスターを差している。

・旧制高校に通う昭和初期のバンカラ以蔵。学帽、破れマントにゲタ姿で、手には読みもしない分厚いロシア文学を「モテるので」という理由で持ち歩いてる。自称快男児。

・宇宙の海を荒らし回る隻眼の以蔵。なんか顔に巨大な傷があったりする。あきらかに水上戦艦にしか見えない宇宙海賊船にのって、５つのラグランジュポイントを荒らし回る。




　の四名がおります。どいつがどのステージに対応しているかは見たまんまということで。

　彼らは結局登場しませんでしたが、シーンの外のどこかで以蔵バトルに破れて特異点を奪われたものと思います。

　もちろん、死んだわけではありませんから、皆さんのセッションに以蔵軍団を出すことも可能です。出してどうするのかはよくわかりませんが。




　話が以蔵のことばかりになってしまいましたが、この話の主役はあくまで勇です。

　彼はエンドライン以蔵の記憶を持ち、彼が愛した少女の記憶を持っていますが、本人ではありません。いわば、似姿です。

　その彼が葛藤し、悩みながらも、失ったものを取り戻そうとする戦いがこの話の主題です。途中、いろいろな脱線をしながらも、この難しいキャラクター性を演じきった加納正顕という男は大変なものだと思います。




　なお、以蔵と勇のなじりあいは、お互いに強い信頼関係を持って「仲良くケンカしている」のであります。こうしたなれ合いとしてのケンカは楽しいものですが、言葉が過ぎたりアプローチを間違えると、相手を不快にさせることがあります。真似をするときは注意して真似をしてください（笑）。




第六話「さらば、国見以蔵」

　まあ、あれだけ出てきてさらばもないもんですが（笑）。

　この話は、ストライク一巻と同時に完成していました。当時は続刊のアテもありませんでしたが、「最後はこんな話がいいな」と漠然と考えていたのです。二巻でやらなかったのは、以蔵というキャラクターを掘り下げてないのにやってもしょうがないな、と考えたからで、三巻というのはちょうどよいタイミングだったのではないでしょうか。

　ストライクはこれまで、一貫して宇宙だの世界だのの崩壊を扱ってきました。ひとりの少年の心象風景が、そのまま世界の運命に直結していたわけです。それが最終話では、彼の大切な人物である三室戸もみじに正体がバレたことから、世界の運命でも何でもないのに、以蔵は以蔵自身の物語に決着をつける必要が生まれるのです。

　ですので、このシナリオに限っては失敗しても世界の運命には影響は出ない、と決めていました。あくまでひとりの少女が消えるだけ。それだけのことです。それが大切な日常だからこそ、オーヴァードは命をかけるのです。

　……その上で、以蔵と勇が同時にすぱっと忘れた瞬間はさすがにＧＭも肝が冷えました。あそこであとひとり倒れていたらどうなったかわかりません。

　後、異世界レネゲイディアの詳細が知りたい、というかたは是非とも商品化希望のお手紙を富士見書房様にお願いします。





＊　　　＊　　　＊






　最後になります。

　これはごく個人的な感想ですが、国見以蔵という少年は変わり者かもしませんが、心証としてはむしろどこにでもいる普通の少年だと思っています。

　彼女が欲しい、ぐうたらしたい、学校行きたくない、人気者になりたい、ヒーローになりたい……。

　こうしたことは、退屈な日常生活の中で誰もが考えることであり、その意味で彼は本当に平凡な少年だ、とさえ言えるでしょう。

　そんな彼が突然スーパーヒーローになり、世界の運命をかけてドタバタやっていても、戻るところはやっぱりもみじの待つアパートです。おそらく世界の他の誰にとっても価値がなくても、彼にとって、そこは地球の運命と等価なのです。その意味で彼もまた、ダブルクロスの主人公、ＰＣ①だと言えるのではないでしょうか。（おお、一応オープニングにつながった）

　そして能力や姿形は人とかけ離れていても、守りたい大切な日常があるのはシャルもモルガンも勇も同じことです（マーヤはよくわかりませんが）。違う価値観を持ち、違う場所で生まれた何もかも違う人々が共有できるもの、それがあのアパートに仮託された〝思いやり〟や〝相互理解〟ではないでしょうか。

　ストライクは一巻から三巻まで一貫して、「基本ステージ以外の場所では戦争や動乱が起きている世界」を描いてきました。我々の住む地球でもまた、考え方や立場の違いから争いが絶えません。ですが、生まれた場所ステージを超えて、人はいたわりあい、わかり合えるのではないか、というテーマを込めたつもりです。

　思うに平和というのはシャンカラや春日恭二のようなスーパーヒーローが上から押しつけてくるエンドラインのようなものではなく、凡人が努力によって積み上げた、以蔵や勇が安心してバカをやれる世界のことではないかと思います。




　ガラにもないことを申しました。

　いずれにせよ、本シリーズがみなさまのつかのまの娯楽になれば本当に幸いです。

　最後になりましたが、未熟な筆者を教え導いてくださった矢野俊策様。素晴らしい挿絵をつけてくださった石田ヒロユキ先生。本書実現にご尽力くださった富士見書房の編集様、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の皆様、プレイヤーの皆様。詰まった時に相談に乗ってくれた友人の皆様。

　そして何より、すべての読者のみなさんに、心から感謝を捧げます。

　それでは、またどこかでお会いしましょう！





二〇〇八年　四月　小太刀右京
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